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　　序幕Prologue





　その夜も霧きりは濃く、闇やみはさらに深かった。

　イースト・エンドの片隅ではいつものように悪徳がはびこり、瓶びん売りのジンをラッパ飲みする飲んだくれや、スカートをまくり上げて仕事にはげむ娼しよう婦ふが、深海を泳ぎ回る魚たちのようにひそやかに呼吸し、さざめいていた。

「なんという穢けがれた地だろう」

　男が呟つぶやいた。

　彼の姿もまた闇にしずんでいたが、その胸当ては銀色に光り、明るい青の目は一点の曇りもなく澄みきっていた。籠こ手てをつけた片手を前に立てた剣の柄つかに置き、胸にあてたもう一方の手には、黒玉ジエツトをつらねた数珠ロザリオをからめている。

「このような地に、あの貴重な品が存在すること自体が冒ぼう涜とくだ。なぜ、もっと早く手が打てなかったのか、そう考えると慚ざん愧きに堪たえん。皆、準備はよいか」

「準備はいつでもできております、騎士シユヴアリエジャン」

　答えたのは、若々しい少女の声だった。

　霧がうずまき、わずかに届いた月の光に、明るい金髪がちらりと光った。

　剣の柄をたてて立つ男の後ろに、十名ほどの人影がうち揃そろっていた。皆ひとしく古風な武具を身につけ、まるで中世の騎士譚たんから抜けだしてきたようないでたちだった。

　鎧よろいの上には白い長い上衣サーコートをかけ、その正面には大きく、真しん紅くの十字架が縫ぬい取られている。男は左右を見回すような動作をして、手にしたロザリオをゆっくりと首にかけた。鎖につけられた銀のメダルが、弱い月光を反射する。そこには幼おさな子ごイエスを抱いた聖母マリアの姿が、薄うす肉にく彫ぼりで象かたどられていた。

「行くぞ。標的はすでに示されている。神は我らとともにあり」

『神は、我らとともにあり』

　数名の声が誇らしげに唱和した。

「奪われた〈聖なる血セイクリツド・ブラツド〉を取りもどすときが来た」

　剣を上げて宣言する。

「〈聖なる血〉を奪いし魔術師に、われらが神の裁きを！」

『裁きを！』

　真紅の十字架に護まもられた彼らの顔は一つの例外もなく情熱に輝き、使命感に燃えたその瞳ひとみには、一点の曇りすらなかった。



    

  
    
      


　　第一幕　故国からの手紙





　　　１



「うわっ、ちょっともう、なんだよこれっ！」

　――朝っぱらから跡あと部べ遼りよう太た郎ろうが、道ばたで、買い物を満載した紙袋を両腕に盛り上げ、じたばたしているのはむろん理由があった。

　そもそもできるだけ地味に、おとなしく、極力いつも目立たないようにしているのがいちばんだという人生観に、十六歳にして達してしまっている彼にとって、これから通勤先や訪問先へと向かうロンドンの紳士淑しゆく女じよに、非難めいた目でじろじろ見られるのが不本意きわまりないことは言うまでもない。

　そもそもこれは美み弥や子このせいなのだ。

　家政婦兼コックであり、モンフォーコン家の家政の支配者であるラドル夫人が、今朝になって突然重大な食料品の買い忘れを発見し、当然の責任として下げ僕ぼくの遼太郎に買い出しを命じたのを見ていた美弥子が、あらそれなら、と口を出したのだった。

「ついでに、ピカディリーのハーパー＆クロフツへ寄ってきてくださらないかしら。注文しておいたコロンと、新しい手巾ハンケチが届いておりますの。受け取ってきてくだされば、いくらか手間がはぶけますわ」

　それを聞いたラドル夫人はさらにこの機会に買っておくべきさまざまな小間物やら調味料類を思い出し、それらをすべて買って昼前までには戻ってくるようにと女王の威い厳げんとうむを言わさぬ迫力をもって、遼太郎に命令したのだった。

　実家の跡取りでありながら、家伝の能力である退魔の力がないばかりに、放ほう逐ちく同然に英国へ留学に出された彼を追ってきた美弥子は、幼いころから決められた許嫁いいなずけという立場を盾にとって、何かというと遼太郎をこき使う。

　ただでさえ横暴な主人であり、えたいのしれない女魔術師であるところのクリスティーナ・モンフォーコンは言うにおよばず、従僕という名の下僕あつかいにされている遼太郎にとって、美弥子とクリスティーナ、二人ぶんの気まぐれを充みたすというのは、そうとうな体力および気力と忍耐が必要となる。

　美弥子にくっついて家を出てきた義妹いもうとの和かず音ねはことあるごとに心配してくれるが、兄としてあまり彼女に迷惑をかけるわけにもいかず、結果、現状のごとく、朝っぱらから道ばたで大道芸人よろしく、買い物でお手玉をしているわけだが。

「だいたい、こんなにいっぺんに持って帰れるわけないじゃないか――砂糖に脂あぶらに肉に小麦粉に、重たいものばっかりだし――それに香水とおしろいとハンカチなんて、別に今日取りにいかなくってもいいじゃないか、それなのに美み弥や子こさんときたら」

　ぶつぶつ言いながらでもちゃんと取りに行っている自分が憎い。

　あの夜のロンドンをゆるがした女吸血鬼事件から、ようやく一か月。

　しばらくは元気をなくしていた和かず音ねも、すっかりもとの血色を取りもどした。

　あの事件のあとではさすがの美弥子も少しは素直になったかと思ったが、また近ごろ、わがままの虫が頭をもたげてきて困る。しかも、それは遼りよう太た郎ろうに対してだけ向けられるのがさらに困る。意味もなく蹴け飛とばされるのも最近復活してきた。

　そばを通るたび蹴飛ばされるのもいいかげん慣れっこになっているので、避よけようと思えば避けられるのだが（遼太郎とてそれなりに跡あと部べの者として体術は仕込まれているのだ。一応）、避けたら避けたで、「どうして避けたりしますの！　生意気ですわ！」と意味不明な怒り方をされてぽかぽか叩たたかれるので、どっちみち、おとなしく蹴飛ばされているのがいちばんだという結論になってしまうのだった。

「――っと」

　不幸な身の上をしみじみと嘆たんじつつそろそろ歩いていると、手がすべった。やっと端はしに引っかかっていたリンゴの袋がすべり落ちて、ごろごろと道じゅうに中身が転がる。

「ああ、もう！」

　いいかげん頭にきながら、いったん荷物をぜんぶ置いてリンゴを拾い集めにかかる。ひとつでも泥がついているとラドル夫人の雷が落ちるので、できるだけ埃ほこりをはらい、服で磨いてから一つ一つ袋にもどしていく。

　最後の一個を拾いあげようとしたとき、別の白い手がひょいとリンゴをすくいあげた。

「あ、ありがとう」

　親切な人だなあ。拾ってくれたのか。

　そう思って、膝ひざをはたきながら立ちあがってみると、相手は拾ったリンゴを片手で投げあげ、受けとめしながら、さぐるような目でこちらを見つめていた。

「……あ、あの？」

　リンゴを受け取ろうとした手が手持ちぶさただった。遼太郎はとまどった。

　相手はおそらく遼太郎と同じか、少し上、と思われるほっそりした金髪の少女で、その年ごろに似合わず、明るい金髪を男のように肩につかないほどに短く刈かっていた。

　瞳ひとみは晴れた冬空に似た薄い青。視線の冷たさもまさに冬だった。全体的に雪の人形めいた印象は抜けるような肌の白さのせいかもしれなかったが、こちらを見る目の冷ややかさと無表情が、人形という印象にさらに拍車をかけていた。

『――――――、』

　少女が何か言った。

　響きからしてフランス語らしく聞こえたが、英語がやっとの遼太郎には単語一つすら聞きとることができない。

「ええと、あの、すいません、英語でお願いできませんか。えっと、フランス語で英語って、なんて言ったっけ」

　自分でも間が抜けていると思いつつ、遼りよう太た郎ろうは問い返した。クリスティーナがいれば大喜びで「まったくもって君は無学だなあ！」と叫ぶところだ。

　少女は一瞬眉まゆをひそめたが、すぐに、馬鹿にしたように唇くちびるの両端をつり上げた。

「そう、やはり野蛮人なのね。正しい神のみ教えを知らない国というのは、これだから」

「……は？」

　今度は英語だった。

　英語だったが、今度は内容が理解できずに遼太郎はまたもや停止した。

　リンゴが宙を飛んできて、胸にあたって転がり落ちた。

「『あの男』によく伝えておきなさい。『彼女』は必ず返してもらう。神のみ技わざを穢けがすのみならず、尊とうといその血を盗んで逃げた者には、必ず神の裁きがくだるでしょうと」

「『あの男』？　『彼女』……？　ちょ、ちょっと待って！」

　そう言いかけたときには、少女はすでに踵きびすを返していた。

　追いかけようとしたとたん、腕いっぱいにかかえたリンゴがまたもや道路じゅうに転がる。あわてて拾ってまわり、やっと集め終わって顔をあげたときには、少女の姿はすでにどこにもなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      （いったいなんだったんだ、あれ）

　なんとか集め直した買い物の山をかかえて家へとって返す途中も、疑問は遼りよう太た郎ろうについて離れなかった。

　このロンドンに到着したその日からいきなり怪現象に出くわして以来、その手のことには敏感にならざるを得ない日々を過ごしているが、今日出会った彼女は見かけはごく普通の少女に見えた。髪を、女性にはめずらしい断髪に――男装しているクリスティーナでさえ、豪ごう奢しやな黄金の巻き毛を切ろうとはしていないのに――している以外には。

（……人違い、なんだろうなあ）

　少女は『あの男』と言っていたが、クリスティーナは服こそ男装とはいえ、どこからどう見てもあでやかな美女であるのは明白な事実である。男性の服を着ているおかげでよけいに身体からだの線が強調されて、慣れないころはよくからかわれて赤面させられたものだ。最近はもう慣れてあっさり流せるが。

『神のみ技わざ』については、まあ魔術師（信じられないことだが、本当だ）なのだから、キリスト教会からすればおもしろくない相手かもしれないが、そんなことを言っていたら今、ロンドンじゅうにあふれかえっている心霊主義者や霊れい媒ばいその他はすべて、あの少女の糾きゆう弾だんを受けなければならないはめになってしまう。

　彼らはほとんどの場合ただの詐さ欺ぎ師しや手品師にすぎないが、そういう彼らのことも日曜日のコヴェント・ガーデンに靴箱を置いて説教する辻つじ説教師たちにとっては、悪魔と同義語の言語道断なやかららしい。

　たぶんあの少女もそういう熱心な活動家のひとりで、たまたま誰かと間違えて僕に声をかけてきたんだろう、と遼太郎は結論づけた。

　前回の吸血鬼の事件の時とちがって、明らかに人でないものの雰ふん囲い気きが、彼女にはなかった。白い頬ほおをほんのり紅潮させたところは、もう少し表情にやわらかみがあればたいそう美人だといってよかったし、なんにせよ、リンゴは拾ってくれたのだから、そんなに悪い相手ではないのだろう。

　考え考えなんとか家へ帰りつき、半地下の台所でじりじりしているラドル夫人に頼まれものを渡した。落としたひょうしに傷ついたリンゴのいくつかについてぶつぶつ説教されはしたが、昼食のサンドイッチの準備をしなくてはならないとあって、早々に放免されたのはまずは喜ばしいことだった。

「あら、遼太郎さん。ずいぶんゆっくりなお帰りでしたのね」

　最後にのこった頼まれものの香水とハンカチその他をもって階段をあがろうとした時、上から美み弥や子こが降りてきた。どうやらずっと耳をすましていて、遼太郎があがってくるのを待ちかまえていたらしい。

「まあ、あなたのことですからそんなに早く済むはずはないと思っていましたけど、品物は間違いなく受け取ってこられまして？　わたくし、お馬鹿さんには覚えきれないことをお願いしてしまったのではないかと心配でしたの。それ、こちらに下さいます？」

「……はい」

　文句を言っても無駄なことはわかっていた。

　きれいにリボンをかけた紙箱を差し出す。美み弥や子こは受け取ってなぜか頬ほおを赤らめ、ちょっと胸に抱くようにしてから、リボンに手をかけた。

　ふと手を止めた。

「――遼りよう太た郎ろうさん」

　声が低い。

「この匂におい。どういうことですの」

「え？　に、匂い？」

　遼太郎はとまどった。匂い？

「匂いって、そりゃあ、香水なんだから匂いはするんじゃないのかい」

「そんなことじゃありませんわ、お馬鹿さんですわね。これ、この香水の匂いじゃありませんわよ。包み紙に、別の香水の匂いがついてます」

　くんくんと包み紙の匂いを嗅かぎ、つづけてハンカチの箱のほうにも鼻をつけてみて、

「まあ、手巾ハンケチのほうまで匂いがしますわ。いったいどういうことですの！」

「どういうことって、ぼ、僕はなにも」

　香水はちゃんと何度も銘めい柄がらをたしかめて買ってきたはず。

　そう言おうとしたとたん、ぐいと胸もとをつかまれて、襟えりもとに鼻を押しつけられた。つややかな長い髪の香りがふわりと漂う。心臓がはね上がった。

「み、美弥子さん、ちょっと！」

「これ、別の香水の匂いですわね！」

　襟から顔をあげた美弥子はきりきりと眉まゆをつり上げ、先ほどとは別の理由で頬を紅潮させていた。

「不潔です！　このわたくしのお使いを頼まれておきながら、その途中で別の女の匂いをつけて帰ってくるなんて、最低ですわ！　いったい誰の匂いですの？　またあの、ひらひらした下品な服の赤毛女と逢あってでもいたのでしょう！　許せませんわ！」

「ちょっと、ちょっと待ってったら！」

　まったく予想しない展開に遼太郎は目を回しそうだった。

「僕はそんなことしてないよ、だいたい、お店を回って品物を持って帰るだけでせいいっぱいだったのに！　そりゃ確かに、途中で女の子に会うことは会ったけど……」

「まあ、憎らしい、いけしゃあしゃあとそんなことを！」

　美弥子愛用の固いブーツの先が遼太郎のすねに炸さく裂れつした。

　遼太郎は思わず脚あしをかかえてぴょんぴょん跳ねまわって、あやうく階段を踏みはずすところだった。

「痛い、痛いって！　だからその子とはちょっと話しただけで、別に何もしてないよ！　だいたい、相手は人違いで話しかけてきたみたいだし」

「人違いで話しただけでこんなに匂においが移ると思いますの!?　いいから正直に白状なさい。きちんと全部話せば、許してあげないでもありません」

「話しても絶対許さないじゃないかあ！」

「……あの、美み弥や子こさん、兄さま、どうなさいましたの？」

「みやこちゃんとりょーたろー、けんかしてるー」

　声を聞きつけたらしく、和かず音ねとシシィが手をつないで踊り場に顔をのぞかせた。

　シシィは遼りよう太た郎ろうがロンドンで最初に出くわした事件のときモンフォーコン邸ていに引き取られた少女で、強い霊能力を持っていたために詐さ欺ぎ師しに利用されていたが、いまはこの屋敷の預かりとして、みんなに可愛かわいがられて暮らしている。

　小さな頭の上にはペットであり護まもり手である黄色い小鳥のリトルがとまって、片かた脚あしをかかえた遼太郎にピイ、と馬鹿にしたような声をかけた。

　和音は近ごろようやく血色を取りもどした頬ほおに気がかりそうな色を浮かべ、シシィは大きな黒い瞳ひとみを心配そうに曇らせている。

「りょーたろー、みやこちゃんとけんかしたらだめなのー。みやこちゃんも、りょーたろーのことあんまりおこったらめー、なのー」

「そ、それは、そうですけれど」

　小さな子供に「めー」と言われると美弥子も弱いらしい。

「でも、外へ出たとたんに女の匂いをつけて帰ってくるなんて信じられませんわ。まったく、男の人ってこれだから！　こちらへ来て、嗅かいでごらんなさいな、和音さん」

「え、ええ」

　義理の妹ということになってはいても、和音もまた遼太郎のことは男性として憎からず想おもっているのである。女の匂い、と言われると、兄への気づかいより、胸の痛みが先に立ってしまうらしい。

　恥ずかしそうにうつむいて、ごめんなさい兄さま、と小さく呟つぶやいてから、そっと遼太郎の襟えりもとに顔を近づけてきた。遼太郎はまた倒れそうになる。

「あら……本当に、匂いがします」

　顔をあげた和音は目を丸くしていた。

「でも、なんだか香水とは違うような気がしますわ、美弥子さん。どちらかというと、実家で、香こう道どうの先生にお付きしていたときに嗅いだような匂いの気がいたします。なにか、香こう木ぼくとか、そういう類たぐいのものではありませんか」

「そんなこと言って！　よろしいかしら、和音さん……」

「にゅーこーともつやく」

「え？」

　三人が目を丸くして下を見ると、いつのまにか降りてきていたシシィが、遼太郎のすそをつかんでくんくん鼻を鳴らしていた。

「これ、シシィしってるよ。にゅーこーとか。こういうのはね、かみさまのぎしきをするときにもやすの。そういうことになってるの。こうすいとか、そういうのじゃないよ。シシィ、しってるもん」

「乳にゆう香こうと、没もつ薬やく？」

　ちょっと考えて、遼りよう太た郎ろうはそれがキリスト教の儀式でよく使われると聞く香料の名前であるのにやっと気がついた。シシィは以前、詐さ欺ぎ師しのもとで霊れい媒ばいとして使われていたので、こういうものになじみがあるのだろう。

　遼太郎たちは三人とも日本人だし、キリスト教徒でもないので（そして家の主人は宗教というものを頭から馬鹿にしているので）、教会へはほとんど足を踏みいれたことがない。美み弥や子こが香水とかんちがいするわけだ。

「で、でも」

　引っ込みがつかなくなったのか、美弥子は顔をまっ赤にして口ごもった。

「でもそんなふうに身体からだに匂においがしみつくなんて、よっぽど近くに寄っていたにちがいありませんわ！　どちらにしろ、男子が女性にそんな風に近づくなんて、みだらです！　不潔ですわ！　仮にもわ、わたくしというものがありながら――」

「ずいぶん楽しそうなんだがね、お嬢さんたち」

　あくび混じりの声が二階から降りてきた。

「朝っぱらから人の家の階段で痴ち話わげんかをするのはよしてくれないか。まだ朝の十時だろう。私にとっては夜中に近いんだけどね」

「あ、すみません、クリスお姉さま」

　いっきに美弥子がしおらしげになって、頬ほおに両手をあてる。

　口に手をあててあくびを隠しながら降りてきたのは、この家の主人にして女魔術師、遼太郎の雇い主にして〈パラケルススの娘〉の異い名みようを取るクリスティーナ・モンフォーコン嬢だった。

　後ろには着替えのガウンとシャツを持ったメイドのレギーネが付き従い、鴇とき色いろの瞳ひとみをまばたきもせずに女主人の背中に向けている。使い魔であるところの蝙蝠羽根こうもりばねを持つ小猿のバイロン卿きようは、朝食の残りらしい熟うれたプラムをかじりながらぱたぱたと飛んできて、いきなりどかんと遼太郎の頭の上にのっかった。

「ちょっ、ちょっと！　何するんだよ！　汁！　汁垂たれてるー！」

「わたくしだって、けんかしたくてしてるわけではありませんのよ、お姉さま」

　頭からプラムとバイロン卿を引きはがそうと苦闘する遼太郎のことは無視して、美弥子は訴えるようにクリスティーナに言った。

「ただ、遼太郎さんがあまりにも不ぶ作さ法ほうなものですから。ちょっと外に出ただけで女に会って、しかもはじめて会ったとかいうその女にぷんぷんするくらい匂いをつけられていらしたんです。こんなこと、許せるとお思いになって？」

「ああ、それはまったく君の言うとおりだな、東洋のすてきなお花さん」

　クリスティーナは甘い微び笑しようを美弥子に向けた。緑色の瞳がいたずらっぽく光る。遼太郎をいじる新たな種が見つかったのが嬉うれしくてたまらないのだった。

「しかし、ちょっと買い物に出たとたんに女の匂においをつけて帰ってくるとは、君もなかなかすみに置けないね、遼りよう太た郎ろう君。もしよければ、どんなお嬢さんだったか聞かせてもらえるかな？　まさか私にまで、出会い頭がしらにぶつかっただけだとか、くだらない逃げ口上を聞かせてくれるわけじゃないだろう」

「どんなに言われたって、ほんとのことなんだから仕方ないですよ」

　やっとのことでプラムとバイロン卿きようを引きはがし、べたべたになった髪からプラムの種をつまみ取りながら、情けない思いで遼太郎は言った。

「ただ、買い物の包みを抱えて歩いていたらリンゴを落としてしまって、拾っていたら、手伝ってくれた女の子がいただけです。

　なんだか外国人みたいで、フランス語――だと思うんですけど――をしゃべってました。僕が意味がわからないでぼうっとしてたら、馬鹿にしたみたいに鼻で笑って、『野蛮人』とか、『正しい神の教えを知らない国は、これだから』とか」

　からかうつもり満点でにやにやしていたクリスティーナの唇くちびるが、その時、ぴくりと震えたのに遼太郎は気づかなかった。

「ああ、それから、『〈あの男〉によく伝えておきなさい』とか。『〈彼女〉は必ず返してもらうから』とか、『神の技わざを穢けがすばかりか、その血を盗んで逃げた者には必ず神の裁きがくだるでしょう』とか。全然意味のわからないことばっかり。

　きっと人ちがいで声をかけられただけなんだと思うんですけど……クリスティーナ？」

　クリスティーナはすでに半分背を向けて、階段を上がりかけていた。

「レギーネ」

「はい、お嬢さま」

「〈女主人クイーン・マザー〉に連絡したほうがいいようだ。どうやら、奴らが嗅かぎ当てたらしい。サー・マクスウェルにはまだ黙っておくように。この件であのご老人に借りを作るのは、本当ににっちもさっちも行かなくなってからにしたい」

「承知しました」

「ちょっと、クリスティーナ!?」

　大おお股またに二階に消えていこうとするクリスティーナに、遼太郎はあわてて追いすがった。

「いったいどうしたんですか？　あの女の子のこと、何か知ってるんですか？　でもあの子は、『男』とか言ってて、うちにはなんの関係も」

「そう、なんの関係もないよ、遼太郎君」

　返ってきた返事は、遼太郎がこれまで聞いたこともないほど冷ややかな、とりつくしまもないものだった。

「だから、君はもうその子のことは忘れて自分の仕事に専念したまえ。居間の炉ろ格ごう子しはもう磨き終わったのかね？　昨晩、ラドル夫人が左から三番目の格子の裏に煤すすがたまっているのを見つけてぶつぶつ言っていたから、さっさと行って綺き麗れいにしてくることだね。レギーネ、そのシャツは彼に渡して、いっしょに上に来なさい」

「はい、お嬢さま」

「え？　え？　え？」

　とまどっているうちに、どさどさと腕にガウンとシャツの山が押し込まれた。

　レギーネはくるりと向きを変えて女主人のあとを追う。バイロン卿きようが心配そうに啼なきながら飛んでいき、レギーネの肩にしがみついた。

　足音が遠ざかり、扉が音をたてて閉まった。

　遼りよう太た郎ろうたち四人は、ぼんやりとその場に立ちすくんでいた。

「……お姉さま、なんだかようすが変でしたわ」

　と美み弥や子こが言った。

「なんだか、こわがってたみたいなのー」

　とこれはシシィ。

「怖がっていたというより、警戒なさっていた、という感じですね」

　と和かず音ね。

「ねえ遼兄さま、何か心当たりはおありになりますの？　その、お会いになったという方ですけど。何か、不審なところにはお気づきになりませんでした？」

「いや、別に」

　と遼太郎は答えたが、シャツの山で口がふさがれていたために、うあ、うぇつに、としか聞こえなかった。口に入ったシャツの裾すそを吐き出して、

「不審なところも何も、話したことがあれで全部だよ。変だな、確かに『男』って言っていたし、その……おかしな気配もしなかったんだけど」

　シシィをのぞく三人はこっそり目を見合わせた。

　古来、日本において連れん綿めんと受け継がれてきた霊的衛え士じの家系である跡あと部べ家と、その分家である赤あか羽ばね・青しよう野のの血筋である彼らには、力の大小はあれ、人でないものや霊的な異常を感じとる能力はそれなりにそなわっている。

　なんの能力もないとされて放ほう逐ちくされた遼太郎でも、クリスティーナがあれだけあからさまに警戒の色を見せるような「モノ」なら、なんらかの異常を感じとってしかるべきだ。

　夜のロンドンをゆるがす大騒動に発展した吸血鬼ニュイ夫人の事件でさえ、狩人かりゆうどとしての余裕をただよわせていたクリスティーナが、あそこまで厳しい表情をしたのを、遼太郎は見たことがなかった。

　不吉な予感が、ふと胸のうちをかすめた。

　とたん、裏口の扉についたベルがせわしなくジャランジャランと鳴った。

　四人はいっしょに飛びあがった。

「すみません！　すみません！　郵便です！　どなたかいらっしゃいますか！」

　ドンドン拳こぶしで叩たたく音も聞こえる。

「郵便だって。ちょっと持ってて、和音」

　腕いっぱいの洗濯物を和かず音ねに渡して、あわてて裏口に走る。こういう時、ラドル夫人はぜったいに腰を上げない。自分の職場は台所であって、郵便を受け取ったり洗濯物を運んだりするような仕事は、下げ男なんである遼りよう太た郎ろうのものときめてかかっているのだ。

「すいません――お待たせしました。郵便ですか？」

「はい、そうですよ。ここに、リョウタロ・アトベっていう人います？」

「あ、はい。僕ですけど」

「じゃあ、これ」

　配達人は何枚もの切手と判子が押された、よれよれの封筒を一枚手渡した。水みず濡ぬれしたのか、墨で書かれた宛名がひどくにじんでいる。

「お国からの船便ですかね。宛あて名なが読みづらくて、苦労しましたよ。それじゃ」

　郵便配達はちょっと帽子を上げ、急ぎ足に次の配達先へ向かって歩いていった。遼太郎は封筒を裏返し、そこに跡あと部べ家の住所をたしかめた。名前は書いていない。

「どうなさいましたの、兄さま？」

　洗濯物を置いてきたらしい和音が小走りに駆けてきた。あとからシシィをしがみつかせた美み弥や子こもやってきて、不審そうに手紙をのぞき込む。

「跡部本家からお手紙ですって？　何でしょう。遼太郎さん、開けてみてくださらない」

「う、うん」

　急に胸が早鐘を打ちはじめた。不吉な予感がますます強くなる。

　封を切り、和紙に書かれた手紙にざっと目を通す。全身から音をたてて血の気が引くのがわかった。和音と美弥子が同時に息を呑のむ。

「――たか女めお祖ば母あさまが倒れた、だって!?」



　　　２



　翌日の午後、ポケットに手紙を入れて遼太郎はスミスフィールド市場に足を向けた。

　頭の中はもやもやとした考えで一杯になり、昨晩はバイロン卿きようが起こしに来るまでもなく、ほとんど一睡もできなかった。眠るには一度に色々なことが起きすぎていた。朝四時になっても、いつものようにあの腹の立つ蝙蝠猿こうもりざるが枕まくらの上で騒ぎたてに来なかったのも、さらに不安を助長した。

　今朝はまだ、クリスティーナの顔を見ていない。

　朝のうちに来る野菜商や生ものを扱う商人は引きあげたあとで、市場はいくらか閑かん散さんとして見えた。毛の抜けた山や羊ぎやロバを杭くいにつないで退屈そうにしている初老の男のとなりで、色の抜けた繻しゆ子すの上っぱりを着た小猿が首輪をつけられ、妙に人間めいた顔でしわだらけの顔をあちこちに向けている。

　そばで、飼い主らしい大道芸人の男が、猿の上っぱりよりまださらにひどい状態にある手回しオルガンを膝ひざにのせて、客が来るのを待っていた。

　遼りよう太た郎ろうはその前で足を止め、「すみません」と声をかけた。

　男はうさんくさそうに顔をあげた。

「なんですかい、坊ちゃん」

「あの、ちょっと捜してる人がいるんですけど。ジンジャーっていう、その、男の子」

　性別を告げるさいにはいささかのためらいが伴ともなった。男はまばたきひとつせずに質問を受けとめた。

「さあ、聞いたことねえな。どっかの店の小僧かね？　どっちにしろ、しがねえ辻つじ音楽師のおいらに訊きくのはお門かどちがいってもんだな、坊ちゃん」

　とりつくしまもない。

　一瞬遼太郎はためらい、ふと思いついて、襟えりもとから銀色の小さなメダルを引き出してみせた。メダルの表面には、三日月を踏んで立つ古代の女神が刻まれている。

「これ、その子からもらったんです。心当たり、ないですか？　よく考えてみてもらえませんか」

　男はしばらく黙ってメダルを見ていたが、やおら手を伸ばして、前に置いていたひび割れた皿を振ってみせた。金を入れろということらしい。

　言われるままに遼太郎があちこちポケットをさぐり、やっと見つけた一ペニーを皿に置くと、男はオルガンを取り直し、なにやら曲を奏かなではじめた。

　ぼろぼろの見かけによらない、見事な演奏だった。はじめて聞くのに、昔から知っていたような気にさせる旋せん律りつが流れた。しゃがみこんで聞きながら、いつのまにか遼太郎が曲に没頭していると、いきなり「おい」と後ろから背中をつつかれた。

「なんか用かよ。アスパラガス」

「ジンジャー！」

　遼太郎はぱっと飛びたって、小柄な少年――少女――の前に立った。

　目深にかぶったくたくたのハンチングの下から、つんと尖とがった鼻と、そばかすだらけの汚れた顔が小動物のようにこちらを見つめている。見ているうちに刻々と色を変えるかに思われる瞳ひとみは、魔力を秘めた魔女の瞳だ。

「こんなところでしゃべってちゃ、みんなの商売の邪魔だ。こっちへ来い。世話かけたな、トム・ティット・ティット」

　オルガン弾きの男に一声かけて、遼太郎を引っぱっていく。

　オルガン弾きは素知らぬ顔で弾き続けていたが、かわりに猿がちっぽけな帽子を脱いで、魔女の娘にして影のロンドンの王女に、丁寧にお辞儀をした。

「……それで、お前としちゃ、どうしていいかわからなくなってきたってわけかい」

「うん」

　二十分後、市場の古着を積みあげた山の隅っこで、カスタード・パイ（さっきの一ペニーで小銭を使いはたした遼太郎の代わりに、ジンジャーがどこからか調達してきた）をかじりながら、昨日あったことを遼太郎は説明し終えていた。

「手紙自体は、そんなに心配するような中身じゃなかったんだ。倒れたっていっても、お祖ば母あさまはすぐに回復なさったようだし」

　昨日届いた日本からの手紙は、遼りよう太た郎ろうをはじめ、美み弥や子こと和かず音ねもちょっとした恐きよう慌こうに突き落とした。

　内容は、跡あと部べ家の現当主であり遼太郎の祖母でもある跡部たか女めさまが、半月ほど前にとつぜん寝室で倒れた顛てん末まつを伝えるものだった。

　さいわい、発見が早かったことと、患者本人の心身の強きよう靱じんさも手伝って、数日を安静に過ごしただけでもとの体調に回復したらしいが、それでも、三人を不安の渦うずに突き落とすにはじゅうぶんだった。

　なにしろ、正式に家を出されている遼太郎と、それを追いかけてきた美弥子はともかくとして、親の意に反して家出してきた和音は、家長であるたか女さまの意向のもとにロンドン滞在を黙認されているようなものなのである。

　もし、たか女さまに何かがあったとしたら、彼女は強引に日本に呼びもどされ、望まぬ相手と結婚させられるかもしれない。

　そして、それは美弥子にとっても同じことなのだ。ある意味では庇ひ護ご者しやでもあるたか女さまがいなくなれば、遼太郎は今度こそ正式に跡部の当主の位を抹消され、別の者が取ってかわるだろう。

　そして美弥子も役立たずの婚約者とは引き離され、おそらくは、会ったこともない別の相手とむりやりめあわされることになる。

　三人で額ひたいを押しつけ合って読むうちに、どうやらしばらくはそういう事態にはならなさそうなことがわかってひとまずほっとしたが、それでも、心配は残った。

　これまで三人は、遼太郎でさえ、たか女さまは人間というより一種の神のような存在で、病気になったり死んだりはしないものなのだとなんとなく感じていたのだ。

　それが単なる錯覚であることはすでにクリスティーナから何度か指摘されていたが、こうして実際に、あの祖母もまた病気にもなるし、死にもする人間であるのだという事実を突きつけられてみると、平静ではいられなかった。

「お医者さんも、とりあえずは命に別状はないって太鼓判を押してるらしいし。その手紙も、お祖母さまが言って書かせたみたいな感じだった。でも――」

「でも？」

「……よく、わからない」

　かじりかけのカスタード・パイを膝ひざにおいて、遼太郎は呟つぶやいた。

　ロンドンへやってきてから、ほぼ半年がすぎた。

　その間には目まぐるしいまでの出来事があり、さまざまな事件が起こり、死んでいておかしくないほどの目にも何度か遭ってきているはずなのだが、不思議と、今ほど大きな不安に襲われたことはなかったような気がする。

「今までは、何があってもクリスティーナと……お祖母さまがいたっていうか……その、頼りにしてたわけじゃないし、今でも、頼ったって無駄なことはわかってるんだけど、それでも、いてくれたことで何か安心してたんだなあ、って」

　祖母に対して、孫らしい気持ちを抱いたことは遼りよう太た郎ろうにはほとんどない。

　今回の報に接したときにも、肉親が倒れたという事実よりも、自分が絶対だと信じていた何者かが、必ずしも絶対ではなかったということのほうに打ちのめされたのかもしれない。そう思うことがいっそう、不安と罪悪感に拍車をかけていた。

　仮にも孫なら、もっと祖母の病状そのものに対して心配するべきではないのか。

　それなのに自分はただ、絶対の世界が崩れていくことのほうに気を取られて、祖母自身のことを心配しているとはいえない気持ちでいる――。

「――お祖ば母あさまが倒れて、クリスティーナが急にようすが変わって、なんていうか、どうしていいかわからない感じなんだ。いや、どうしていいというより、僕にはどうしようもないことがわかってるから、それが、ものすごく不安なんだ」

　ジンジャーは黙ってぱくりとカスタード・パイをかじった。

　堰せきを切ったように遼太郎は話しつづけた。

「今まで起こったようなことは、僕にもできるかぎりのことを――その、あんまり役には立たなかったかもしれないけど、でも、とにかく僕にはできることがあったし、クリスティーナにはしょっちゅう振りまわされてたけど、僕にも、何とかできる部分はあった。

　でも、今回のことには、そんな部分がかけらもない」

　両のこぶしを握りしめて、遼太郎は膝ひざの間を見つめた。かじりかけのカスタード・パイから、黄色いカスタードがとろりと地面に落ちかけている。

「お祖母さまは海の向こうで、僕が帰ったところでどうにもできない。クリスティーナは話すどころか顔すら見せてくれようとしなくなった。食事に呼びに行っても、レギーネが盆を取りに来るだけで、僕には関係ないことだって言うばっかりだ。

　そりゃ、前にもこんな風に、急に彼女が閉じこもってしまうことはあったさ。でも、今度のはわけが違う。とても、いやな感じがするんだ……とても」

　遼太郎は口をつぐんだ。

　ジンジャーは黙ったまま自分の分のパイを食べ終え、ちらりと遼太郎を見て、「それ、食わないのか？」といきなり言った。

「え？」

「そのパイだよ。食わないのか」

「え……ああ」

　中身が垂れ落ちかけているパイをあわてて拾いあげたが、もうあまり食べる気にならなかった。

「食わないんなら俺がもらうぜ。ネリーのパイは最高なのに、もったいない奴だ」

　横から小さな手がひょいとパイをかすめ取っていった。

　ジンジャーは半かじりのパイを丸ごと口につめこんでもぐもぐと噛かみ、その間、両手に顎あごをのせてじっと空を見あげていた。

　どんよりと曇った蒸し暑い日で、太陽は分厚い群むら雲くものむこうににじんだ染みのように見えるだけだった。もう午後も晩おそくなりかけていて、ほとんどの商人は店を閉め、荷物をとりまとめて帰りかけている。

「ひとつだけ俺が言えるのは」

　長い時間をかけて指についたカスタードをていねいになめ取ってから、ジンジャーが言った。

「ローマの教皇庁から女王に――昼の女王にだぜ、俺の母さまじゃなくて――『聖杯サン＝グラール』を返せっていう内密の要請が来たことだ」

「聖杯サン＝グラール？」

　聞きなれない単語に遼太郎はとまどった。

「なんだい、それ。ローマ教皇庁ってなんのこと？　人の名前？」

「……おまえ、つくづくバカだな。この頭ん中には何がつまってんだ、カスタードか」

　まったくへなへなアスパラガスめ、と言って遼太郎の頭をがくがく揺さぶり、ジンジャーはちょっと腹を立てた調子で先をつづけた。

「教皇庁っていうのはカトリックの総本山だ。キリスト教の一つの頂点だよ。このイギリス国教である、プロテスタント系の英国国教会とはむろん、対立してる。そうとう昔に、国王はカトリックから破門されてるしな。

　本拠地のローマのヴァティカン宮殿には最高権力者である教皇ってのがいて、そいつが、いまの英国国教会の総主長であるヴィクトリア女王に、内密に、イギリス国内に存在する聖杯サン＝グラールの返却を求めてきたんだよ」

「ちょっと待ってよ、キリスト教って、そんなにいくつもあるの？」

　遼太郎はますます混乱した。日本人である遼太郎にとっては、キリスト教といえばキリスト教というひとつの宗教でしかないのであって、その中で、カトリックとかプロテスタントとか、いろいろ言われても困る。

「あたりまえだろうが。大きく分ければローマ教皇を頂点にする旧教カトリツク、それにここの英国国教会やその他の新教プロテスタントに分かれる。さらに異端すれすれの、小さな派は閥ばつもいくつかある。その他にも、東ヨーロッパやロシアのほうじゃ別に東方正教会っていうのを作って別に教皇をたててそっちが正統だって主張してるし。

　だいたいカトリックやプロテスタントの中でもナントカ派だのナントカ会だのって、かしましいもんだ。何が正統でどれが正しいんだか、たぶんそれを信じてる奴ら以外にはぜったい理解できないね」

　まあ俺たちには関係ないけどな、とジンジャーはつけ加えた。太古からの魔法と、ゆたかな自然の力とともに生きる魔女たちにとっては、唯一の神とその権威をしか認めない一神教は弾圧のもとでしかないのだ。

「……ええと、キリスト教についてはそれでいいとして、聖杯って何？」

　頭が痛くなってきたので、遼りよう太た郎ろうは話題を変えた。

「聖杯サン＝グラールっていうのは、イエス・キリストが捕らえられる前に、最後の晩ばん餐さんで葡ぶ萄どう酒しゆを飲んだ杯さかずきだって話もある。あるいは、十字架の上で死んだときに、その血を受けた杯だという説もある」

　ジンジャーは言った。

「どっちが本当かは、誰にもわからない。それが実在してるという証拠も、公式には存在してない。だが、ローマ教皇はそれがこのイギリスの、それもロンドンに、存在してると確信してるらしい」

「いったいなぜ、そんなことに？　それに君、どうしてそんなことを知ってるのさ。内密の要請だって言ってたけど」

「おい、俺を誰だと思ってんだ？　バッキンガム宮殿にだって鳥や虫やカエルはいるんだぜ、それに、風はどんなところだって吹いて回るしな」

　ジンジャーはにやりとし、人差し指をたてた。指のまわりに小さなつむじ風が渦巻き、甘えるようにくるくるとまつわりついて消えた。

「むろん、女王はそんな要求を呑のむつもりはないし、だいたい、国内にそんなものは存在しないのだから要請に応じようもない、ときっぱり断った。少なくとも、表向きはな。

　だが――」

「だが？」

「おまえの話を聞くと、どうやら、教皇庁はイギリスが要求を呑もうが呑むまいが、力ずくでも聖杯を奪取するつもりらしいな」

　それだけ言って、ジンジャーは立ちあがって帰るそぶりを見せた。

「ちょ、ちょっと待ってよ、話はそれで終わり？」

　遼太郎はあわてた。

「じゃああの、僕につっかかってきた女の子はいったい何なんだよ？　彼女もその、教皇庁とかいうところの使いの者ってこと？　そんなのが、なんで僕に声をかけてきたのさ？　それに、クリスティーナのようすがおかしいのとその話と、いったいどういう関係があるんだよ！　あの子は『男』って言ったんだよ？　それなのに、なんで」

「これ以上話すのは、俺の分ぶんを超えてるんだ。悪いけどな」

　遼太郎を見おろしたジンジャーの目は、少し寂しそうだった。

「これ以上のことは俺の母かかさまに聞いてもらうしかないけど、たぶん母さまに聞けたとしても、おまえには話してくれないと思う。これは、おまえが思ってる以上に大きな問題なんだ。おまえひとりが騒いだところで、どうこうできるような問題じゃない」

　その言葉は、深く遼太郎の胸に突きささった。おまえは無力な存在だと、あらためて、ジンジャーからさえも言われたような気分だった。

「そう落ちこむなよ。ただ今は、おまえには手出しできないってだけのことだ」

　唇くちびるをかみしめてうなだれた遼太郎をジンジャーは気がかりそうに見やり、向きを変えて手を取ろうとした。

「相手は今までみたいなただの化け物じゃない、人間だ。それも、おそらくは正義の信念と宗教的情熱に燃えた、狂信者だ。これまでみたいに、安易に戦える敵じゃない。

　もしそいつらと、たとえばそのおまえに声をかけてきた娘むすめと争うことになったとして、おまえは、その娘をためらわずに傷つけられるのか、遼りよう太た郎ろう？」

「そ――それ、は」

　声をかけてきた少女の顔を思い出して、遼太郎は身震いした。金髪を短く刈かり、きつい目をした少女は、自分とほとんど年が変わらなかった。たとえ、彼女が攻撃してきたとしても、ためらわずに打ち勝てる自信は、遼太郎にはとてもない。

「……ま、そういうところが、つまりおまえのいいところなんだけどな」

　黙ってうつむいてしまった遼太郎には聞こえないように、ジンジャーは低声こごえで呟つぶやいて、いきなり遼太郎の肩に腕を巻きつけた。

「え、えええ、え!?」

　ふわりと緑の芳ほう香こうがただよった。

　なにがなんだかわからないうちに、小さなやわらかい唇くちびるが両頬ほおと唇にすばやく押しつけられていた。遼太郎はまっ赤になって身を引いた。

「な、なんだよ、いきなり！」

「魔女のくちづけだよ。幸運のお守りさ」



    

  
    
      



    

  
    
      　ジンジャーは平然としていた。

「俺が感じてることが本当なら、もしかしたらおまえにはこの事態をどうにかする方法があるかもしれない。でも、それはまだ遠い日のことで、少なくとも、今はまだだ。

　だから、せいぜい幸運を祈っといてやるよ。母さまも、聖杯サン＝グラールのことに関しては放ほうっておくわけにもいかないから、なんらかの形で動いてくれるだろうとは思う。たぶん、英国国教会、つまりこの英国自体も、迎げい撃げきに乗りだすだろうしな。

　とりあえず、心配するなよ、アスパラガス。俺のお守りをもらえる男なんて、今まで他にゃいなかったんだ、ありがたく思いな」

「だからって……その……あの……こういうやり方って」

　唇くちびるを押さえたまま遼りよう太た郎ろうはもごもご言った。

　ジンジャーはつま先でくるりと回ると、鈴を鳴らすような笑い声といっしょに、風にまかれる木の葉のように姿を消した。





　家に帰るには相当の勇気を要した。

　あの少女にリンゴを投げつけられただけで、服についた匂においをかぎ取った三人娘が待ちかまえているのである。ジンジャーに抱きつかれて、それも一つならず、唇と両頬ほおにまで接せつ吻ぷんされたとわかったら、どんな騒ぎになるか想像もしたくない。

　おかげで、途中の道で聖杯やクリスティーナやそれについての自己不信に対して思い悩むことはとりあえず避けられた。

　家について、扉を開けようとしたとき、靴が何やらぐにゃっと踏みつけた。

　立ち止まって、片かた脚あしを上げてみる。

　何かよくわからない石をいくつかと、呪じゆ文もんらしい文字をミミズののたくったように書きこんだ粘土人形が、石段の上に置いてあった。

「――ああもう」

　ため息をつきつき呪のろいの人形（まあ制作者はそのつもりなのだ、おそらくは）の残ざん骸がいを足の裏から引きはがし、中にはいる。

「りょーたろー、おかえりなさーい！」

　扉の鳴る音を聞きつけたのか、居間からシシィが元気よく走り出してきた。

「あのねあのね、さっきね、バのおにいちゃんがきたところなの。あっちでいろいろてじなみせてくれてるんだよ、しっぱいしてるけど、でも、すっごくおもしろいよ」

「うん、そうだろうね。知ってる」

「手品ではないと何度言ったらわかる、そこの小娘！」

　脳天から血を噴いていそうな怒鳴り声が居間から飛んできた。

「あと、『バのおにいちゃん』ではない！　我が名は大魔術師バシレウス！　バシレウス！　サロモン!!　だ」

「うんそうだね。やあ、アレックス、いらっしゃい」

　シシィを抱きあげて部屋に入りながら、いささか疲れ気味の笑顔を遼りよう太た郎ろうは友人に、というか、ほぼ腐れ縁と化してきている、自称大魔術師の伯はく爵しやく家のぼんぼんに向けた。

　時刻はちょうど午後のお茶の時間。本来なら遼太郎が準備しなければならないところだったが、来客とあってラドル夫人か、それともおそらくは和かず音ねあたりが気をきかせて用意してくれたのだろう。テーブルの上には銀のティーポットと、人数分のティーセット、サンドイッチやクッキーやタルトを盛った皿が、品よく配置されていた。

「で、今日は何の警告？　それととりあえず、人んちの入り口に泥のかたまり置くのやめてほしいんだけど。あとで掃除するの僕だし、君の泥人形って、よくわからない材料が入ってるから落とすの大変なんだよ」

「何をぬかすか。使い魔風情が」

　魔術師バ（略）ことグリムズビー伯爵家末まつ子し、アレグザンダー・トーマス・コンドリック爵しやく子しは、居間でいちばん座り心地のいい椅い子すにふんぞり返り、和音がおそるおそる差し出すキュウリのサンドイッチをむさぼっていた。

　美弥子も紅茶茶ぢや碗わんを手に同じテーブルについていたが、貴族の子弟とも思えないアレックスの食いっぷりをあきれと畏い怖ふの半々な目で眺めている。

「今日は別に僕の用事ではない。シヴィルがあの女魔術師に用なのだ」

　サンドイッチを呑のみこんでお茶をがぶがぶと飲みほし、アレックスは不機嫌に言った。

　いつものようにだらっとした長い魔術師のローブを着用におよび、ぷらんと突きだした脚あしのまわりに、さっきまでシシィを楽しませていたらしい「てじな」の道具が散乱している。床磨きのことを思い出して、遼太郎はまた憂ゆう鬱うつになった。

「それなら僕も同席してやると言ったのに、あのぼんくら教師と来たら、いや、今回は坊ちゃんにはちょっと刺激の強い話ですから、と言って鼻先でドアを閉めた」

「シヴィルさんが？」

「うむ」

　シヴィル・セント・クレアはこの困ったお坊っちゃまの家庭教師兼お目付役であり、しょっちゅう坊ちゃんの起こした騒ぎの後始末に走りまわらされている青年である。

　金髪に丸眼め鏡がねのにこにこ顔を思いうかべて、たぶん、アレックスの母親で、かつクリスティーナの友人であるグリムズビー伯爵夫人から、何か個人的な伝言でも受け取ってきたのだろうと遼太郎は思った。

「けしからん。クリスティーナまで同調するし」

　ずずずっとお茶を底まで飲みほして音をたてて茶碗を置き、椅い子すから落ちんばかりにアレックスは身を乗りだした。

「まったくどいつもこいつも、この偉大なる魔術師に対する敬意というものを知らん奴ばかりだ。嘆かわしい。これだから、いつまでたっても世界は進歩せんのだ」

「……あの、サンドイッチ、もう一つどうぞ」

　口では強いことを言いながらも、はじき出されて傷ついているらしいアレックスに、和かず音ねがそっとお代わりをさしだした。わきから黙って美み弥や子こがお茶をつぎ足す。

　アレックスが口ではなんだかんだ言いながら、クリスティーナに首ったけであることは、ここにいる人間には周知の事実なのだった。魔術師バうんぬんの騒ぎも、魔術師としてクリスティーナよりすぐれていることを示せば、きっと彼女は振り向いてくれるという謎なぞの信念からきていることである。

　クリスティーナのどこがそんなにいいのかいまだに遼りよう太た郎ろうには理解できないままだが、女の子の和音や美弥子にとって、そういう心情は共感できないものではないらしい。全体的にこの家では、遼太郎よりも魔術師バ（略）のほうがいい扱いを受ける傾向にある。遼太郎にとってはいささか不本意な傾向だった。

「ねーねー、バのおにいちゃん、もっとてじなみせてー」

　降ろされてとことこと走っていったシシィがアレックスの足もとに抱きつく。

「こんどはねー、あのきんいろのひばなのでるはなびがいいなあ。リトルもあれすきだっていってるよ、しっぱいしなければだけど。とってもきれいだから」

「花火ではない！　あれは、地獄の業ごう火かを一時地上に顕けん現げんさせる秘術だ！」

　キュウリサンドを片手に、偉大なる大魔術師は吠ほえた。

「だいたいここにいるような無知な一般市民が、軽々しく目にできるような秘術ではないのだぞ！　あれこそこの僕が研究に研究を重ね、修行に修行の日々をついでようやく体たい得とくした叡えい智ちの極みであってだな、それを、手品としか認識できんような無知な小娘ごときに……わっ、うわっ、待てっ、泣くな！　ええい泣くなというのに！」

　みるみるうちに目に涙をためてひくひくしゃくり上げはじめたシシィに、大魔術師は大あわてでサンドイッチと茶ちや碗わんを放ほうりだした。頭の上を小鳥のリトルが黄色い翼をぱたぱたさせて、腹立たしげにピイピイ飛びまわる。

「わ、わかった、今見せてやる！　見せてやるから泣くな！　ええい泣きやめ、その、とりあえず、ほらこれを食え！」

　皿の上から取ったチョコレートがけのクッキーを突きつける。

　シシィはたちまち泣きやみ、大好きなチョコレートに目をかがやかせた。

「わあい、チョコレートだー！　ねえバのおにいちゃん、ほんとにやってくれるの？　あのきれいなはなび、みせてくれる？」

「花火ではないと……ああもう、いいから、とにかくそれを食え、それから泣くな！　子供の泣き声は精神集中にもっとも有害なのだ、それくらいわからんのか、小娘が」

　シシィはうん、とうなずいてクッションの上に座りこみ、大好きなチョコレートを両手でかかえて味わいながら、期待にみちた目をアレックスに注いだ。

　リトルがパタパタ舞い降りて、さっそくクッキーのかけらをご相しよう伴ばんにあずかる。

　和音と美弥子が顔を見合わせ、こっそり微び笑しようをかわした。

「ねえ、アレックス」

　と遼りよう太た郎ろうは言った。

「君って、実はわりといい奴だよね。ほんとのところ」

「なんだと？」

　しぶしぶ椅い子すから立ちあがって、道具を取りだしかけていたアレックスは、この言葉に心底ぎょっとしたようだった。振り向いた顔がどうしようもなく赤い。

「な、な、な、何を言うか、いきなり。いい奴とはどういう言いぐさだ、たかが使い魔風情が、ぶ、無礼だぞ――うわっ」

　いきなり首に抱きつかれて、アレックスはじたばたした。

　和かず音ねと美み弥や子こがそろって目を丸くしているのもかまわず、遼太郎はアレックスの両肩に手を回してしっかりしがみついた。じたばたがいっそう激しくなる。

「な、何をする。正気か、きさま。まさかあの女魔術師に、僕に呪のろいをかけろとでも」

「ほんとに君はいい奴だよ、アレックス」

　友人の肩にあごを乗せて、遼太郎は呟つぶやいた。

「そのまま、変わらないでおくれよ。変なこともいろいろするけど、僕らはみんな、君が大好きだよ。何があっても、そのまま変わらないでいておくれよ。頼むから」

「――兄さま？」

「遼太郎さん、どうなさいましたの？」

　普通ではない遼太郎のようすに、二人が気がかりそうに席を立ってきた。シシィもクッションを離れて、ちょこちょことそばにやってくる。

「りょーたろー、どうしたの？　なんだか、びょうきみたいなの」

「まったくだ、どうかしているぞ、使い魔」

　ようやくいくらか暴れるのをやめて、不機嫌まるだしでバ（略）は唸うなった。

「僕は変わらん。魔術師というのは普遍にして不変の、真理を追究する探求の徒なのだからな。変わるわけがなかろう、馬鹿者が。さっさとそこを放せ、暑苦しい」

「ごめんごめん」

　遼太郎は笑って手を離した。アレックスが口をとがらせながら、これ見よがしにぱたぱた身体からだをはたくのも気にならない。

　絶対の存在だと思っていた祖母が倒れ、圧倒的な主人として君臨していたクリスティーナが不ふ穏おんな沈黙に落ちこんでいても、ここにまったく変わらずにいる友人がいる。

　遼太郎にはそれが、純粋にうれしかった。行くあてもなく漂流していた小舟の上で、ようやく陸地の影を見つけたような気持ちだった。

　きっと大丈夫だ、と根拠のないまま思った。根拠はなかったが、その自覚は安あん堵どできる陸地の感触として、ふわふわと頼りなかった脚あしもとをきっちり地面につけさせてくれた。

　もし何かが起こるとしても、きっと、これまでのように切り抜けていける。

　もしクリスティーナに何かあっても、お祖ば母あさまの庇ひ護ごがなくなっても、ここで見つけた友だちや、ここにいる美弥子や和音やシシィ、ジンジャー、ラドル夫人やリース警部、伯はく爵しやく夫人、ここで出会ったたくさんの人がいれば、僕は、なんとかやっていける。

　たとえ、故国でさんざん言われたような超常の力がなくても、人間として、きっと、僕はこの人たちを守ってみせる。

「びっくりさせてごめんよ、アレックス。それじゃ、その――ええと、秘術を見せておくれよ。ほら、シシィもそこで楽しみに待ちかまえてるから」
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「まったく、あなたには驚かされてばかりですよ」

　とシヴィル・セント・クレアは言った。

　場所はモンフォーコン邸てい二階の女主人の私室、部屋の主は気に入りの寝椅い子すに長々とからだを伸ばして、そしらぬ顔でキセルをくゆらせている。ふっと煙を吐いた。薄紫の香り高い煙が輪になってゆらゆらと消えていく。

　メイドのレギーネは黙って扉のそばに控え、長いまつげの下から部屋にいる人間の一挙手一投足にさりげなく目を配っていた。客であるシヴィル・セント・クレアは窓ぎわに立って、伊だ達て者らしく腕を組みながらどうでもよさそうな顔で丸眼め鏡がねを光らせ、下の路地で遊んでいる子供たちの様子を鑑賞するふりをしている。

　ちょうど縄張りの境界線で顔を合わせた二匹の雄猫のようだった。双方ともことさらに相手を無視しているが、その実、少しでも動きがあろうものならすぐさま喉のど笛ぶえに食らいついてやろうと身構えている。

　クリスティーナはまた煙を吸い込み、朱塗りの羅ラ尾オに愛いとしげに指を走らせながら、またふっと煙の輪を吐いた。片眼鏡モノクルの鎖が幽かすかな音を立てる。

「あなたの正体がこれまで僕たちにわからなかったのも道理だ。なにせ国家が隠していたんですからね。それも、僕たちが仕えている国家、というより王家がじきじきに。

　今朝、われらが女王陛下からじきじきに僕ら〈評議会カウンシル〉に命令が来たときは、みんなそろって何ごとかと思いましたよ。包み隠さず言えば、少々痛快でないこともなかったですがね。なにしろ、普段あれだけしかつめらしい顔をしている大導師閣下が、あれだけショックを表に出しているのは見たことがなかったもので」

　ここで言葉を切り、シヴィルはいかにも仲間意識を強調するかのようにウインクしてみせた。クリスティーナは知らん顔で、煙の行方にしか興味のないふりをしている。

〈評議会〉とは、英国を裏から守る国家魔術師集団の名である。この控えめな名前のもとで、選ばれた大導師たちが物質的世界においても霊的世界においても、大英帝国の国益を守り、故国をさらなる世界の覇は王おうの座に押し上げようと画策をつづけている。

　シヴィル・セント・クレアはその一員であり、強力かつ正体不明の魔術師であるクリスティーナ・モンフォーコンに対して、以前からなみなみならぬ興味を示していた。むろん、個人としてではなく、国家機関の諜ちよう報ほう員いんとしてである。アレックス坊ちゃんの家庭教師兼お目付役というのは、さりげなく彼女に接近するために選ばれた隠れ蓑みのに過ぎない。

「先日のヴァンパイア騒ぎの時、気づくべきでしたね」

　独り言のようにシヴィルは口にした。

「なぜ、あなたの血が、あの不死イモータルの怪物に対して、あれだけ効果的な毒となりえたのか。あなたが〈影のロンドン〉の魔女王――〈女主人クイーン・マザー〉と、その宮廷にとって、特別な位置を得ているのはなぜか。

　彼らは大地と自然の生命力を基盤にする者たちだ。単なる魔術師、たとえば僕のように、技術者として魔術を行使する者を彼らは軽けい蔑べつしている。普通なら、あなたもまた彼らには爪つま弾はじきにされていなければならない道理だ。

　だがあなたは、――〈聖なる血セイクリツド・ブラツド〉を継ぐ者は」

　クリスティーナは眉まゆ一つ動かさず、二つ三つと煙の輪を吹きあげた。

「あなたは遠い昔に、ユダヤの王と呼ばれた人間の血を引いている」

　ずばりと、シヴィルは言った。

「彼は大工の息子に生まれて、神に選ばれた救い主キリストとなった。あなたのその身体からだには、旧教カトリツクがやっきになって否定しつつも、同時に血ち眼まなこになって探し求めてきた、十字架にかけられた救い主の血が受けつがれている。

　イエス・キリスト」

　キリスト教においてもっとも聖なる名とされる単語を、シヴィルはまるでその辺の肉屋の小僧でも呼ぶように、無造作に口にした。

　クリスティーナの唇くちびるのはしがわずかにあがり、皮肉な笑みの形になった。

「カトリックの教義においては、イエスは独身のまま死んだとされている。だから、その血を受けつぐ子孫など存在しないし、してはならないとされてきた。

　しかし本来、あの時代のユダヤ文化においては、結婚していない人間はまだ成人していないものとみなされていた。あれだけの影響力を人々に与え、ローマ政府に脅威を感じさせるほどの数の教団を率いたイエスに、妻がいなかったわけはない。そして子供も」

　クリスティーナはキセルをくわえたまま、指先だけで小さく拍手した。

「『マグダラのマリア』」

　シヴィルは窓と、子供たちの歓声に背を向け、音を立ててカーテンを引いた。

　ゆっくりとクリスティーナのほうに歩み寄る。

「現在、カトリックが聖典と認めたマタイ、マルコ、ルカ、ヨハネの四つの福音書では、彼女はもと娼しよう婦ふであり、穢けがれた女であったが、イエスによって改心し、その弟子となったとだけ記されている。

　だが、よく読んでみれば、彼女が実はどれだけ教団にとって重要な位置にいたか、そして、側近であった男性の十二使徒にもまして、イエスにとって親しい人間であったかが、教会に都合のいいように改変された今の聖書からさえ見てとれる。

　イエスの言葉に対して、男性の使徒たちは何かというと不信や、無理解を示し、疑いをあらわにすることがたびたびだった。だが女たち、特にマリアと呼ばれる女は、常に主しゆたる――そして、夫たる、ともうこの場では言っておきましょう――イエスの意志と心を理解し、口にされる前にその意向に従った。

　十字架刑の場に立ち会ったのも、神の子としての最大の奇跡である復活の場に居合わせたのも、男たちではなく、イエスの母マリア、そして、マグダラのマリアの二人のマリアを含めた女たちだった。男たちはただ怖おそれて逃げ去り、あるいは関係を否定し、主の死も、その復活も、結局目にすることはなかったというのに」

　クリスティーナの反応をはかるように、シヴィルはしばらく言葉をきった。

　彼女が何も言わないのを確かめると、また低い声で先をつづけた。

「もちろん、こんな事実は、イエスの死後教団の実権を握った十二人の使徒たちには堪たえがたいことでした。

　彼らにとって主イエス・キリストは神の子であり、地上的な肉の絆きずななどからは完全に解放されていなければならなかった。それ以上に、骨の髄ずいまで女嫌いだった――何しろ、自分で第一の使徒を自任していましたしね――シモン＝ペテロは、イエスの生前にさえ、『なぜ、あなたは私たち以上にあの女性を愛するのですか』と面と向かって非難しているくらいだ。たとえ主の妻であった女でも、彼にとっては関係なかった。おなじみの、権力争い、覇権争いというやつです。

　教団は分裂し、正統を名乗るようになったペテロがイエスの後がまにどっかりと腰をすえる一方で、かわいそうなマグダラのマリアは夫との間にできた子を連れて逃げるしかなかった。自分ばかりではなく、その子までも、男たちの考える清せい廉れんにして純潔な『イエス・キリスト』という偶像を守るために、殺される危険性がありましたから。

　彼女は子供と、自分に従ってくれる少数の者とともに逃げのび、世間から身を隠して、そのころはまだ辺境の地もいいところだったフランスの片隅に逃げこんだ――ここまではいいですかね、〈聖なる血セイクリツド・ブラツド〉の御方？」

「好きにしたまえ」

　退屈そうに、間延びした口調でクリスティーナは言った。

「どうせ黙らせようたって黙るような君じゃあるまい。それより、なぜそう得々としているのか理解できないね。君はこれまで、雇用者である国家にだまされていたんだよ？　私の正体を知ろうと無駄な努力をかさねてきた上で、今さら実はこうだと言われるとは、いわば飼い主に徹底的にこけにされていたも同様だと思うんだが。忠実なる国家のイヌとして、そういう扱いに忸じく怩じたるものは感じないのかね、セント・クレア君」

「ああ、なんせ国家のイヌですから、僕」

　むしろうきうきした調子で、シヴィルは言った。

「ちゃんといいお給料を貰もらって、仕事にちょっとした楽しみもあって、引退後のめんどうまでしっかり見てくれるっていうなら、たかが嘘うそを教えられてたくらいで噛かみつきゃしませんよ。餌えさをくれる相手なら、たとえ靴底だろうが尻だろうが、よだれでべとべとになるまでなめ回してみせますとも。それがいいイヌってものじゃありませんかね？」

「まったくだ。君の職業倫理のすばらしさには言葉もない」

　クリスティーナは疲れたようにまた椅い子すに身を沈めた。

「どうぞ、続けてくれたまえ。たとえ自分のことでも、他人の口から語られるのを聞くのは悪くない気分だ。相手が実際どれくらい無知なのかを知って、心の中でせせら笑うという皮肉な愉たのしみが味わえる」

「ま、そんなわけで、マリアは子供をかかえて世間から身を隠し」

　クリスティーナの最後の一言は無視して、喜々としてまたシヴィルは話しはじめた。

「うまうまと教団を乗っ取ったペテロと使徒たちは、自分たちの考える『イエス・キリスト』の生涯を広めることに精を出しました。最初のうちこそ迫害を受けた教団もやがてローマと和解し、やがて、帝国自体を呑のみこむまでに成長して、もはや、イエス・キリストとそれを奉じる教団の勢いはゆるぎないものであるかに見えました。

　しかし、その一方で、彼らは〈聖杯サン＝グラール〉という秘密の名前でもって、救い主キリストの血を引く子を懸命に探し求めていたんですね」

　一瞬言葉をきってクリスティーナを探るように見つめ、また言葉を続ける。

「なにしろ、そんなものが存在していることが知られれば、せっかく築き上げた自分たちの権威はあっという間に崩壊してしまう危険性がありましたから。いったん手にした権力を手放すのは、ほとんどどんな場合でもつらいものですし、性や肉体とキリストの存在がますます乖かい離りしていく中で、イエスの血を引く子という、イエスが人間であったことの証あかしを立てる存在は、危険以外の何物でもありませんでしたから」

「そして、彼らは見つけた」

　クリスティーナの言葉は細い針のようだった。糸のように、髪の毛のように、蜘く蛛もの糸のように細いが、何物をも突き通すほどに、硬く、鋭く、そして冷たい。

「そう、彼らは見つけた」

　シヴィルはそうおうむ返しにし、さらに言葉をついで、

「プロヴァンス、ラングドック、アルビジョワ十字軍、――そして、モンセギュール城」

　クリスティーナは動かなかった。返事もしなかった。

　かわりに、戸口の近くに控えていたレギーネの銀色のまつげがかすかに震えた。人形であるはずの彼女に、まるで、その瞬間だけ、魂がやどったとでもいうようだった。

「彼らは見つけた」

　両手を屋根のように合わせてシヴィルは唱えた。まるでその中に、当時の幻影を見ているかのように目を細め、催眠術にかけるかのような声はごく低かった。

「アルビジョワ十字軍、――もちろんご存じですね。有名な十字軍は聖地エルサレムをイスラム教徒の手から奪回するためと唱えられて派遣された、だが、これは違った。この十字軍の目的は、フランス南部に大きな勢力を持つようになっていたキリスト教の異端、カタリ派を一掃するためのものだった。

　ヨーロッパで起こった、史上最初の宗教的大虐ぎやく殺さつです。ピレネー山脈からラングドック地方にかけて、四十年以上も彼らは神の名のもとにあらゆる町を、村を、土地を焼き払い、目につく人間を老若男女関かかわりなく、手当たりしだいに殺しつくしました。

　このとき兵士に『どうやって異端者とそうでない者を見分けるべきか』と訊きかれて、指導者の教皇使節団は『すべて殺せ。神は自らの民を選び賜たまう』と断言したそうです。まったくもってひどい話じゃありませんか？」

「よくある人間の誤ご謬びゆうと残ざん虐ぎやく行為の見本市さね。別に驚くことじゃない」

　さめた声でクリスティーナは応じた。自分の桃色の爪つめをのばして眺めながら、その目はどこか、別の遠い所を見つめていた。

「そして十三世紀の半ばになって、カタリ派の人々が最後に追いつめられたのが、ピレネーの麓ふもとにあるモンセギュールの城でした」

　かまわずにシヴィルは続けた。レギーネは鴇とき色いろの瞳ひとみをわずかに伏せたかに見えた。

「長い攻城戦の末に戦いはカタリ派側の降伏で幕を閉じ、ここに長いアルビジョワ十字軍は終わりを告げた、かに見えました。

　だが、おかしな事実がここにいくつかある」

　手を下ろして、シヴィルはまともにクリスティーナを凝視した。

「ひとつ、城を包囲していたはずの『正統なる』キリスト教の兵士の中から、異端であるはずのカタリ派への改宗者が複数でたこと。

　彼らは武器を捨てて城に迎え入れられ、つい先月まで敵だった人々とともに、火か刑けいとなることを選びました。理由はいまだにわかっていません。カタリ派の教義の深遠さと人々の高潔さに感化を受けてという話もありますが、それにしても、キリスト教のために包囲戦に参加していた兵士が、ほんの二、三カ月の間に、正統から異端へ、命を捨ててまでも改宗するほどの何が、カタリ派にはあったんでしょうか？

　ふたつ、それまで『神は自らの民を選び賜う』とまで宣言してすべての人間を殺しつくしてきた教皇使節団が、奇妙なことに、ここでは異常なまでの寛大さを見せたこと。

　カタリ派の指導者たちは〈完徳者〉と呼ばれる肉体的にも精神的にも厳しい掟おきてを守る人々でした。しかしそれ意外の普通の信者たち、または〈完徳者〉であっても、異端を捨て正しい信仰に復帰すると誓いを立てただけで、財産のすべてを持って、生きて城を出ることを許された。なぜでしょうね？『龍りゆうの頭は切り落とされなければならない』とまで言われた異端者の巣そう窟くつが、なぜこんなにいきなり、寛大に扱われたのでしょう？」

　答えを待つようにシヴィルは間をおいた。何の反応も返ってこないのを確かめると、小さく息をついて、意を決したように最後の一つを口にした。

「そして、三つ――モンセギュールの落城前夜、城から四人の人間によってこっそり持ち出されたと言われる、ある、謎なぞの財宝の存在」

　しばらくの間があった。空中に、見えない糸が張りつめていくような沈黙だった。

　クリスティーナはあくまでのんびりと長椅い子すに身をのばしているように見えたが、その実、彼女のしなやかな身体からだが衣装の下できびしく張りつめているのは明らかだった。

「その財宝が何であったのか、どこへ運ばれていったのかは、現在でさえも明らかにされていません。その四人が誰で、なぜ落城寸前の城からその品を運び出したのかすらね。

　そもそも、今のキリスト教を信じる素そ朴ぼくな善男善女が、フランスの田舎で五百年も前に殺された異端者たちのことを知っているかどうか。知ったとしてもただ頭を振って、正しい教えに背そむくなんて、なんと罰当たりなんだと嘆くだけでしょう。

　ただ、そのことについて深しん甚じんな興味を抱くものがいることも少なからぬ事実です。特に教皇庁関係や、僕みたいな呪のろわれた魔術師にして国家の走そう狗くはね。

　モンセギュールの城と同時代に、そしてほぼ同じ地域に、あの緋ひ色いろ十字を標しるしとする聖堂騎士、テンプル騎士団ザ・ナイツ・テンプラーが勢力を張っていたことは、その筋にとっては、実は有名な話なんです」

　自分の言葉がどんなふうに沈黙の糸に共鳴しているか、測るかのようにシヴィルはちょっと言葉を切った。

「あなたも、彼らの名はご存じでしょう。中世においてはもっとも有名な宗教的騎士団の一つであり、十字軍の勇士であり、そして、一時はほぼ一国の王にもまさる勢力と財力を保ちえながら、結局彼らもまた異端の――悪魔バフォメット崇拝と、男色その他の罪をかぶせられて、よってたかって始末された、あの騎士団です。

　ここから先は推測となりますが、彼らもまた、もしかしたらモンセギュールの攻城戦の中にいたかもしれない――想像ですよ、あくまでも――それも、もしかしたら包囲する側ではなく、包囲されるがわに。あるいは、間際になって異端への改宗を決意し、城に入った何人かがそうだったのかもしれない。

　ここで注意しておきたいのは、テンプル騎士団自体が、しばしば聖杯崇拝、もしくは聖杯の保持と結びつけて語られていたことです。

　テンプル騎士団を創設したのは最初、たった九名の騎士にすぎませんでした。

　そして十字軍において、街道警護をはじめとして特に功績があったとされた彼らは、エルサレムのシオン山の麓ふもと、ソロモン神殿の傍そばに本拠を置くことを教皇庁から許されました――おかしいじゃありませんか？　たった九名の、格別身分も高くない騎士集団が、なぜそんな特別扱いを受けるいわれがあったんでしょうか？」

　返事を待つようにシヴィルはまた間をおいた。クリスティーナはただ手を振って、続けるようにと指示しただけだった。

「そして彼らは王おう侯こう貴族からの寄進や貿易業務からの収益もあって、急速に一国の収入をも超えるほどの富を蓄えていくようになりましたが」

　シヴィルは続けた。

「やがて十四世紀になって、美び貌ぼう王と呼ばれたフランスのフィリップ四世が彼らの財産と広大な土地に目をつけました。王族の例にもれず、実に欲深な男だったんですね。そんな彼の利害は、テンプル騎士団の勢力の伸張に眉まゆをひそめていたカトリック側の利害とも一致していたんです。

　一三○七年に、テンプル騎士団のメンバーはいっせいに捕らえられ、十数人が処刑されました。その五年後には、教皇クレメンス五世によって、正式にテンプル騎士団は廃止に追いこまれている。持ち主のいなくなったその財産はほとんどが教皇庁と、フィリップ四世との間で山分けされましたが、たったひとつ手に入れられなかったものがある」

「『ベズ』と呼ばれる場所にあった財宝」

　退屈そうにクリスティーナはあとを続けた。

「『ベズ』とはどこで、それが何だったのかはだれも知らない。ただ、そこがテンプル騎士団にとって、本拠のエルサレムにも増してもっとも重要な拠点だったこと、その財宝が、どれだけの富よりも彼らにとって重大な意味を持っていたことは確かだ。

　教皇は世俗的な財宝を欲深フィリップに投げ与える一方で、その『ベズ』の財宝を手に入れようと躍やつ起きになっていたふしがある。十数人を処刑したと表向きには言われているが、モンセギュールのカタリ派たち同様、大多数のテンプル騎士は簡単な懺ざん悔げと正統なるキリスト教への服従を誓えば、ほぼ何の罪にも問われることなく、その後も人生を続けることができた。ほとんどは修道院に入って、修道士となったようだがね。

　おそらく監視の目ははずされなかっただろうが、あれだけ派手に悪魔崇拝と異端の罪を言いたてたあとで、異常なまでの寛大さを見せる教皇庁――どうにも理屈に合わない。君の言いたいのはそんなところだろう、違うかね」

「やあ、頭のいい人と会話するのはいいものですね」

　喜々としてシヴィルは言った。

「こちらの言いたいことを先に悟って、きれいにわかりやすく言ってくれますから」

「じゃあ失礼して、君がこれから言おうとしていることを、まとめてこちらから言わせてもらおうか」

　クリスティーナは身を起こして座りなおし、膝ひざに肘ひじをのせて、組んだ両手の上にあごを乗せた。

「そろそろ聞いているばかりなのに飽きてきた。君のその、疲れを知らない舌のなめらかさと妙たえなる声の響きにはまったく恐れ入るが」

「お褒ほめいただいて恐縮です。僕もちょっと歴史の授業には疲れてきてたんで、大歓迎ですね。授業はアレックス坊ちゃんの相手だけで飽き飽きなんです、正直なとこ」

「君が言いたいのは、つまり」

　シヴィルの軽口は無視して、無造作にクリスティーナは続けた。

「中世最大の異端であるカタリ派とテンプル騎士団は、その裏で密接な関係を保っていた。彼らはおそらく同じものを無二の財宝として崇あがめ、維持しており、一二四四年のモンセギュール落城の時に運び出された〈財宝〉は、そのままテンプル騎士団の保護下に引き継がれて『ベズ』なる場所に保管された。

　それを察知した当時のローマ教皇イノケンティウス三世は、欲深で、かつ自分の言うことならなんでも聞いたフランス王をそそのかして、テンプル騎士団を壊滅させ、王には世俗の宝を投げ与えておいて、自分は教会とおのれの地位にとって、もっと重要なものを確保しようとした。

　異端者集団であるテンプル騎士団への異常なまでの扱いの寛大さも、これで説明がつく。『ベズ』の宝と引き替えに、あるいは、その安全な保持を条件に、テンプル騎士団は皆殺しをまぬがれたんだ。

　今、英国へやってきているのは、おそらくそのカトリックに取りこまれたテンプル騎士の末まつ裔えいだろう。いま、何と名乗っているのかは知らないがね。おそらく、呪のろわれた異端者の名前ではなく、もっと正統的な名前を名乗っているんだろうが」

「〈シオンの騎士団〉、と名乗っているようですよ」

　とシヴィルは言った。

「数は、〈評議会うち〉が確認したかぎりでは、四人。モンセギュールから宝を運び出した人数と同じですね。

　モンセギュールの宝、『ベズ』の財宝、つまり〈聖杯サン＝グラール〉――〈聖なる血セイクリツド・ブラツド〉」

　言葉をきって、シヴィルはまともにクリスティーナを見た。

「カタリ派は、転生を信じる教義を持っていました。むろん、それだけでも正統派カトリックからは許しがたい異端思想ですが、それだけではなく、彼らは、この世がよき神の創造になるものではなく、悪魔の手になるものだという信念を持っていたんです。でなければ、災さい厄やくや罪や悪徳がこれほどまでに世界にはびこるはずはない、とね。

　これははるか古代に源を持つ、神智グノーシス主義とほぼ同じ思想です。真の光である神は地上には何の関かかわりも持っておらず、彼のただの被ひ造ぞう物ぶつにすぎない卑いやしい創造神デミウルゴスが、創造者の真ま似ねをしてこのぶざまな世界を作りあげ、神から盗み取った天上の光を、人間の肉体という牢ろう獄ごくに閉じこめてしまった。

　だからこの世は地獄であり、そこから抜けだすためには、自らの中の光に気づいて肉体を捨て、純粋な光として天に還かえるしかないというのが彼らの信じる教義でした。キリストは天上の天使が救いの道を示すために降りてきたものであり、ましてや、キリスト教の言う神の子でもなんでもないというのが主張です」

「では、なぜ彼らは〈聖杯〉を――〈聖なる血〉を――大事に崇あがめてなどいたのだね？」

　ささやくようにクリスティーナは言ったが、それは単なる修辞的疑問のようだった。

「カトリックが〈聖杯〉を探し求めるのはわかる。だが、それはけっして自分たちが崇めるキリストへの敬けい慕ぼからなどではないよ。彼らは教会と、最高権力者であるローマ教皇の権力が失しつ墜ついする、いかなる危険も見逃せなかっただけだ。

　キリストの神性が否定され、彼もまた子を持つただの人間であったことが暴ばく露ろされれば、純潔をたてまえとするキリスト教の教えは根底から覆くつがえる。

　あるいは、もしキリストの血を引く者が、正当な権利として教皇の座を要求したらどうなることか。イエスの死から百年もたたないうちに、聖職は単なる金かね儲もうけの手段に成り下がってしまった。キリストの血筋の出現は、教皇とその取り巻き、教会全体にとって、計りしれない壊滅的打撃を与えるだろう。そんなものを、とても野放しにはできない」

　シヴィルはかしこまって聞いているふりをしていた。

「しかし、カタリ派については話が別だ」

　とクリスティーナは言った。

「もしキリストが人間ではなかったとしても、その血筋など、彼らにとってはまったく意味のないものだろう。カタリ派は肉体を牢ろう獄ごくと見なしていた。牢獄を増殖させる結果になる結婚や性交さえ、原則的には忌き避ひしていたほどだ。

　それなのに、君の言い分では、人間キリストの肉体の血筋を――〈聖杯サン＝グラール〉を――守り、奪われそうになればこっそり脱出までさせている。矛盾してはいないか？　肉体が牢獄であるのなら、たとえそれがキリスト自身の血を引く者であろうと、さっさと死なせて、光である魂を天上へ還かえしてやるのがすじだろうに」

「さっきは言いませんでしたが、グノーシス主義にはもう一つ、重要な要因フアクターがあります。――〈ソフィア〉です」

　シヴィルの目の光は獲え物ものを追いつめる猫のようだった。

「〈ソフィア〉は真の神から出た天使のひとりで、彼女は無知と大胆さから、自分を生み出した真の〈神〉に接近しようとして失墜しました。

　そして結果的に、創造神デミウルゴスに捕らわれて、人間の女の肉体に封じ込められ、天上界からの救済者が現れるまで、穢けがれた地上をさまよわねばならない罰を負わされています。人間の身体からだに封じられている光のかけらは、彼女が犯した罪によって、天上界からこぼれ落ちたものでもあるのです。

　この〈ソフィア〉、ギリシャでは〈神の智ち慧え〉と同義語である名を持つ彼女を救うのが、同じく天上から遣わされてきたキリスト、肉化した天使というわけです」

　クリスティーナはなにも答えなかった。

「今となっては推測するしかありませんが――なにしろ、カタリ派文書のほとんどは異端書として破は棄きされていますからね――カタリ派の人々も同じように考えていたのでしょう。

　イエス・キリストは肉化した天使であり、おそらくは、その妻であったマグダラのマリアが、天使ソフィアの器うつわであった。しかしキリストは救済を果たすことなく死に、その座と教えは呪のろわれたデミウルゴスの被ひ造ぞう物ぶつにのっとられ、ソフィア＝マリアは、天使であるキリストの光をひきついだ子供を連れて、再び流る浪ろうするしかなかった。

　カタリ派信者たちは、自分たちこそ正統派のキリストの後継者であり、教皇に代表されるカトリックは、腐敗と虚きよ偽ぎにまみれた単なる愚か者の集団と見ていました。

　彼らの考えでは、いつか再びキリストであった天使がかつての肉体の血をたどって転生し、今度こそソフィアと、ソフィアの光を裡うちに秘めたすべての人間たちに、救済の道を示してくれるという確信があったのです。

　だからこそ、〈聖なる血セイクリツド・ブラツド〉は、つまりカトリックが言う〈聖杯〉は、なんとしても守り抜かれねばならなかった。再び真のキリストが降こう臨りんし、光の国への帰還の道を開いてくれる、その日まで――何がおかしいんです？」

　突然、ヒステリックに笑いはじめたクリスティーナに、シヴィルはとまどったように言葉をきった。

　クリスティーナは長椅い子すに身体からだを丸めて膝ひざをかかえ、ひきつるような声をあげて笑いころげている。レギーネはゆらりと一歩踏み出しかけたが、そのままの姿勢で立ち止まり、鴇とき色いろの目をただ女主人に注そそぐだけにとどめた。

「ああ、まったく」

　ようやく笑いおさめて、クリスティーナは顔をあげた。その緑の瞳ひとみの、火花を散らすようなはげしい色に、シヴィルはぎょっとしたように一、二歩あとずさった。

「まったく君は楽しませてくれるな、シヴィル・セント・クレア。おかげで人間と歴史というものがいかにいいかげんかということが、あらためて理解できた。感謝するよ。二と二をたして五や六や七にすることにかけちゃ、人間にまさるものはないね。楽しい授業だったよ、正しいのかどうかはひとまず置くとしても」

「それじゃ、なんだっていうんです？」

　むっとしたようにシヴィルは尋たずねた。

「僕がお話ししたのはみんな本当のことですよ。少なくとも、断言できる部分については裏付けはとれてるし、推測になるあたりもほぼ的を射てる確信があります。じゃなかったら、こんなところでえらそうにお話ししたりしませんよ。

　でも、あなただってこれくらいは認めてくださるでしょう――少なくとも〈聖杯サン＝グラール〉、〈聖なる血セイクリツド・ブラツド〉の者が現存し、それがひとりの人間で、しかも今僕の目の前にいる、つまり、あなただってことは？」

「ああ、まあ、それくらいはね」

　まだ笑いの余波で肩を震わせながら、クリスティーナはあっさり言った。

「実を言えば修正しておきたいことも多々あるんだが、まあ、それはここでは重要ではないから放ほうっておくことにしよう。『天ヲ堕チルニマカセヨルアト・カエルム』――

　で、とりあえず、君、というか〈評議会カウンシル〉は、私をどうするつもりなんだね。君がわざわざここへ来たということは、しかも、あの傾けい聴ちように値あたいする演説をわざわざ披露してくれたということは、このまま私をここに置いておくつもりはないという意味なんだろう。あの演説は、〈評議会〉の君のお仲間が、水ももらさぬ包囲網を敷くあいだの時間稼ぎだということはちゃんとわかっているんだよ」

「やっ、これはやられましたね」

　シヴィルは音高く額ひたいを打って楽しそうに笑った。

「実はそうなんですよ。だから頭のいい人って好きだなあ。ええととりあえずですね、あなたには、〈評議会うち〉が特別室をご用意してますから、そっちへお移りいただく予定です。あ、居心地はいいですからご心配なく。僕も見てきましたけど、正直、オーモンド街の僕のフラットより十倍は住みやすそうでしたから」

「そいつはありがたいね」

　たいして皮肉そうでもなくクリスティーナは言った。軽く手をあげて、進み出ようとしたレギーネを制する。ため息のような音をたてて、すべり出かけた刃やいばが黒いメイド服の袖そでにおさまった。

「で、そのカトリックから寄こされてきてる四人の騎士――シオン騎士団とか言ったかな、彼らのことはどうする気かね」

「ああ、そいつらのこともこっちでなんとかしますから、お気き遣づかいなく」

　気楽そうにシヴィルは手を振った。

「正直、これはもうあなたと奴らの間の問題じゃないんです。プロテスタントとカトリック、わが英国国教会とローマ教皇庁、この二つの争いになってます。偉大なるエリザベスが破門を喰くらったとき、あの尊大な女王はびくともせずに自分の信念を守り通した。われわれとしてはその伝統を守り抜くだけですよ」

「そして私はその間で奪い合われる優勝杯トロフイーというわけだ。よかろう」

　ため息をついてクリスティーナは立ちあがった。

「うちの従じゆう僕ぼくにその騎士団の人間と思われる者が接触してきたと聞いたとき、たぶん逃げておくべきだったんだろうな。しかし、すぐそうするにはいろいろと抱えてしまったものが多すぎた。少しばかりオタカを恨むよ、レギーネ、彼女が私に助けを寄こすというのは、つまりはこういうことだったのかい？」

「はい、お嬢さま」

　驚いたことに、レギーネは肯定した。

「……今のは皮肉のつもりだったんだが、どうもそうとは取ってもらえなかったらしい」

　いじけたようにクリスティーナは呟つぶやいた。

「で、この困った事態のどこらへんが助けだと考えるのだね、レギーネ？　そのあたりをちょっと説明してくれないか、私にはどうも理解できない」

「貴方あなたさまはこれまで、ずっとお逃げになってこられました」

　静かにレギーネは言った。小さな手を前で組み合わせ、澄んだ鴇とき色いろの視線をおだやかに女主人に注そそいで。

「とても長いあいだ、わたしと、ご自身しか、あなたには守るべきものも、気にかけるべきものもおありになりませんでした。でも、今はちがいます。あなたも内心では、それがわかっておられるはずです」

「うちのなまくらな従僕君のことかね？」

　クリスティーナは言った。

「それからあの、日本の二人の家出娘と、悪魔憑つきの、身よりもないちびの女の子と？」

　レギーネは沈黙を守った。それは肯定を意味していた。

　クリスティーナはしばらく目を細めて侍じ女じよの顔色をうかがうように見つめたが、人形であるレギーネが内面を窺うかがわせるような表情を覗のぞかせるはずがない。やがて、あきらめたように肩をすくめた。

「私としてはいささか賛同できかねる意見だが、まあ、そういうことにしておこう。実際、どうやらこの状況では、おとなしく招待にしたがっておくほうが体力の節約になりそうだ。思うんだが、宗教的信念ほど人間を堕だ落らくさせるものはないね。意志と判断力を低下させ、他人への思いやりを奪い去り、他人にどんな迷惑をかけようとそれが正義だと思いこむ。その招待先にはレギーネもいっしょでいいんだろうね、セント・クレア君」

「ええ、どうぞ。というより、そうじゃないとあなたは承知なさらないでしょうから。むろん、あなたが彼女に乱暴をさせない、という条件がつきますが」

「しません」

　クリスティーナではなく、レギーネが答えた。

「わたしはお嬢さまをお守りするのが役目です。あなたがたがお嬢さまに危害を加えないと約束なさるのであれば、わたしが争う理由はなくなります」

「なるほど、それで安心した。で、あのペットのお猿さんも、同じ約束を守ってくれますかね？　結界はかなり堅けん固ごにしてあるはずですが、さすがにあの巨体で暴れられると、建物が揺れてうちの事務方がたの仕事の邪魔になりますし」

「彼はここに置いていきます。バイロン卿きよう」

　キィ、と小さな返事があって、蝙蝠羽こうもりばねの猿がぱたぱたと部屋の暗がりから姿を見せた。レギーネの腕うでにしがみついて大きな目を鏡のように光らせ、シヴィルにむかって白い牙きばをしゅっとむきだす。

「彼の封印を解けるのは、お嬢さまとわたしだけです。その二人がいない以上、彼が本来の姿を取りもどすことはありません。けれども、この家と、ここに残る人たちの監視役として彼を残すことは、あなたたちにとっても有効なことだと思いますが」

「やあ、そこまでは考えなかったな。あなたのレギーネはすばらしく優秀な娘こですね、クリスティーナ。うちのメンバーに欲しいくらいだ」

「――彼女に手を出したら」

　とクリスティーナはゆっくりと言った。

「もし、彼女に指一本でも触れたら、さっきのたわごとは全部その場で破は棄きしてやるからそう思え。プロテスタントもカトリックも、英国もロンドンも、女王も〈女主人クイーン・マザー〉も、うちに居い候そうろうしている有う象ぞう無む象ぞうもぜんぶ含めて知ったことか。そっ首揃そろえて全員地獄に叩たたき落としてやる、あるいは、そう感じるようにさせてやる。永遠に」

「わかりましたよ。怖い人だな、冗談も通じない」

　大げさに身震いしてみせて、シヴィルは先に立ち、うやうやしくドアを開いた。

「さて、それではさっそくですが、出発しましょうか、モンフォーコン嬢。急せかせるようですみませんが、どうやら、カトリック側も動き始めているようですのでね」





「あら、クリスお姉さま、お出かけになりますの？」

　階段を下りてくる足音を聞きつけて、カップを置いた美み弥や子こが居間を出てきた。

「やあ、ミヤコさん。――いえ、僕が、個人的な調べものに関していささかお手伝いを願いたいことができましてね」

　かぶりかけていた帽子をちょっと持ちあげて、シヴィル・セント・クレアは陽気に笑ってみせた。クリスティーナはじっと口を引き結んで、レギーネにインヴァネスを着せかけられるままになっている。

「そんなわけで、しばらく君のご主人をお借りしていきますよ、遼りよう太た郎ろうくん。ちょっと遠いところまで足を伸ばさなきゃならないんで数日かかると思いますけど、こちらでちゃんとお世話はしますから、ご心配なく」

「いえ、それは、あの、わかりましたけど」

　美弥子のあとについて出てきた遼太郎は、ふたたび漠ばく然ぜんとした不安感が胸に広がるのを感じた。

　目の前のシヴィルのにこにこ顔にはなんの変化もなく、のんびりした声もいつも通りなのに、なぜこんなに不安になるのだろう。助けを求めるようにあたりを見回してみて、遼太郎は、クリスティーナがいつも手放したことのないあの赤い石のついた仕込みステッキを持っていないことに気がついた。

「あ、あの、いつものステッキ、持っていかないんですか？　僕、取ってきます」

「行かなくていい！」

　雷鳴のような一声だった。

　遼太郎はその場に凍りつき、美弥子と、ドアから顔をのぞかせていた和かず音ねとシシィはびっくりして抱き合った。

「やあ」シヴィル・セント・クレアはすぐに失言に気づき、手で口をおおって照れ隠しのようににやにやしてみせた。

「失敬、つい大声を出してしまって。実は汽車の時間が迫っていて、ちょっと気が焦っているんですよ。ほんとに不便なところで、その便を逃すと、まる三時間ほどリヴァプール・ストリートでぼうっと突っ立っていなければならないんでね。どうか勘弁してくださいよ、お嬢さんたち」

「いいや、僕は勘弁しないぞ！」

　憤ふん然ぜんとしてバ（略）が、魔術師のローブとサンドイッチごと居間から飛びだしてきた。

「きさまごとき一般人が、なんでこの女魔術師に手伝わせるような調べものなどする必要があるのだ？　そういう仕事は、この僕、大魔術師バシレウス・サロモンにこそふさわしいものではないのか！　真の叡えい智ちとは永遠の探究者であるわれら魔術師のためにのみ存在するのであって、愚ぐ昧まいな一般大衆に理解できるものではないのだ！　いいか……」

「家うちにお帰り、アレックス。いい子だから」

　ふいに、クリスティーナが口をきいた。

　これまで聞いたこともない、やさしい口調だった。アレックス、と呼ばれたことよりも、そのなだめるような声と口く調ちようにおどろいたように、十六歳のグリムズビー伯はくの末まつ子しは、目を丸くして口を閉ざした。

「今回は君がかかわるような価値のある話じゃないんだよ、偉大なる大魔術師くん。実に、きわめてくだらないことなんだ。だからおとなしく、お家うちへ帰って母上の所でいい子にしておいで。帰ってきたら、また遊んであげるから」

「……僕を馬鹿にしているのか!?」

　しばらく茫ぼう然ぜんとしていたアレックスの顔が、みるみるうちに紅潮した。

「ふざけるのもいいかげんにしろ！　この偉大なるバシレウス・ソロモンより、この青びょうたんの家庭教師の方が役に立つっていうのか？　許せないぞ、なんて侮ぶ辱じよくだ！　なんと言われても僕がついて行くぞ、シヴィルなんか役に立つもんか！　僕は、僕……」

　そこでううっと唸うなってアレックスは口をつぐんでしまった。クリスティーナが手を伸ばしてかがみ込み、くしゃくしゃとその金髪を撫なでたからだった。

　アレックスはよろよろと後ずさった。

「まったくだ」

　しみじみとクリスティーナは呟つぶやいた。

「私も少々焼きが回ったのかもしれないな、レギーネ。あまり気持ちはよくないが」

「クリスティーナ！」

「お休み、アレックス。家に帰るんだよ、いいね。遼りよう太た郎ろう君にお嬢さんたち、しばらく留守をたのむよ。いささか長くなりそうな用事でね」

「そんなわけで、すいませんが先に帰っててくださいね、坊ちゃん」

　シヴィルは帽子をかぶり直しながら明るく言った。

「お屋敷の方には十日ほどお休みの届けを出してありますんで。授業はしばらくお預けってことになりますが、それに関しては文句はないでしょう？」

　それじゃよろしく、と言ってシヴィル・セント・クレアはいたずらっぽく片目をつぶり、クリスティーナの背中を押した。

「さ、お早く。汽車に間に合わなくなってしまいますよ」

　クリスティーナは黙もく々もくと従った。

　レギーネがあとに続く。その肩からバイロン卿きようがぱたぱたと飛び立ち、シャンデリアの上に止まって悲しそうな鳴き声を上げた。

　ドアが開き、閉まった。

　靴音が響き、やがて馬車の音が、からからと石畳の上を遠ざかっていった。



    

  
    
      


　　第二幕　聖騎士たち
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　クリスティーナたちは行ってしまった。

　遼りよう太た郎ろうと美み弥や子こと和かず音ねは口では言い表せない奇妙な不安のうちに取り残され、それはシシィに関しても同様だった。

　幼い彼女は幼いだけに、みんなの心にわだかまっている陰かげりを敏びん感かんに察知しているようだった。ふだんはきげんよく食べる夕食のじゃがいもと鶏肉のシチューにさんざん文句をつけて食べようとせず、特別に作ってもらったチョコレートと干しぶどうのプディングも、ちょっと口をつけただけでしくしく泣き出してしまう始末。

　小鳥のリトルは大事な友だちをこんな目に遭あわせているものに対して腹を立てて、ピイピイ鳴きながらとりあえず遼太郎の頭をつついて回り、ついでに居間に置いてある陶器の羊飼い人形を壊してしまった。美弥子と和音もなんとなくそわそわしがちで、いつもならけっしてやらない不ぶ作さ法ほうを――フォークを間違えたり、ナプキンを落としたりするというささいな失敗から、デザート皿を二枚続けて割るというめざましいものまで――たてつづけにしでかし、大いに意気消沈した。

「わたし、なんだか心配です、兄さま」

　割れた皿を片づけている最中に、和音が寄ってきてささやいた。

「僕もなんだ」

　遼太郎はささやき返した。

「でも、どうしてなのかわからない。それで余計に心配なんだ」

「アレグザンダー様、もうおよろしいのですの」

　まだ食卓に残っていた美弥子が声をかけた。

　その正面では、この落ちつかない夜のもう一つの異分子、魔術師バ（略）こと、アレックス（忘れられがちだが、アレグザンダーはアレックスの本名である）が、だらんとナプキンを垂らしたまま、放心したように空の皿を見つめている。

　はっとしたように顔をあげ、

「な、なんだ？　僕はなんにも気にしてなんかいないぞ。そうとも。あの女が僕という優すぐれた魔術師の助力を断るというなら、勝手にそうさせておけばいい。僕の知ったことか。困ったことになったところで、僕には関係ないからな。そうとも、僕は知らないぞ、まあ、跪ひざまずいて助けてくださいと頼むっていうなら考えないでもないが」

　そういう声があまりに力ないので、他の三人はおろか、シシィまで一瞬泣きやんで、おたがいに顔を見合わせた。

　シシィはくすんと鼻を鳴らして目をこすり、放ほうりだしていたスプーンを恥ずかしそうに拾って、さめたシチューを食べ始めた。美み弥や子こはグラスにレモン水を注そそいで手ずからアレックスにさしだし、和かず音ねは、パンのお代わりを持ってきますわ、と言って厨ちゆう房ぼうへ駆けていった。

「ねえ、アレックス」遼りよう太た郎ろうは言った。

「そんなに気にしなくていいよ。きっと調べものは魔術に関係ないことで、そんなことに、君みたいな大魔術師の手をわずらわせるなんて悪いとクリスティーナは思ったんだよ。歴史とか数学とか、きっとそんなことだよ、別にシヴィルさんだからいっしょに行ったなんてことじゃないと思うよ、安心しなよ」

「なんだと、当たり前だ！」

　ナイフを振りまわして大魔術師はわめき立てた。

「そんなことがあってたまるか。シ、シヴィル風ふ情ぜいが僕より優先されるだと？　そんなことがあっていいはずはない、そうとも、使い魔、だからこれはまったくの例外なのだ！

　ことが魔術とかかわることならば、あの魔女とて必ずこの僕を頼りにしたにちがいないのだ、貴様もそう思うだろう、使い魔、ええ、そうだろう？」

「うん、そう思う、ほんとだよ、アレックス。だからそんなに心配しないでいいよ、ほら、和音がラドルさんのパンのお代わりもらってきたから」

　アレックスはパンがなんだと言いたげに鼻を鳴らしたが、それでも尊大さをいくらか取りもどし、和音が取り分けたくるみとデーツの入った丸パンに腹立たしげに噛かみついた。

　ため息をついて、遼太郎は美弥子や和音と目を見交わした。

　家うちに帰れと言われたアレックスだが、もちろん彼がおとなしく帰るはずはなかった。シヴィルとクリスティーナが無事に戻ってくるまでこの家から一歩も出るものかと言い張り、待っていた馬車にチップを投げつけて帰らせてしまうと、モンフォーコン邸ていの椅い子すにどっかりと腰を据えて、そのまま動かなくなってしまったのだ。

　正直言って、ほかの住人には迷惑きわまりなかったし、ことにひとり分お客用に余計な夕食を用意させられるはめになったラドル夫人の不平ぶりはすさまじかったが、不思議とだれも彼を追い出そうとは思わなかった。

　想おもう相手がほかの男性、しかも、自分より身分が下の男と（あるいは、大魔術師たる自分の足もとにも及ばない愚ぐ昧まいな一般人と）二人で出かけ、しかも、頭を撫なでて「お家にお帰り」などと言われるという、男として考えてみれば最大の屈くつ辱じよくを甘受させられたのを考慮に入れれば、むしろ同情されてしかるべきだとみんな感じたのだった。

　実際、同情とはいかないまでも、口では強いことを言いながら、長いローブをずるずるさせてソファにしょんぼりうつむいているのを見ると、雨に濡ぬれてしっぽも耳もぺしょんとなった毛の長い子犬を連想させ、胸の痛むことはなはだしかった。

　シシィでさえ、自分のかんしゃくなど彼の悩みに比べればささいなことだというのがわかったらしく、あとはおとなしく食事をし、リトルを呼んで、自分で寝室へ上がっていくといういい子ぶりを発揮した。美み弥や子こも今日は毒どく舌ぜつと蹴けりを控え、食器を片づける遼りよう太た郎ろうと和かず音ねに手を貸すという気づかいをみせて、ひっそりと部屋へひきとっていった。

　和音が自分の部屋へ寝に行き、アレックスが客用寝室にローブと傷ついた心をかかえてひきこもり、後かたづけを終えたラドル夫人が帰っていって、最後に、厨ちゆう房ぼうの掃除と明日の準備をすませた遼太郎が自室に戻った時には、もう夜の十時をすぎていた。

　それ自体はいつものことだったが、胸に巣くった不安はまったくいつものようではなかった。昼間、ジンジャーと話したときには少し忘れられたような気がしていたが、今、この家の中にクリスティーナがいないことを考えると、胸の中に鉛なまりをいっぱい詰められたように身体からだが重くなった。

（こんなこと、今まで何度もあったじゃないか）

　屋根裏部屋の低い天井を見あげながら、遼太郎は自分を叱しつ咤たした。

（クリスティーナが家を空けることくらい、今まで何度もあっただろう。なんにも気にすることなんてないんだ。あの女の子は『男』って言ってたんだし。きっと人違いだ、今ごろは、ちゃんとその相手のところに行ってるに決まってるさ）

　しかし、息のつまるような感じはますます強くなるばかりだった。

　天窓から入ってくる弱い月の光が、なぜか不安を助長する。枕まくらの上で何度も寝返りをうつうちに、昼間のジンジャーの言葉が、とりとめもなく脳裏に交こう錯さくする。

（ローマの教皇庁から、女王に『聖杯サン＝グラール』を返せっていう内密の要請が来た）

（女王はそんな要求を呑のむつもりはないし、だいたい、国内にそんなものは存在しないのだから要請に応じようもない、ときっぱり断った――）

（だがどうやら、教皇庁はイギリスが要求を呑もうが呑むまいが、力ずくでも聖杯を奪取するつもりらしいな）

　聖杯サン＝グラール。

　ふと、先日の吸血鬼ニュイ夫人の事件のことが思い浮かんだ。

　追いつめられた女吸血鬼は、クリスティーナの剣で胸を切り裂かれても死なず、遼太郎の持っていたメダルを心臓に直接押しあてられることで、やっと滅ほろびと、おそらくは、安らぎを得たのだ。

　あのメダルにはジンジャーからもらった大地の護まもりに加えて、もう一つ、別なものを入れてあった。

（この血の結晶は、不死者にとってはたとえこの半分でも永遠の破滅を与えるに足たる毒になる）

　サー・マクスウェル。

　あの老魔導師は、メダルにこめた結晶のことをそう言っていた。赤い、宝石のような透明な結晶。

　あれは確かに、クリスティーナがレギーネに食べさせているのと同じものだ。

　ニュイ夫人は――なんと言っていた？

（ああ、〈聖なる血セイクリツド・ブラツド〉！　〈聖なる血〉！）

〈聖なる血セイクリツド・ブラツド〉。

　あの赤い結晶はニュイ夫人の呪のろわれた生に、裁きではなく、愛によって終止符を打ったのだ。

（どうぞ、眠らせてくださりませ、十字架の御方。御み名なに栄光がありますよう）

　――十字架の御方？

　ふいに、遼りよう太た郎ろうはがばっと起き上がった。

　手が反射的に喉のど元もとのメダルに伸びる。

（〈聖なる血〉？　十字架の御方？）



　それはつまり――あの、この国どころか、世界じゅうのキリスト教教会で祭壇の上に奉られている、あの人のことを意味していないか？



　ニュイ夫人を浄化したあの時の記憶は正直いって希薄で、なにがどうしたのか、なにがどうなって、なぜああなったのか、はっきりとは遼太郎の記憶にない。

　それでもおぼろな記憶をけんめいに掘り起こしてみると、浮かびあがってきたのは、傷ついて血を流したクリスティーナと彼女を支えるレギーネ、そして、自分の足もとに転がっていた、柄つかまでなまなましい血にぬれた銀の短剣だった。

（その剣を拾え、遼太郎。その、血のついた剣を）

　クリスティーナの叫びが耳によみがえってきた。

（それこそは、吸血鬼マダム・ニュイを今度こそ本当に消滅させることのできる武器だ。その、私の血が乾ききらないうちに、そいつを彼女の心臓に突き立てろ。それで彼女は永遠に滅ほろび、君の妹は呪のろいから解放される）

　――『私の血』？

　そうだ、たしかにあの時、クリスティーナは『私の血』と言った。

　あの時はほとんど考えることもできずに聞き流ながしたが、なぜクリスティーナの血が、吸血鬼を殺す究極の毒になるのだ？

　それではまるで――まるで――

（まるで、クリスティーナの血が〈聖なる血〉と同じものみたいじゃないか！）

　思わず叫び声をあげそうになった瞬間、いきなり、ひやりと首筋に冷たいものが当てられた。

「動くな」

　錆さびた声が背後できしんだ。

「声をたてるな――ベッドを出て、立て。私の指示に従うのだ、異教徒。出なければ、この場で穢けがれた血を流して死ぬことになるぞ」





　首に当てられた冷たさはたちまち全身を支配した。遼りよう太た郎ろうは座った姿勢のまま、ぴくりともできなかった。

「立て」

　声はくり返し、首に当てたものをわずかに動かした。痛みはなかったが、歯の奥にひびくようないやな感触が動脈の上を正確に移動した。

　遼太郎はゆっくりとベッドを出て、服を着た。

　その間、一度もふりかえることは許されなかった。首筋の剣――そうとも、剣に決まっている――はすでに外されていたが、背中を炙あぶる視線の強烈さは剣の恐怖をしのいであまりあった。

「部屋を出て、下へ降りろ」

　遼太郎が服を着終えると、声はそう促うながした。

「家の者はみな下にいる。あとはおまえだけだ。歩け、異教徒」

「みんなに手は出していないんだろうな。和かず音ねや、美み弥や子こさんや」

　反射的に質問が口をついた。闇やみの中で相手はほう、というような声をたて、それから低い笑い声をもらした。

「どうやら、異教徒とはいえ男は男のようだな。命いのち乞ごいより女たちの安否を気にするとは、そこそこの根性はあるようだ。安心するがいい、われわれとて、意味もなく命を取ったりはしない。それは神の教えに反することだ」

「それならいい。灯あかりをつけていいか。階段でつまずきそうなんだ」

「よかろう」

　言ってしまってから、暗闇で躓つまずいたふりをして相手に飛びかかる手も使えたかもしれないと少し後悔したが、それより、そもそもそんな小細工を許してくれそうな相手ではないと感じて、あきらめた。

　枕まくらもとの小テーブルから燭しよく台だいを取り、燃え残りの蝋ろう燭そくに火をつける。月明かりだけだった室内が、ぼんやりと明るくなった。青ざめたうす闇の中から、いかつい、三十代ほどかと思われるがっしりした男の影が浮かびあがってきた。

　ひげのない謹きん厳げんな顔はきびしく引き締まり、黄色い髪は額ひたいから後ろにきちんと撫なで上げられている。さっきまで遼太郎に突きつけていたらしい剣は、彫刻のついた緋ひ色いろの革の鞘さやにしまわれていた。

　着ている服はひどく見慣れないもので、手てつ甲こうに足甲、青い下衣したぎの上に長い鎖かたびらを重ね、その上に、純白に緋色の十字架をぬいとった長い上衣サーコートを垂らしている。鎖かたびらの銀色の輪に、蝋燭の光がまぶしく反射していた。まるで中世のバラッドからよみがえってきた騎士そのままの風ふう体ていだった。

「誰なんだ、あんた。夜中に人の家に忍び込むなんて、いったい何のつもりだよ。黙って部屋へ入ってきて、失礼じゃないか。泥棒にしちゃ、ずいぶん奇き抜ばつな格好だし」

　なんだか僕もクリスティーナのへらず口が伝う染つったみたいだ、とこんな時にもかかわらず遼りよう太た郎ろうは思った。

　相手はちょっと気を呑のまれたように身をそらしたが、ふいに唇くちびるをゆがめると、ほんの一瞬だが鋭い視線をゆるめて、目だけで笑った。

「なるほど、それは失礼した。では、おまえの勇気に礼を表して名乗ろう。私はモーリス・ド・ラ・トゥール、シオンの騎士団の一員にして、〈聖杯サン＝グラール〉を探求する役目を負った四人の使者のひとりだ。さあ、これで満足してくれたか？　お返しに、貴様の名も名乗ってもらおうか、若き異教徒」

「異教徒って言うな。僕は跡あと部べ遼太郎、ここの家の従じゆう僕ぼくで、日本からイギリスへ勉強に来てるんだ。……ええと、たぶんそのはずなんだけど。と、とにかく」

　何か妙な流れになりかけている気がして、遼太郎は声を高めた。

「みんな下にいるって言ったな。僕も行く、みんな無事なのかこの目で確かめなきゃ。もし、あんたの仲間が彼女たちに手を出していたら、絶対に許さないからな」

「元気のいい子供だな。いいだろう、こちらへ来い、異教徒の少年」

　今でははっきりと笑みを浮かべながら、モーリス・ド・ラ・トゥールは背を向け、先に立って扉を開けた。

　遼太郎は片手に燭しよく台だいをかかげて一歩ずつ階段を下りていった。後ろから、モーリスと名乗った男が、二歩分ほどの距離をあけてゆっくりついてくる。

　先ほどまでの強烈な殺気はなくなっていたが、それでも、少しでもおかしな真ま似ねをすれば、今は鞘さやに収められている剣がたちまち首筋を狙ねらって振りおろされるのは目に見えていた。今度は寸止めは期待できないだろう。遼太郎は歯を食いしばり、震えそうになる膝ひざを必死に立て直した。その努力を後ろで男が見てとっているのを感じて、屈くつ辱じよくのあまり歯ぎしりしそうになった。

　一階のホールが見えてきた。階段の足音が聞こえたのか、和かず音ねがはっと顔をあげるのが見えた。

「兄さま！」

　か細い声は悲鳴のようだった。

「この人、この人たちが急に、部屋に押し入ってきて」

「わかってる。怪け我がはないかい？　和音。美み弥や子こさん、そこにいますか」

「ええ」

　かすれた声がわずかに震えをおびながら、それでもしっかりと返ってきた。

「これはどういうことですの、遼太郎さん。この方たち、いったい何なんですの？　わけのわからないことばかり言って、わたくしたちに何の用ですの」

「僕にもわからない、美弥子さん。でもきっと、この人たちは知ってるんだろう」

　目が慣れるにつれ、しだいに全体のようすが見えてきた。

　遼りよう太た郎ろう以外、家にいた四人はすべて集められて、ホールの床の上にうずくまっていた。周囲を三人の騎士姿の人間が取り囲み、床にたてた剣の上に手を置いて、彫像のようにじっと立ちつくしている。少しでも逃げる気配をみせれば、容赦はしないという顔つきだ。

　遼太郎はその中に、昨日、リンゴを投げつけてきた少女の顔を見つけて思わずあっと声をあげそうになった。少女もまた他の仲間と同じく、青の下衣したぎに手てつ甲こうと足甲、鎖かたびらと緋ひ十字の長い上衣サーコートをつけて、遼太郎のことなど見向きもせずに捕ほ虜りよの動きに目をそそいでいる。他の仲間と比べてふたまわりは小さい彼女だったが、自分と同じ年ごろの少女たちを捕虜にすることに関しては、何の感かん慨がいもいだいていないようだった。

　しくしく泣いているのはシシィらしい。和かず音ねの胸にしっかりとしがみついて、頭も上げられないでいる。お供のリトルはじっと髪の毛の中に身をひそめ、羽を膨らませてあたりをうかがっている。

　ひとり足をふんばって仁に王おう立ちになっているのはアレックスで、驚いたことに、まだ魔術師のローブを着ていた。精いっぱいの勇気を示そうと胸をそらし、細めた目であたりを睨にらみまわしていたが、遼太郎が降りてきたのを見ると、ほっとしたのと落胆したのと、二つの感情が同時にからまりあって顔に表れた。

「なんだ貴様、貴様も結局つかまったのか。役に立たない使い魔め、主人の家に侵入者を感知したなら、まっ先に吠ほえたてて急を知らせるのが番犬の役目だろうが。阿あ呆ほみたいに寝こけて寝込みを襲われるとは、まったくもって役にたたん奴だ」

「……うん、反省してるよ。それはもう、物もの凄すごく」

「うるさい。ぴいぴい泣くな、この小娘が」

　三人の騎士のひとりが苛いら立だったように怒鳴りつけた。シシィがびくっと身を縮める。

「いくらしおらしい振りをしたところでわれわれの目はごまかせんぞ。〈聖杯サン＝グラール〉はどこにいる？　あの呪のろわれた男は、〈聖杯〉をどうしてしまったのだ？」

「シ、シシィ、しらない」

　シシィはしゃくりあげた。

「〈せいはい〉ってなに？　シシィ、わからない――あ、リトル！」

　じっと身をひそめていたリトルが、いきなり高い鳴き声をあげて飛びたった。

　シシィに手を伸ばそうとしていた騎士にまっしぐらに飛びかかっていく、その目は、いつの間にか禍まが々まがしい赤い色に燃えていた。

　悲鳴が上がった。何人もの赤ん坊が叫んだようなこもった悲鳴だった。

「ふん、何だ、けがらわしい魔術の産物か」

　騎士は暴れるリトルを片手につかみ、馬鹿にしたように唇くちびるの端をゆがめた。三人の中では少女の次に若いと思われるひとりで、すっきりと鼻筋の通った細ほそ面おもての顔はいくらか神経質そうではあるが、実に整っている。なめらかな頬ほおはまだ子供のやわらかさを残していたが、それは同時に、子供の残酷さをもまた意味していた。

「こんな程度のものがわれわれ栄光ある〈聖杯〉の守護者に効くとでも思ったか。どうやら思い知らせてやる必要があるらしいな」

「リトルをいじめないでえっ！」

　騎士の手が小鳥の首にかかるのを見て、シシィの身体からだがバネじかけのようにはね上がった。黒い瞳ひとみがあやしく燃え、一瞬、蒼あお白じろい炎が全身を包んだように見えた。

「シシィちゃん、駄目よ！」

　はっとしたように和かず音ねが手をのばす。

　騎士はぎょっとして手を離し、リトルはぽとりと床に落ちた。苦しげにもがいて弱々しい鳴き声をたてる。

　シシィはどさりと和音の胸に落ちると、再び、今度は声をあげて泣きじゃくりはじめた。和音が強く胸に抱き寄せ、やさしい声でなだめの言葉をささやく。

「いったい何ごとですの、これは」

　美み弥や子こが手を伸ばしてリトルを拾いあげ、ひどい傷ではないのを確認してほっと息をついた。震える小鳥をそっと両手に包みこみ、遼りよう太た郎ろうの後ろにいるモーリスと名乗った騎士をきつい視線で見あげる。

「あなた方がどなたなのか知りませんわ、でも、こんな小さい女の子や罪もない生き物をいじめたり傷つけようとなさるなんて、きちんとした方とはとても思えません。夜中に人の家に土足で上がり込んでくることは言うまでもありませんけれど」

「まだ言うのか、この異教徒の小娘。もし――」

　リトルを締め上げようとしていた若い一人が脅おどすように拳こぶしをあげた。遼太郎ははっとして足を踏み出しかけたが、それより早く、鉄のような手が強く肩を押さえ込んでいた。

　あの、遼太郎に声をかけてきた少女騎士が、音をたててするどく息を呑のんだ。美弥子はぴくっと身を縮めたが、それでも視線はそらさずに、居い丈たけ高だかな相手を恐れのかけらも見せない顔でにらみ返していた。

「よさないか、騎士シユヴアリエフィリップ」

　それまでずっと口をつぐんでいた騎士が言った。

　ずしりと腹の底に響く声で、階段から飛び下りかけていた遼太郎をその場にくぎ付けにするほどの静かな迫力があった。フィリップと呼ばれた若い騎士は手を止めて、子供っぽく頬ほおをふくらませて相手を見上げた。

「でも、騎士ジャン、僕は」

「貴公が任務を果たそうと努めているのは理解している」

　騎士は続けて言った。

　きわめて背が高く、赤みを帯びた銅色の髪をきちんとまとめて下衣したぎと同じ青い布で巻き、背中に垂らしている。体格のよさでは部下であるらしい騎士モーリスの方がずっとまさっていたが、貴族的なすらりとした体つきと沈着なくぼんだ濃い青の目、高い鼻は、彼がこの場の指揮官であることを誰にも納得させる無言の落ち着きと権威に満ちていた。

「しかし、〈聖杯サン＝グラール〉がここにはいないことが確かならば、これ以上無関係なものに手間をかける必要はない。騎士モーリス、その少年は何か知っているのか？」

「いえ、騎士ジャン」

　騎士モーリスは穏やかに言った。

「ただ、家の者の安否を心配するばかりでした。そのことについては疑いがありません。〈聖杯サン＝グラール〉についても、どこにいるのか、それが何なのかすらも知らないようです。そうだな、少年」

「ああ、知らない。聞いたこともないね、そんなもの」

　挑戦的に遼りよう太た郎ろうは答えた。ジンジャーからいくらかの知識は与えられていたが、今はそれを口に出すべきではないと判断したのだ。

「なんだと、伝説の〈聖杯〉を知らないとは無知な奴め！」

　その配慮をぶちこわしにしたのはアレックスだった。

　得体のしれない騎士に取り囲まれながらも、知識を披ひ露ろうできる誘惑には抗こうしきれなかったらしく、偉そうに腰に手を当てて天井を見上げ、気持ちよさそうに、

「〈聖杯〉とは、キリストが十字架にかけられたときにその血を受けたという、伝説の聖なる杯さかずきだ！　中世の騎士物語にもたくさん語られている！　それを持つものは、永遠の生命と聖なる力にあずかれるという神聖なる宝物だ、まったくもって無む知ち蒙もう昧まいな大衆というのはこれだから……何がおかしい、貴様！」

　いきなり地団駄を踏み、アレックスは真っ赤な顔で騎士の一人をさした。フィリップといういちばん若い騎士だ。彼はこの世でもっともおかしな冗談を聞いたとでも言うように、腹をかかえて爆笑していた。アレックスはますます怒って足を踏みならした。

「ええい、笑うな！　笑うなというのに、貴様！　この大魔術師バシレウス・サロモンの怒りが恐ろしくないのか！」

「まったく」

　ひいひいとのどを鳴らしながら、騎士フィリップはようやく言った。

「こんなに笑わせてもらったことは近頃ないな。おい、よく聞けよ、馬鹿な小僧め、〈聖杯〉とは、けっして貴様が思っているような子供だましのおとぎ話ではない」

「お、おとぎ話……！」

　みるみるうちにアレックスの顔は血を噴かんばかりになった。

「い、言うにことかいて、このバシレウス・サロモンの叡えい智ちをおとぎ話とはどういうことだ！　訂正しろ！　だいいち、おとぎ話というなら貴様らのそのいでたちこそどういうつもりなのだ!?　時代錯誤もはなはだしいぞ、まるでうちのサロンにかかってる曾々祖父ひいひいじいさんの壁掛けタペストリみたいな格好で――うわっ」

　目にもとまらぬ早さで剣が鞘さや走ばしり、同時に、高い金属音が鳴った。

　遼太郎ははっとして後ろを振り返り、騎士モーリスがいつ動いたかも気づかせずに、騎士フィリップの隣に移動していたのを知った。

　騎士モーリスは剣の柄つかでフィリップの手を押さえ、狙ねらいをはずしたフィリップの剣は、床に尻もちをついたアレックスの長いローブの裾すそを突き通していた。おそらく、首か胸を突き通すはずだったのだろう。アレックスの顔色は紙のようだった。

「何をなさるんです、騎士モーリス」

　むき出した歯の間からフィリップは言った。

「僕は生意気な小僧に思い知らせてやろうとしただけです。選ばれた神の戦士の戦いくさ装束を悪あしざまに言うなんて、死に値あたいする罪以外の何ものでもない。しかも、こいつときたら、悪魔崇拝の黒いローブを堂々と身につけて、僕に偉そうな口をきく。今すぐ首をはねてやって、何が悪いっていうんです」

「裁きはわれわれの仕事ではない、騎士フィリップ」

　騎士モーリスの口く調ちようはあくまで穏やかだった。

「われわれに託された任務はあくまでも失われた〈聖杯サン＝グラール〉の発見と、その奪還だ。異端者の告発と火か刑けいは検けん邪じや聖せい省しようの役割で、シオンの騎士のすることではない。剣を納めろ、騎士フィリップ。でなければ、貴公もいらぬ不名誉をこうむることになるぞ」

　騎士フィリップはぶつぶつ言いながら、それでもおとなしく剣を納めた。

　だれかがほっと息をつき、それが、あの少女騎士だったことに気づいて遼りよう太た郎ろうはおや、と思った。金髪の少女騎士は遼太郎に気づかれたことを感づいたらしく、はっとしたように胸に手をあて、遼太郎をきつい視線でにらみ返してきた。

「どうやらこの国の新教徒プロテスタントどもに先を越されたようだ」

　荘そう重ちような声で騎士ジャンは告げた。

「〈聖杯〉はすでに移動されてしまった。おそらく戦うこととなるだろう。剣はそのときまでとっておくがいい、騎士フィリップ。血けつ気きにはやるのは若者の長所でもあるが、欠点でもある。剣はふるうべき時と場所をわきまえて用いられるものと肝に銘じるのだ」

「わかりました、騎士ジャン。不服従の罪をお赦ゆるしください」

　騎士フィリップは言ったが、その声は抑えた不満と屈くつ辱じよくでわずかに震えていた。

「それでいい。さて、騎士シャルロット」

　騎士ジャンは何ごともなかったようにあの少女騎士のほうを向いた。シャルロット、と呼ばれた少女は、むち打たれたようにびくっと肩を波打たせて背筋を伸ばした。

「は、はい、騎士ジャン」

「〈聖杯〉の存在を感知できるか？　この者たちの話からすれば、〈聖杯〉がここを離れたのはほんの今日の夕刻のことであるらしい。だとすれば、それほど遠くへは持ち出されていないはずだ。英国国教会の異教の徒が何か策さくを弄していれば別だが」

「存在は感じられます」

　はっきりした声で少女は言った。今朝、遼太郎に声をかけてきたときの、あのガラスの器うつわをふるわせるような澄んだ声だった。

「けれども、霞かすみがかかったようにその所在はぼやかされています。おそらく、国教会の手の者が何らかの隠いん蔽ぺい策をとっているのでしょう。しかし、もっと接近すれば、確実な位置がわかると思います」

「わからなければ困る」騎士フィリップが冷笑した。

「そのためにおまえはこの一行に加えられたのだからな。呪のろわれた異端者の末まつ裔えいが、シオンの名誉ある一員に数えられるなど本来あってはならぬことだ、せいぜい役に立つのだな」

「フィリップ」

　騎士ジャンが叱しつ責せきしたが、今度はそれほどきつい調子ではなかった。

　少女騎士シャルロットは唇くちびるをかんでうつむいた。遼りよう太た郎ろうは騎士モーリスがすべるようにそっと彼女の隣に移動し、肩に手を置いて二言三言、何か囁ささやくのを見た。シャルロットは顔を上げてほほえんだが、その顔はまだ蒼そう白はくで、唇はかすかに震えていた。

「さて、問題はこの者たちをどうするかだが」

　騎士ジャンは言った。

　和かず音ねと美み弥や子こがびくっとして身を寄せ合った。シシィはもう声も出ずに、ぐったりしたリトルを抱きしめて和音の胸に顔を埋めている。

「放ほうっておくのは問題外だろう。この国の官かん憲けんに知られては、われわれも身動きがとりづらくなる。ましてやここは、新教徒プロテスタントどもの国家だ。国家機関はすべて、奴らの手のもとにあると思わねばならない」

「真の神の王国が実現した際には、全員地獄へ堕おちる輩やからが」

　歯ぎしりとともにフィリップが言った。

「国ぐるみでわれわれ神の戦士の邪魔をするとは、つくづく度どし難がたい奴らめ」

「それもまた仕方がなかろう。もはやキリストの歩かれた世は遠く、現世は、虚きよ偽ぎと異端に穢けがれはててしまっている」

　小さく吐と息いきをついて、騎士ジャンは床にうずくまった捕ほ虜りよたちを見回した。

「やはり、始末するしかないだろうな。不要の血を流すことはわれらも好まぬが、秘密がもれることはこの任務にとってはもっとも避けねばならぬ事態だ。おそらく神もお許しくださるだろう。この任務については、シオン騎士団はあらゆる罪に対する免罪を教皇聖下からいただいている。苦しませずに殺すことが、せめてもの情けとなろう」

　和音が小さな悲鳴をあげてぎゅっとシシィを抱きしめた。

「ちょっと待て！」

　ついに耐えきれなくなって、遼太郎は飛び出した。長身の騎士ジャンと捕虜たちとの間に、両手を広げて立ちふさがる。

　騎士ジャンは目を細めた。

「どうした、異教徒の少年。まず、男である自分からにしてくれということかな」

「そんなこと、どうだっていい」

　必死に遼太郎は声を絞り出した。騎士の視線はおそろしく強く、押しもどされてしまいそうに足がふらついたが、ここで引き下がるわけにはいかなかった。

「おかしいじゃないか――大きな男が――それも、騎士だって、誇りだ栄光だなんて言ってる男が――何の武器も持ってない、小さな子供や女の子を殺すっていうのか？　なんにも悪いことなんかしてないのに！」

「異教徒だということは、それだけで永遠の堕だ地じ獄ごくに値あたいする罪だ」

　騎士フィリップが傲然とあごをそらした。

「知らないということ自体が罪なのだ。正しき神の教えを知る機会がなかったことを悔いて、貴様たちのための煉れん獄ごくに堕おちるがいい。もし煉獄に堕ちるほどの罪ではなかったとしても、全能の神は、自らの民を見分けてくださる」

「そんなの勝手だ！」

　遼りよう太た郎ろうは両手のこぶしを握りしめた。手が震えているのを知られたくなかった。

「やらせるもんか。彼女たちは僕の大事な家族だ、傷つけるなんて許さない。そっちの大きななんとかいう人も、みんなには手を出さないと言ったじゃないか！」

「貴公はそのようなことを言ったのか、騎士モーリス？」

　騎士ジャンは部下のほうを向いて尋ねた。

　騎士モーリスは腕を広げて立ちはだかった遼太郎を好このましげにじっと見つめていたが、指揮官の言葉に、われに返ったようにまばたきをした。

「確かに、そのようなことを言ったような記憶があります。いえ、待ってください、違いました。家の者に手は出していないと、そう言ったまでです。ただ」

　慎重に彼はつけ加えた。

「『意味もなく命を取るようなことはしない』とは、確かに申しましたが」

「そうか、では、問題ないな」

　騎士ジャンは満足したように遼太郎に向きなおり、言った。

「聞いたとおりだ。シオンの騎士は信義と名誉を守る、だが、その責任と正義はつねに神のためにのみ存在する。

　よって、おまえたち異教徒の穢けがれた命を煉獄に送ることによって浄化することは、正統なる信仰にとって非常な意義があることだ。ありがたく思うがいい、この穢れきった新教徒の国で、まことの神の戦士の剣にかかれるなどそうできる死に方ではないぞ」

「――何をわけのわからない理屈を並べているか、この愚か者ども！」

　さっきからうーうー唸うなりつづけていたアレックスが、ついに爆発した。

　破れたローブがぴりっと音をたてて裂ける。破れた裾すそをなびかせてぴょんと跳びあがり、あっけにとられている騎士ジャンにぴたりと指を突きつけて、

「黙って聞いていればいい気になりおって！　中世の異い端たん審しん問もんではあるまいし、たかが世間のあらゆることについて無知でしかない単なるこの愚か者どもに、ああだこうだと難なん癖くせをつけることの、どこが正義か言ってみるがいい！」

　随分なことを言われているようだったが、遼太郎は口をつぐんでいた。

「だいたい、貴様らこそ〈聖杯サン＝グラール〉〈聖杯〉とわけのわからんたわごとをならべおって、この魔女の邸やしきのどこにそんな大層なしろものがあったというのだ！　邸の主あるじであるモンフォーコン嬢は夕方、シヴィルと出ていったきりだし……」

「シヴィル」

　騎士ジャンが急に目を光らせた。

「それが〈聖杯サン＝グラール〉を運び出していった者の名前か？」

「ああ、そうとも。だから、何度言えばわかるのだ、〈聖杯〉などこの家にはなかった。シヴィルは家の主あるじのクリスティーナ・モンフォーコン嬢と出かけていったのだ、行き先は、僕たちにも告げていかなかったが――」

「これで手がかりができた。騎士シャルロット」

「はい」

　もはやわめきたてるアレックスには見向きもせずに、騎士ジャンは金髪の少女騎士のほうを向いた。

「『シヴィル』だ。この音の響きを頼りに、〈聖杯〉の行方を捜せ。おそらく国教会側の手の者だろうが、それだけでもわかれば、手の付けどころも見つかるだろう」

「善処いたします」

　騎士シャルロットは深々と頭を下げた。

「さて、これで本当にここに用はなくなったわけだな」

　と再び遼りよう太た郎ろうたちに向きなおり、

「あまり刻ときがない。教皇聖下は一刻も早く、〈聖杯〉を手にしてわれらが帰還することを期待しておられる。このような場で時を無駄にしている余裕はない。フィリップ、モーリス」

「はっ」

「――はい」

「この者たちの魂たましいを主しゆの裁きにゆだねよ」

「お待ち下さい、騎士ジャン」

　騎士モーリスがいささかあせった調子で口をはさんだ。

「なにか、騎士モーリス」

「私は先ほどその少年に、『意味もなく命を取るようなことはしない』と告げました。なのに彼らを殺すことは、誓いに反します。彼らはここに、このまま閉じこめておくことはできないのですか。他の者に口外しないように誓わせれば、同じことでしょう」

「けっして秘密を漏らさない者は、すなわち、死んだ者だ」

　にやにやしながら、騎士フィリップが唄うたうようにつぶやいた。その手はすでに抜き放はなたれた剣を、愛あい撫ぶするかのように撫なでさすっている。

「そして、必ず誓いを守る者もまた、死んだ者だ。ことに、異教徒においてはな」

「フィリップ、おまえは！」

「騎士モーリス」

　ずしりと腹にひびくあの声で、騎士ジャンが言った。騎士モーリスがびくりとする。

「貴公は、ほんの五、六人の異教徒に情けをかけて、我らのもっとも重要な任務にして長年の悲願を危機におとしいれようというのか。この探索の旅に出発するとき、貴公は指揮官である私に、完全なる従属と従順、謙虚なる服従を誓ったのではなかったか」

「……それは」

「誓ったな」

「――は……」騎士モーリスは力なくうなだれた。

「では、私の言葉に従うのだ、騎士モーリス」

　重々しい声で最後通つう牒ちようをつきつけ、騎士ジャンはすらりと剣を引き抜いた。

「この哀れなる者どもの魂たましいを解放し、肉体を塵ちりに、魂を悪魔にゆだねよ。彼らにとってもそれが最良の救いとなるのだ。怖おそれるな、父なる神の正義は、常にわれらとともにある」

　剣がゆっくりと高くかかげられる。

　遼りよう太た郎ろうはじりじりと後ずさり、手が、同じように後ずさってきたアレックスの手に触れるのを感じた。必死に横目を使って友人の目をとらえる。視線があったとき、双方が、ほぼ同じようなことを考えているのが雷鳴のように胸に響きわたった。

　目の中だけでうなずきあう。アレックスの口がかすかに動いた。

　貴様ごとき下等な使い魔と合ごう力りきするのは業ごう腹はらだが、とそれは言っていた。

　このような馬鹿者どもの手にかけられるというのは、もっと業腹の極みだ。

「死ぬがいい、異教徒ども！」

　有頂天になって、騎士フィリップが高々と剣を振りあげた。

「真の神のみ教えを、知る機会がなかった自分を恨むことだな！」
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　――ひとつ、彼が間違っていたのは、捕ほ虜りよたちが全員、まったくの丸腰だと勘違いしていたことだった。

　アレックスのバ（略）のずるずるローブには、たいていの場合、魔術的な儀式（らしきもの）に使う灰だの塩だの粘土だの、いろんな形の護符だの薬だのがしまわれている。

　今回の場合は、シシィに『きんいろのひばなのでるやつー』と言われた魔術（？）に使用する薬がたっぷりと内ポケットに詰められていたのだが、それはつまるところ、夜空を飾る花火の成分と大差ないものだった。

　つまりは、火薬。

　感心なことに、アレックスは儀式に付随する大おお仰ぎような身ぶりと長々しい呪じゆ文もんを省略してのけた。ただ両手をさっとふところに突っこみ、拳こぶしいっぱいの火薬をつかみ出すと、騎士たちが止める間もなくばっと空中に振りまき、火のついたマッチを投げたのだ。

　たちまち、バチバチという大音響と金とオレンジの火花が空中を踊りまわった。

　身を乗りだしていたせいでまともに直撃を食らった騎士フィリップは、かん高い悲鳴をあげて後ずさりした。

「今だ！」

　怒鳴るが早いか、アレックスは猛もう然ぜんと目の前のフィリップに突っかかり、全身の力で体当たりした。顔を押さえて身もだえしていたフィリップが、ガシャンと派手な音をたてて床に倒れる。

　手から離れた剣を足で遠くへ蹴けりやると、待ちかまえていた美み弥や子こが、素速く拾いあげて両手でかまえた。重さに肩が震えているが、それでも弱気をみせまいと唇くちびるを噛かみしめ、じっと刃はを上に向けている。

　続いて滑ってきた短刀を、和かず音ねが拾った。彼女も片手でシシィを抱き寄せたまま、やさしい顔立ちにできるかぎりの意志と勇気をあらわして、まわりを囲んだ甲かつ冑ちゆうの壁をにらみ返した。

　遼りよう太た郎ろうもむろん、じっとしてなどいなかった。突然のことに、同僚のほうに手を伸ばしかけていた少女騎士に身体からだごとぶつかっていって、不意を打って足払いをかけ、両肩を地面に叩たたきつける。

　女の子に暴力をふるうことの是非についてがちらりと頭をよぎったが、そんなことを言っている場合ではなかった。猛然と暴れて蹴りつけてくる脚あしを避よけ、手からもぎとった剣を握って、すばやく立ちあがる。

　遼太郎が離れると、ほとんど間をおかず少女も起き上がってきた。屈くつ辱じよくと怒りに白い顔がますます青ざめ、青い瞳ひとみが稲妻のように輝いている。

　遼太郎が握っている自分の剣に目をとめ、フランス語で何か呪のろいの言葉を激しい口く調ちようで叩きつけてきた。むろん、遼太郎には何のことだかわからない。

「さあ、これでこちらも無力な羊ではないのがわかったろうが」

　荒い息をしながら、アレックスが立ちあがった。騎士フィリップに殴られたらしく、唇の端から血がにじんでいる。腹立たしげにぬぐって、

「ただ黙って殺されるなど、この僕の誇りが許さん。僕はバシレウス・サロモンであり、アレグザンダー・トーマス・コンドリックだ。名誉あるグリムズビー伯はくの血筋が戦いもせず、得体のしれんタペストリの絵みたいなやからになぶり殺されてたまるか」

「わたくし、これでも学校で長刀なぎなたのお免状をいただいておりますわ」

　かすれた震え声で美弥子が言い切った。

「ですから女だからといって、男の方の打ち物が扱えないなどとは思わないでくださいましね。――和音さん、あなたは」

「小こ太だ刀ちのお稽けい古こなら、すこし」

　同じくかすれてはいたが、しっかりした声で和音が答えた。

「泣かなくていいのよ、シシィちゃん。わたしや皆さんが、きっと守りますからね」

　シシィは和音にしがみついたまま目を丸くしてことのなりゆきを見守っていたが、やがてこっくりとうなずき、美弥子から受け取ったリトルを抱きしめて身体を丸めた。

「この異教徒どもめ――悪魔どもめが！」

　突き倒され、剣を奪われるという醜しゆう態たいに、若いフィリップは完全に逆上していた。

　それをほかの仲間の前でやられたということが、さらに屈くつ辱じよくを倍加させているようだった。頬ほおに火傷やけどのあとが点々と散らばり、いくつかはすでに火ぶくれになりかけている。

　吊り上がった目を血走らせ、手で腰をさぐっているが、そこから抜き放はなたれるべき剣は美み弥や子この手の中にしっかりと握られているのだ。若い騎士の口から蛇のようなシューッという唸うなり声がもれた。

「か、神の戦士の、聖別された剣を奪い取るなど、やはり貴様らは悪魔の申し子以外の何ものでもない！　今すぐ地獄に堕おちるがいい、貴様らの住むべき場所はそこだ！　せっかくわれわれが慈じ悲ひをかけ、苦しまずに煉れん獄ごくに送ってやろうというのに、もはや勘弁ならん、われわれは……」

「少し静かにするのだ、騎士フィリップ」

　突然、騎士モーリスが口を開いた。

　血走った目をぎらつかせながら騎士フィリップは振り向いた。

「邪魔を……なさるんですか、騎士モーリス」

　もう少しで相手が目上であることを忘れるところだったようだ。

「こいつらは僕の剣を奪った。これはキリストの権威を踏みにじるという許しがたい行為だ。冒ぼう涜とくだ。今すぐ、最高の刑罰をもって断罪されねばならない、罪だ」

「黙れ」

　騎士モーリスの答えは簡潔だった。

　だが、そこにこめられた力は言葉数には比べようもないほど重かった。騎士フィリップはひっと喉のどを鳴らして口をつぐんだ。

　騎士モーリスはゆっくり歩を進めて、遼りよう太た郎ろうの目の前に立った。

　あとへは下がるまいとしつつも、遼太郎は圧倒された。床に置かれた蝋ろう燭そくが、この甲かつ冑ちゆうに身を固めた巨漢の影をますます大きく見せている。

　剣の柄つかを握りしめた拳こぶしに、ふいに汗が噴き出てきた。服でぬぐいたい衝動に駆られたが、今、少しでも動いたり、相手から目をそらしでもしたら、たちまち一刀のもとに切り捨てられるだろうという確信があった。

「男が一度剣を手にしたならば、それは戦う意志があるということだ」

　錆さびをおびた声で、騎士モーリスは言った。

「おまえは剣を手にした、異教の少年。つまりそれはおまえに、われわれシオンの騎士を相手に戦う意志があるという意味だと受け取るが、それでいいか」

「ああ、いいとも」

　声が震えていないといいと祈りながら、できるかぎり強い口く調ちようで遼太郎は言い返した。

「ここにいるのは、みんな僕の大事な人たちだ。殺されるのを黙って見ているなんて、絶対にできない。どうしてもやるっていうんだったら、まず、僕と戦ってからにしろ」

「――いい覚悟だ」

　騎士モーリスはずらりと剣を引き抜いた。

「では、あらためて名乗ろう。私はシオン騎士団聖騎士、モーリス・ド・ラ・トゥール。〈聖杯サン＝グラール〉探求の任の途上にある者だ。貴公の名を承ろうけたまわうか、異教の少年」

「僕は、跡あと部べ遼りよう太た郎ろう」

　遼太郎は答えた。

「日本の、跡部家の――長子だ」

　美み弥や子こと和かず音ねが同時にあっと小さな声をたてた。遼太郎は振り向かなかった。

　いつか、どこかで同じような状況に陥おちいったことがあるような気がした。

（ああ、そうだ）

　ロンドンに来たばかりの時、シシィを引き取ることになったにせ霊れい媒ばい事件の時だ。

　霊媒に使われていたシシィごと悪あく霊りようを切り捨てようとしたクリスティーナの前に、遼太郎はあの時、無我夢中で立ちふさがった。

　ただ、小さな女の子が理不尽に殺されようとしているのを見ていられずに飛びだした遼太郎にむかって、クリスティーナは、彼を無力だとあざわらった。

（無力ゆえに君は家を逐おわれ、この娘は今、君の前でまったくの無力だ）

（娘を救うことで、自分が無力でないと証明したいか？）



    

  
    
      



    

  
    
      　無力ゆえに国を、家を逐われ、一族に見捨てられて外国に追い出された、無意味な、ちっぽけな存在。それが遼りよう太た郎ろうであり、今でも、その点にはまったく変わりがない。



　あの時、クリスティーナはおそらく必要があればためらわず遼太郎を殺しただろうが、今相手にしているこの騎士モーリスもそれは同じだろう。彼は自分の任務のためには、どのような障害もはねのける誓いをたてている。

　クリスティーナの殺意は気まぐれな猫のそれだが、騎士モーリスの意志は、鋼鉄の心臓を持つ獅し子しのものだ。一度胸に定めたことはけっして動かさず、たとえ自らの手がどれだけ血にまみれようとも、その穢けがれも痛みもすべて引き受ける決心をしている。

　遼太郎の名をあらためて問うたのは少年の勇気に敬意を表してのことだろうが、だからといって、いや、だからこそ、手加減をするつもりなど微み塵じんもない。最高の敵と戦うのと同じ力をもって、彼は遼太郎に打ちかかってくるだろう。

　それはあの時のクリスティーナの剣とはまったく質の違った一撃となるにちがいない。あの一瞬の遼太郎は、結局は国の祖母と、その祖母の知り合いであるクリスティーナの絆きずなによって、二重に守られていたのだ。

　あのころの自分にはまだ、身体からだのどこかで寄りかかれる部分があると感じていたのが、今になってやっと遼太郎にはわかった。

　今、遼太郎を寄りかからせてくれていたものは何もない。

　祖国では祖母が倒れ、クリスティーナはどこかに姿を消している。そして背中には、自分が一歩後ずさればたちまち殺されてしまうだろう、大切な者たちがいる。

　あとには引けない。誰にも、頼れない。

「こんなところで、こんな者どもと時間を無駄にしていてよいのですか、騎士モーリス」

　かん高い声で騎士フィリップが叫ぶ。

「このような者どもはさっさと切り捨てて、早く〈聖杯サン＝グラール〉のもとへ――」

　騎士モーリスはそちらへ目を向けもしなかった。遼太郎も、また。

　頭は奇妙なまでに澄んで、重いはずの剣がなぜか軽く感じられた。祖国で叩たたきこまれた身のこなしが、自然によみがえってきた。

　すべるように遼太郎は一歩進んだ。騎士モーリスの口がほう、というようにかすかに開かれ、細めた目もとに、かすかな笑い皺じわができた。

「どうやら私は不足のない敵を前にしているようだな。惜しいぞ、リョウタロウとやら、もっと早くに出会っていれば、私が直じき々じきに剣を教えてもやれたものを」

　一瞬柔らかみをおびた表情が再び鋭くなる。

「では――参る」

　強烈な殺気が嵐あらしのように吹きつけてきた。

　遼太郎は本能的に剣を傾け、相手の疾しつ風ぷうのような打ち込みを脇へ受け流した。

「兄さま！」

「遼太郎さん！」

　美み弥や子こや和かず音ねの悲鳴が遠く聞こえる。アレックスが顔色を変えて進み出ようとして、騎士ジャンの剣を突きつけられて悔しげに後ろに下がるのが目の端に入った。手が懸命にふところをさぐっているが、火薬の備び蓄ちくはさっきので使いはたしてしまったらしい。

　分厚い大剣がぶつかるたびに、びりびりと全身に衝撃が走る。剣けん風ぷうでさえ肌を切るような鋭さを持つ騎士モーリスの太た刀ち筋すじは、日本で身につけさせられた体術をすべて使って避よけきるのがやっとだった。とても反撃に移るような余裕などない。

　ごうっ、と耳のそばを突風が駆けぬけ、頬ほおに熱いものが走った。無我夢中で剣を突きあげ、振りまわす。力の抜けた身体からだが剣の重みで振りまわされる格好になった。とたん、がら空きになった腹部に、剣の柄つかがハンマーのような重みと勢いで叩たたきこまれた。

　胃液を吐いて、遼りよう太た郎ろうはその場に崩れおちた。

　だが、まだ剣は放していない。汗でぬめる手にさらに力をこめ、立ちあがって構え直そうと上半身を押しあげる。

「見事だ、少年」

　肩で息をしている遼太郎に、騎士モーリスは感に堪たえたように言った。

「その勇気と確固たる意志のことはけして忘れまい。よき戦いの礼に、貴公も、貴公の友も、苦痛なく神の手に渡すことを誓おう。安あん堵どして、目を閉ざすがいい」

「そんな……こと……できるか」

　荒い呼吸のあいまに遼太郎は言ったが、もはやほとんど声にならなかった。切れた唇くちびるに胃液がしみる。必死に身体を支えようとする剣が、ついに手からすべって倒れた。

「さらばだ、少年！」

　大剣が振りあげられる音がした。遼太郎はきっと目を見開き、せめて頭上に降ってくる死から最後まで目だけは離すまいと、しっかりと頭を上げた。

　どこかで美弥子たちの悲鳴が聞こえる――
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　だが、大剣が遼太郎の首筋に落ちることはなかった。

「な、何!?」

　騎士モーリスがあせった声をあげた。

　床板のすきまから緑のつる草が伸びてきて、あっという間に振りあげた大剣をからめとっていた。細いつる草は見かけによらず鋼鉄の鎖のように剣をからめ取り、騎士たちが顔をゆがめて引っぱってもびくともせずたださらさらと揺れるばかりだ。

「え、ええい、こんなもの！　悪魔の草め！」

　腕をからめ取られた騎士フィリップがわめくが、まったく効き目がない。他の騎士たちが口々に驚きの声をたてるうちに、玄関ホールは濃い緑の匂においに充みちた。床や壁板のすきまというすきまから、しなやかなつる草が伸びてきて騎士たちをからめ取っていく。

　遼りよう太た郎ろうを含め、捕ほ虜りよたちは唖あ然ぜんとしてこの様を見ていた。ホールの家具や、シャンデリアのガラス、置いてある壷つぼや置物がいっせいにチリチリ、カランカラン、コトンコトンと右に左に身をゆすり、唄うたうように調子を合わせて鳴りはじめる。

　二階の踊り場から、つやつやした灰色の毛の身み綺ぎ麗れいなネズミたちが、びろうどの絨じゆう毯たんを転がすように四列縦じゅう隊たいで降りてきた。たちまちのうちに床いっぱいに並び、ビーズ玉のような目をかしこそうに見張って、とがった鼻をひくひくさせて二階を見あげる。

　階段の上で、耳障りな金属音が勝ちほこったようにがらんがらんと鳴りひびいた。

「ひれ伏せ！　ひれ伏せ！」

　沼のカエルのようなゲロゲロ声が高らかに言いはなった。

「〈女主人クイーン・マザー〉の愛まな娘むすめにしてご名みよう代だい、〈影のロンドン〉の王女、メガエラ殿下のおなりだぞ！　ひれ伏せ精せい霊れい、ネズミども、夜に属するその他もろもろ！」

　ネズミどもはいっせいにひれ伏し、灰色の背中を波打たせて最敬礼した。

　シャンデリアや壷や置物は一度大きく音をたてるとはたりと静かになり、蠢うごめいていたつる草も、騎士たちを抑えつけているものを除いて葉を垂らして頭を下げた。

　普段はネズミと見れば悲鳴をあげる美み弥や子こや和かず音ねも、あまりのことに声も出ない。

　踊り場にはいつの間にか、縦よりも横幅のほうが広いと思われる、あばた面の太った男ががにまたの足をふんばっていた。手には高々と、牛の骨に空き缶やビールの栓やその他鉄くずをぎっしりくくりつけた王おう錫しやくをかかげ、脅おどすように振りたてるたびにガランガランと壊れたガラガラのような音をたてている。

　す、とその横を、炎のような髪をした誰かが音もなく通りぬけた。

　ネズミどもがまた、いっせいに頭を下げる。肩の上で、大きな鴉からすが黒い翼をはためかせてラッパのような声をひびかせた。真紅の髪を燃えるように輝かせながら、〈影のロンドン〉の王女にして魔女の姫君、メガエラは、すべるように階段を下りてきてホールに降り立った。ネズミどもがすばやく道を空ける。

「……ジンジャー」

　どうしてここへ、と言うつもりだったが、喉のどがやけつくようで声にならない。

　王女メガエラ、すなわちジンジャーはちらりと遼太郎に視線を向け、ほんの一瞬心配そうな色を目に浮かべたが、今はそれどころではないと判断したようだった。決然と前を向き、指揮官であるところの騎士ジャンの前へまっすぐに向かう。

「そいつを放せ、緑の子」

　簡単に命ずる。つる草はたちまちするすると引っこんで、騎士ジャンを解放した。

　同時にほかの騎士たちも解放された。とたん、騎士フィリップが唸うなり声をたてて赤毛の魔女に飛びかかろうとした。

　とたんに、さっと伸びたつる草に足を絡まれて倒れた。周囲でネズミどもがわれがちに歯を剥むきだし、小さな鈎かぎ爪づめを動かして威い嚇かくする。

　フィリップはごくりと唾つばをのみ、その場に腰を落として動かなくなった。シャルロットと呼ばれた少女騎士も、とまどってあたりを見回すばかりで立つこともできずにいる。つる草どもはまだ引っこんだわけではなく、もし何か動きを取ろうとすればすぐにでも首を絞めてやるといわんばかりに、足もとでうねうねと蠢うごめいているのだ。

　騎士モーリスも解放された。眉まゆをひそめてあたりを見回していたが、遼りよう太た郎ろうが必死に立ちあがろうとしているのを見てとると、かすかに唇くちびるをゆがめて、手をのばした。

「そう信じられぬという顔をするものではない」

　助け起こされて、目を見開く遼太郎に微び笑しようしてみせる。

「どうやら、果たし合いには邪魔が入ったようだからな。とりあえずは休戦が要求されているようだ。まずはなりゆきを見守ろうではないか」

　その間に、ジンジャーは両手を腰にあて、まっすぐに騎士ジャンを見あげて尊大にあごをそらしていた。

「俺たちのことは教皇からも聞いているはずだな、ローマの使者」

「――聞いている」

　つる草の食い込んだ手首を悔しげに揉もんでいる騎士ジャンは、眉をしかめて、自分の半分ほどもないほっそりした少女を見返した。

　服装はいつもと同じ小汚い市場の少年のものだが、奔ほん放ぽうに流れる真紅の髪と、目まぐるしく色を変える多色の瞳ひとみは、太古からの魔法を受け継ぐ魔女姫のしるしだ。

「イングランドに古代から巣くう、呪のろわれた魔女と、悪魔憑つきの集団だとな」

「ま、そんなところだろうさ。俺たちだって、それ以上の評価があのクソじじいの口から出てたらびっくり仰天だ」

　ジンジャーは鼻で笑い、肩にとまらせた鴉からすを片手の甲に移した。

　だがな、と真面目まじめな顔になって、

「だからって、よそ様の土地で好き勝手やっていいって法にゃならないぜ。ローマじゃずいぶんなわがまま放題やってるみたいだがな、そいつをうちの庭先でやられちゃ困るんだ。特に、うちの宮廷が保護を与えてる人間に手を出すとあっちゃな」

「うちの宮廷だと!?」

　裏返った声でフィリップが怒鳴る。

「たかが魔女と妖よう怪かいの集団ごときが、なんとあつかましい――」

「まあ〈聖なる血セイクリツド・ブラツド〉に関しては、俺たちはあれ自身の意志にまかせるってことで、昼の宮廷とはおたがい不ふ可か侵しん条約を結んでるけど」

　無視してジンジャーは続けた。

「ここがあんたたちのカトリックじゃなく、プロテスタントの国だってことも忘れちゃ困る。ここの前の女王は、合計三回だったか四回だったか、あんたんとこの教皇から破門をくらったが、それでもびくともしなかったんだ。

　つまりあんたたちの論理で言えば、ここはとっくに堕だ地じ獄ごく済みの背教者どもの巣そう窟くつで、つまりは地獄の最下層ってことになる。そんな地獄の底で、魔女だの妖怪だのに神さんの権威を突きつけようたって、そりゃあ、無茶ってもんじゃないかね。

　――で、まあ、つまりだ」

　と遼りよう太た郎ろうに向かって顎あごをしゃくり、

「そこにいるへなへなアスパラガスは、俺の母さまからじきじきに認可を受けて、〈影のロンドン〉の保護下にある。そいつを勝手に傷つけたり殺した場合、俺たちは全力を注そそいであんたたちを叩たたきつぶすぜ、聖なる騎士さんよ。ここにゃあんたの教皇さんの権力は届かない。お祈りの効力だってあやしいもんだ、それも、ほんとにお祈りしてるかどうかだってもっとあやしいや。いったいどうして、今ごろになって、教皇のじじいが〈聖なる血セイクリツド・ブラツド〉を――あんたたちの言い方でいや〈聖杯サン＝グラール〉を――取りもどして来いなんて言いだしたのか、ちょっとくらい考えたことはあるのかい？」

「だまれ、この魔女め、まっ黒な悪魔の手下め」

　フィリップがわめき立て、たちまちネズミどものちらちら光る眼めと白くむき出された牙きばの集団に黙らされた。

「状況が求めているのだ、イングランドの魔女」

　騎士ジャンが軋きしむような声で言った。さすがにこの異様な雰囲気の中でも、落ちついた態度を崩していないのはたいしたものだ。

「ローマはイタリア軍の手に墜おち、教皇聖下はヴァティカンの囚しゆう人じんとなっておられる。今こそ〈聖杯〉を教会に取りもどし、再び新たな活力を正しき神の家に注ぎこむべき時だとのご判断なのだ。われわれは〈聖杯〉を守護する者として、無む為いの三百年間を過ごしてきた。今こそその本来の役割を取りもどし、世界を正しき姿に戻さねばならぬ」

「正しきってのは何さ。誰にとっての正しさだい、あんたらかい、それとも俺たちかい」

　ジンジャーは冷笑した。

　騎士ジャンが口にしたのは、一八六一年のイタリア王国の成立と、それにともなうローマ教皇領の消滅をさしている。

　すでに一度、皇帝を名乗ったナポレオンの手によって消滅の憂うき目を見ていたローマ教皇領は、その後ウィーン会議で一度は復活を果たすも、押し寄せてくる近代国家と自由主義の台頭には、結局太た刀ち打うちできなかった。

　中世における最初の反抗ののろしである宗教改革、そして、近代意識の最初の発はつ露ろともいえるフランス革命と、人々の自由と知識を求める声が徐々に高まっていくなか、世界各地で、カトリックの勢力は少しずつ縮小しつつあった。

　ローマ教皇領とはすなわち、教皇庁とそのとりまきである聖職者たちの尽きることのない富の泉の中でも最大のものであり、そこでは、宗教という名の圧政と暴ぼう虐ぎやくが、一千年近くにわたってくり返されてきた。

　それは、キリストの旗を前に押し立てた警察国家にすぎなかった。ローマにイタリア王国軍が進軍してきたとき、ローマ市民は歓かん呼この声をあげてこれを迎えたという。

　教皇ピウス九世は街が砲撃される音を聞きながらヴァティカン宮殿に立てこもり、再三届けられる外交書簡や、世界中の、同じカトリックの聖職者たちからの和解へ向けた嘆願書、国王軍からの使節、ついには国王自らの謁えつ見けんすら拒こばみとおし、怯おびえたダチョウのように、信仰という名の砂に頭を突っこみつづけた。

　そして自ら〈ヴァティカンの囚しゆう人じん〉とあてこすりのように自称しながら、自分の頭上から三重冠を叩たたき落としたイタリア国王をあわせて四回破門したが、むろん、そのようなことは事態の打破にはなんの役にも立たなかった。ローマは落ち、市民は歓呼して自由主義イタリアを受け入れた。長年にわたるカトリックの教皇制度はすでに腐敗のかぎりをつくし、世俗の君主たちよりはるかに悪質で貪どん欲よくな圧制者となっていたのだから。

　教皇は世俗を超える至上権と不ふ可か謬びゆう性せいを有する、つまり、教皇はキリスト教の真理そのものであり、間違うことなどあり得ない至高の存在なのだと主張したピウス九世にとって、現在自分の置かれた状況はまったくあってはならないものだった。千五百年間気ままな支配を通してきたローマが奪われたのちも、教皇庁の威勢の象徴である豪華なヴァティカン宮殿を、彼は決して離れようとはしなかったのである。

「まあ、そんなことはかまわないんだ。俺には俺の正しさがあるし、そっちにはそっちの正しさっていうか言い分もあるんだろうさ」

　とジンジャーは言った。

「だがそれが、俺たちの領分にまで土足で踏み込んできて、これが正しいんだから言うとおりにしろって言われるのは見過ごせない。そこのへなへなアスパラガスと、それからそっちのお仲間たちを放しな、聖騎士さんよ。そしたら、ここのネズミどもと、緑の子たちを引き下がらせてやってもいいぜ」

　言葉にあわせて大おお鴉がらすが翼を広げ、脅おどすようなしわがれ声をたてた。

「こんな、ネズミどもなど！」

　騎士フィリップが歯を食いしばって足を上げようとしたが、とたんにひゅっと伸びた緑のつる草に首を締めあげられて潰つぶれたようなうめき声を上げた。

　ぽかんとしてなりゆきを見守っていたアレックスが、ひきつり気味ながらもぷっと吹き出した。美み弥や子こと和かず音ねもぼうっとまばたきしていたが、この様子に顔を見合わせ、やがて、目を見交わしてくすくすと笑い出した。

「僕は誓うぞ」

　ローブの裾すそを注意深く身に引き寄せながらアレックスは言った。

「この先、父上の館やかたを相続するときが来ても、けっして館にも庭にもネズミ取りを仕掛けさせたりしないとな。猫を飼うなど、論外だ」

「今度から廊下で見かけたりしても、悲鳴をあげたりしないようにしますわね」

　と美弥子も言い添えた。

「それからチーズと、ベーコンの皮も、みんなあなたたちのためにとっておいてあげますからね」

　和音もそばからつけ加えて、手を伸ばして近くにいたネズミの頭をそっとさすった。

「でも、食べる時にはきちんときれいにしておいてくれないと駄目ですよ。おうちの子供たちや、奥さんにも持ってかえっておあげなさいな」

　ネズミは気持ちよさそうに目を細め、小さなピンク色の鼻をぴくぴくさせて応じた。

　シシィもいつのまにか泣きやんで、手の間から首を出したリトルといっしょに、おっかなびっくりではあるがめずらしそうにあたりを見回している。

「冒ぼう涜とくだ！」

　ようやくつる草から解放された騎士フィリップが、ぜいぜい言いながらまたわめいた。

「こ、こんなひどい侮ぶ辱じよくがあってたまるか。たかが魔女が、けがらわしい異教徒が、聖なるキリストの騎士に取り引きを持ちかけるなど、それも脅おどしをかけて――そんなことが、われらシオンの騎士に通用するなどと――」

「少し静かにするのだ、騎士フィリップ」

　騎士ジャンが若い騎士を黙らせた。

「魔女の娘よ。おまえの提案を呑のむとして、そして、われわれにはどのような得があるのだ？」

「ここから無事に出て行けるさ」

　ジンジャーはすぐに言った。「それ以上の何が要いるっていうんだい？」

「かもしれん。だが、われわれもまた、重要な任務を負っている者だ」

　騎士ジャンは重々しく言った。

「ただ何もなしに撤退することなどできん。この邸やしきに〈聖杯サン＝グラール〉がいたことはすでにわかっている。今日の夕方、国教会の手の者が〈聖杯〉を連れ出して隠したこともな。

　われわれとしては、なんとしてもここで手がかりを入手し、〈聖杯〉の奪還へと一歩を進めねばならぬ。これは、魔女よ、おまえの言葉を借りるならば、われわれの正義であり、正しさだ。この者たちを解放せよというのならば、よかろう、解放しよう。だが、その代償として、命以上のなにかをおまえはわれわれに提供せねばならぬ。われらシオンの騎士の命は、使命のためにのみ捧ささげられる。聖なる命令の前でわれらの命とは、われらにとっては、ほとんど無意味なものにすぎぬ」

「それが、ふくれっ面しながら贅ぜい沢たくな宮殿ですねてるクソじじいの指示でもかい」

「誰によっての命令か、ではない。これは、神の命令なのだ」

　おごそかに騎士ジャンは宣言した。

「〈聖杯〉奪還は神の命令であり、あの宝が失われて以来のシオン騎士団の悲願なのだ。これに背を向ければ、われわれの存在する意義は失われてしまう。おまえたちがこのイングランドの大地を守っているようにだ、魔女の娘」

　いきなり騎士ジャンはジンジャーの目をまともに見つめた。ジンジャーはまばたきし、目を細めた。奇妙にゆらめく多色の瞳ひとみが、ほとんど金色に近い色になった。

「あんた――いったい……？」

「とにかくわれらは交換条件を要求する」

　騎士ジャンはすぐに目をそらし、ジンジャーの疑問はそのまま置き放しになった。

「確かにこの状況であればわれらには引きあげる以外の選択肢しかない。だが、それでは神への忠誠に反し、騎士団の名誉を傷つけることになる。引きあげる代償に、誰かひとり、〈聖杯サン＝グラール〉にかかわりの深い人間をあずからせて頂きたい。傷つけたり命を奪ったりせぬことは神掛けて誓おう。おまえたちの加護というのは、そこの少年ひとりにのみかけられているのだろうが」

「それは――」

　遼りよう太た郎ろうは顔色を変えた。

　ジンジャーも同様だった。騎士ジャンはここを出ていく代わりに、美み弥や子こや和かず音ね、シシィ、アレックスのうち誰かを人質として引き渡せと言っているのだ。

　ジンジャーの歯ぎしりする音が聞こえた。

「まさか断りはすまいな、魔女よ？　どのようなことにでも代償が求められるのは、魔法をあやつるおまえたちであればこそもっとも理解しているはずだ。われらは引きあげる。だがその代償を要求する。これは理屈にかなったことだと思うが」

「魔女などと取り引きする必要などありません！」

　騎士フィリップがまた怒ど鳴なったが、これは無視された。少女騎士は青い顔で、燃えるような赤毛をなびかせた魔女の姫君をじっと見つめている。

「わたくしが行きますわ」

　決けつ然ぜんとして美弥子が言った。

「この方たちはクリス姉さまのことを言っているようですけれど、わたくしは、クリス姉さまの崇拝者としていちばんの自信があります。関係として十分ではありませんの」

「わたしも」

　和音もすぐに言った。

「わたしは遼兄さまの義妹いもうとです。遼兄さまはクリスティーナ様にお仕えしているのですから、その妹であるわたしは、クリスティーナ様にだって関係があるはずです」

「ふざけた口を利くな、女どもめ」

　いらいらした調子でアレックスが割って入った。

「こういう場合、この大魔術師バシレウス・サロモン、魔術師にしてクリスティーナ・モンフォーコンの好敵手以上に、ぴったりな人間がどこにいる？　思い上がりも大概にすることだ、この一般大衆どもが。ほらそこの時代錯さく誤ごな奴ら、とっとと僕を連れていけ。しかし、扱いには注意することだな、このバシレウス・サロモン、自分で言うのもなんだがただ者ではないぞ」

　自分で言わないと誰も言ってくれないものな、と遼太郎は思った。同時に、暖かいものがどっと胸の中にあふれてきた。

「ジンジャー」

　遼太郎は言った。「こっちへ来て」

　ジンジャーは振り向いて眉まゆをひそめ、遼りよう太た郎ろうのそばへやってきた。

「――ジンジャー、僕にくれてるその〈影のロンドン〉の加護を、いっしょにみんなの上にも広げられないのかい？」

「それを決めるのは俺の権限じゃない」

　ジンジャーの答えは必要以上にそっけなかった。

「加護を与えるかどうかを決められるのは母さまだけだ。俺はそれを取り消すか、せいぜい本人に頼まれて他人の上に移すくらいだね」

「それなら」待ってましたとばかりに遼太郎は言った。

「僕にある加護をみんなの上に移して。代わりに、僕がこの人たちといっしょに行く」

「遼太郎さん！」

「兄さま！」

「この馬鹿者め、何を言っている！」

　三人が同時に叫び、シシィも「りょーたろー！」とおびえきった声をあげた。

　ジンジャーはそう言われるのはほぼ予想していたらしく、ほとんど表情を変えないまま遼太郎の目をじっとのぞき込んだ。瞳ひとみは再び色を変え、渦うず巻まくロンドンの霧きりのような濃い灰色になっていた。

「おまえ、自分で言ってることがわかってるか？　こいつらの誓いなんぞ、水の上に書いた文字みたいなもんだぞ」

　重苦しい声でジンジャーは囁ささやいた。

「俺たち魔女が昔から、こういう奴らにどれだけ苦しめられてきたか。口でどう言ったって、どんな扱いをされるかわかったもんじゃない。さっきも見たろう、こいつらは、神の名のもとでならシシィみたいな小さい子供を殺すのもなんとも思わないんだ」

「それはわかってるよ。でも、ここでクリスティーナにいちばん関係が深いって言ったら、やっぱり僕だと思うんだ。僕は彼女の従じゆう僕ぼくだし、お祖ば母あさまは彼女の親友だし、同じ家に住んでるってことじゃいちばん期間が長いし、ああ、それにアレックスは僕のこと、彼女の……ええと、なんてったっけ、えっと、〈家族フアミリー〉？」

「〈使い魔フアミリアー〉だ、このばか者」

　かんかんになってアレックスが叫んだ。

「そうそう、〈ファミリー〉」

　とくり返してから、遼太郎ははっとなった。

　この一言がいかに的を射ているかが、雷鳴のように頭に閃ひらめいたのだった。

「――そうだ。僕は彼女の〈家族フアミリー〉だ」

　自分に確認するように、遼太郎はゆっくりとくり返した。

「こんなこと言ったらクリスティーナは笑うか怒るかどっちかだろうし、ぜったい認めないと思うけど、でも、そうなんだ。いろいろ困らせられるし、正直腹の立つこともあるけど、彼女は僕のファミリーだ。あそこにいるみんなと同じに」

　と美み弥や子こや和かず音ねたちをふりかえる。

「だから、ここは僕が行くのがいちばんいい。行かなきゃいけないんだ、と思う。行ってどうするのかわからないし、どうなるのかもわからないけど、僕の家族が困っているなら、なんとかしたいし、しなくちゃ、と思う。僕、彼女の従じゆう僕ぼくなんだしね」

　そう言いながら、遼りよう太た郎ろうは不思議な思いにとらわれていた。

〈家族フアミリー〉という言葉は、これまで遼太郎にとってはほとんど意味のないものだった。両親は早くに死に、冷たい叔お父じと叔お母ばに囲まれて、陰に陽に能力のなさを責められつつ修行に明け暮れる毎日は、和かず音ねがわずかに感じさせてくれる〈家族〉の暖かさなど、またたく間に吹き消してしまうようなことばかりだった。

　それがこんな遠い異国で、無能と無力を理由に追いはらわれた先で、血さえつながっていない意地悪かつ風変わりな女魔術師にむかってその言葉を使っている。

　しかもそれが、これまで口にしたどんな言葉よりも正しいという確信がある。

　自分でもどうかしてしまったのではないかと思うが、同時に、自分は完全に正気だとも感じていた。これほどまでに頭がはっきりしていたことはないくらいに。

　ジンジャーは灰色の瞳ひとみをさらに昏くらく翳かげらせた。森の奥の、光を浴びたことのない沼のような色だった。

「それがおまえの望みだってんなら、そうすることはできる」

　ようやく、のろのろと口を開いた。

「だけど、後悔するなよ――したって遅いんだからな。いったんはずした〈影〉の加護は、母さまがまた宣言するまでもとには戻らない。もし何かがあっても、俺たちは何もできないぞ。助けに行くことも、報復することも」

「うん、わかってる。だからそれは、美み弥や子こさんや和音たちに使ってあげてよ。僕は大丈夫、きっとなんとかなるからさ」

「このバカアスパラガス」

　じっと遼太郎を見つめながら、吐き捨てるようにジンジャーは言った。瞳はゆっくりと色を変え、黄昏たそがれのような濃い青紫になっていた。

「たかが一山一ペニーのアスパラガスのくせして。調子に乗ると一発くらわすぜ。俺にえらそうな口利きやがって、どうするか見てろ、バカアスパラ」

「どうするの？」

「……戻ってきたら、俺のことどっかつれてけ」

　ぐっと顔を近づけて、ジンジャーは囁ささやいた。美弥子と和音には聞こえないように。

　遼太郎は面食らった。

「連れてくって、どこへ」

「どこでもいい。ハムステッドに弁当持って行くとか、シデナムの水晶宮クリスタル・パレス見に行くとか、どっか、そういうとこだ」

　遼太郎はますます面食らった。

「それはいいけど、でもなんで」

　女の子ってなぜこういつも支し離り滅めつ裂れつなんだろう。

「う、うるさい、言わせるなこのばかたれ」

　そばかすのある頬ほおがほんのり赤く染まっていた。

「いいか、約束したからな。約束破ったら、俺は怖いぞ、わかってるな、この一山なんぼのバカアスパラガス。約束、約束、約束だからな」

　そう口早に言い切ると、ジンジャーはさっと手を伸ばして遼りよう太た郎ろうの両頬、額ひたい、唇くちびる、そして胸に触り、小さく呪じゆ文もんを唱えて、そろえた指先を口にあてた。

　急に、ずしりと空気が重くなったような気が、遼太郎はした。これまで、気づかないまま支えてくれていたガラスの覆いがはずされたような感じだった。

「そのメダルはそのまま持ってろ。今のところそれには何の力もなくなったが、ま、気休めにはなる」

　遼太郎はうなずいて、服の上からしっかりと小さな女神のメダルを握りしめた。

「じゃあ、そういうことだ」

　なにかを振りきるようにジンジャーは向きを変えて、騎士ジャンに向かいあった。

「このへなへなアスパラがそっちといっしょに行く。ただし、ほかの奴らは代わりに〈影のロンドン〉が引き受けた。これ以上、ここの人間に手出しは許さん。とっとと出てけ、カトリック。できればイギリスそのものからな」



    

  
    
      



    

  
    
      



　しばらくののち、モンフォーコン邸ていは再びしんと静まりかえった。

　窓の明かりはすべて消え、鎧よろい戸どが閉ざされて、まるでカタツムリのようにすっかり身体からだを引っこめて息を殺しているかに見えたが、その屋根の上で、ひょこりと頭をもたげたものがあった。

　一匹の、小さな猿だった。

　猿は白い毛に取りまかれた頭を上げて風の匂においをかぐと、気に入らない、とでもいうように、短い鼻はな面づらにしわを寄せて歯を剥むきだした。

　もぞもぞと立ち上がり、ぱっと背中の羽を開く。黒い蝙蝠こうもりの羽が、しめった夜風にはためいた。小さな両手に、長い棒のようなものを持っている。

　てっぺんについた楕だ円えん形けいの切り子玉が、鈍にぶく赤い光をしたたらせた。

　バイロン卿きようはキイッと高い叫び声をあげると、大きく羽を広げ、主人の仕込み杖づえを持って、ロンドンの夜空に飛び出していった。



    

  
    
      


　　第三幕　崩壊の記憶
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　いつもいつも、祈っていた。

　何に祈るのかも、何のために祈るのかも教えられないままに。



『貴女あなたさまは聖なる御方、〈聖なる血セイクリツド・ブラツド〉を受けつぐ御方』と皆はいう。

　けれども、『聖なる』とはなんだろう。わたしには意味がわからない。『聖なる』ということは、まわりで街が、畑が、建物が灼やかれても、人が血を流しても、傷ついても、死んでも、知らないふりをして自分だけが逃げ出すことなのだろうか。

　いつも、祈ることだけしか教えられてこなかった。

　ほかに何かをしようとすれば、『聖なる御方が、汚れた俗ぞく世せのことに手をおだしになってはいけません』と叱しかられた。

　まるで、わたし自身が疫えき病びようで、触ふれられれば『聖なる』という病やまいが広がってしまうとでも言うかのように、皆はわたしを怖おそれ、ひれ伏し、足もとに頭をすりつける。

　そんなこと、わたしはちっとも望んでいないのに。

　城壁にまた石が投げつけられる。悲鳴が、絶叫がここまで聞こえてくる。

　聞き覚えのある声、いいえ、ほとんどは、わたしにとって親しいものの声ばかりだ。たった二百人しかいない山の城。

　周囲を取り囲むのは、何千人ものフランス王と教皇の軍。

　もちろん、わたしは見ていない。攻撃が始まって以来、わたしは城の奥の礼拝堂に入れられて、そこでずっと祈り続けている。

　城の人々のためではない。ほかに、することを知らないからだ。

　祈る対象も、祈る目的も知らないのに、どうしてこんなに懸命に祈り続けられるのかは、わたしにもわからない。

　わたしは、いったい何を祈っているのだろう……。



　わたしの身体からだにはある秘密が秘められている。

　その秘密のためにわたしは『聖なる』と呼ばれ、〈聖杯サン＝グラール〉とも呼ばれる。城の外を埋める大軍は、わたしを求めているのだとなんとなくわかっている。昨日、わたしを密ひそかに城の外へ逃がす相談をしているのを、こっそり聞いてしまった。

『〈聖なる血セイクリツド・ブラツド〉を反アンチキリストたる教皇に渡してはならぬ』という呟つぶやき。

『彼女をベズの要よう塞さいへ。そこならばいましばらく、時間を稼ぐことができよう』

　わたしの意見は求められない。いつものように。



　思い出す。

　わたしの母、祖母、曾そう祖そ母ぼたち、そしてそれより先の古い母たち、みんなそうだった。

　彼女たちは『聖なる』者としての名を冠かんされて生まれ、祈りと、指示に従うこと以外は何一つ教えられずに育つ。

　そしてある程度の歳としになると、慎重に選ばれた候補者とめあわされ、子供を孕はらむ。

　子供はいつも女の子だ。

　そしてたいていは、子を産むときに彼女は死ぬ。

　死んだ彼女の記憶は生きている子供に受けつがれ、そうやって子供は、母親でもある彼女になる。

　そんなふうに積みあげられてきた記憶が千年分、わたしの中には積もっている。

　意味のない祈りと従順と、『聖なる』言葉、ただただ意味のない、祈り、祈り、祈り。

　目的のない祈りは呪じゆ詛そに変わりはしないだろうか（『呪詛』なんて言葉を知っていると知られたら、どんなに責められることか！）。わたしは、もしかしたらこの城の破滅さえ祈っているかもしれない。もちろん、自分自身も含めて。

　わからない。

　何に、何のために、何を祈っているのかもわからないのに、そんなことを考えてどうなるだろう。

　わたしはただ祈っている。

　――何のために？



　場面が揺れ、すり替わる。

　血で汚れた手と地面が見える。視界は涙でにじみ、抑えようとしても、こみあげてくるすすり泣きに喉のどがひきつる。

『モンセギュールの生き残り！』

『異端者の子！』

　ああ、そのとおり、私は異端者の娘だ。

　すでにあの戦いから四百年がたったというのに、ここの人々は、だれ一人それを忘れてくれようとはしない。

　それというのも、あの戦いで、ある大切な宝が失われてしまったからだ。

　探索の手がさまざまに伸ばされたが、ついにそれは発見されることがなかった。

　私と、私の血筋がこうやって生き延びられているのは、いつかその宝物が世に現れたとき、その宝物を見つける役目を引き受けるためだ。

　まるで役に立つ猟りよう犬けんのように、私たちの血族は彼らに飼われている。

　役に立たなくなったら、撃ち殺されることも含めて。

『異端者の子！　異端者の子！』



『聖なる』とはなんだろう。『異端』とはなんだろう。

『役に立つ』とは、『力』とは、『祈り』とは『自由』とはなんだろう。

　わたし／私／僕／にはわからない。彼らが求めているのは結局、この身体からだに秘められている力と秘密だけで、わたし／私／僕／自身のことなどどうでもいいかのようだ。

　祈りはすでに呪のろいだったのかもしれない。求めた自由は牢ろう獄ごくだったかもしれない。

　わからないことだらけのまま、手探りで、闇やみの中でわたし／私／僕／は祈っている。

　何を？



　――わたし／私／僕／自身をほしいと言ってくれる人は誰かいないのだろうか、と。





「――……あ」

　何かに殴られたように、いきなり遼りよう太た郎ろうは頭を上げた。

　とたんに、くらっとした。口の中がひどく苦く、砂すな嵐あらしのなかを歩いていたかのようにざらついている。

　いろいろと混乱した夢を見ていたように感じたが、よくは思い出せなかった。ただ、胸をえぐられるような悲しみと、どうしようもない焦燥感だけが頭に残っている。

　起き上がろうとしてみて、転んだ。

　振り返ってみると、足首が布を巻いた鉄の足輪につながれ、細い鎖がベッドの下へ伸びている。狭い石造りの部屋で、どうやら、どこか下町の放棄された礼拝堂か何からしい。

　ベッドは幅の狭い木製で、小指の厚さほどもないマットレスと毛布が一枚、木の枕まくらがひとつ転がっているだけ。身体からだがぎしぎしいうのも、これでは無理もない。

「……結局閉じこめるんじゃないか」

　なんだよもう、とぶつぶつ言いながら、情けない思いではめられた足あし枷かせをゆすってみた。びくともしない。

　そばの机には固いパンとチーズ、水が置いてあったが、からからの口で見るからにレンガのような固パンに挑戦してみる気は起きなかった。

　口々にわめき立てる美み弥や子こや和かず音ね、アレックスをジンジャーにまかせてモンフォーコン邸ていを出てから、すぐに目隠しをされ、どこかに押し込まれた。

　猿ぐつわをはめられ、耳栓までされる直前、騎士フィリップの声で「いい気味だ、異教徒め」と言う声が聞こえ、手ひどく脇腹を蹴けられた。

　どうやら、それきり意識を失っていたらしい。ここまで運ばれたことはおろか、いったいどこをどう通ったか、ここがどこなのかも、まるで覚えがないとくる。

　格好のいいことを言って大おお見み得えを切ったあげく、このていたらくとは、美弥子やジンジャーに知られたらきっと大目玉だ。運ばれる最中に気絶したふりで油断させておいて、せめて、彼らの拠点の位置だけでも知っておこうというつもりだったのに。

（ラドルさんの読んでる小説みたいにはいかないもんだなあ）

　ラドル夫人の愛読する悪漢小説の中では、主人公はほとんど際限がないかと思われる体力と悪知恵とを駆使して危地を脱し、袋に詰めこまれて馬に三時間引きずられたあと、暴走する列車の上で敵とナイフで格闘することなど朝飯前。だのに、たかが一発脇腹を蹴られただけで、今まで気絶していたとは少々男としてなさけなくはないか。

　しめっぽい臭においが鼻をつく。四方の壁は分厚くて高く、背丈の三倍はある位置に小さな四角い明かりとりが空あいているが、たとえ手が届いたとしても片腕を出すのが精いっぱいのあそこからは、どんなことをするのも不可能だろう。

　かび臭さにまじってかすかに漂ってくる悪臭は、近くにテムズの流れがあることを示しているが、それだけでは何の手がかりにもならない。

「ああ、もう」

　蹴られた脇腹がずきずきする。

　家に残してきた美弥子や和音たちのことは心配だったが、ジンジャーが引き受けると言ってくれた以上、彼女を信用するほかない。とにかく今は、今は……

　今は……、どうしよう？

「……ん」

　ぎょっとして思わず振り向いた。

　足あし枷かせに気を取られて気づいていなかったが、部屋の反対側の暗がりに、小さな椅い子すと机が置かれていた。

　その椅子に、青い下衣したぎに剣だけをつけたあの少女騎士が座り、机に寄りかかるようにして眠っていた。

　悪い夢でも見ているのか、苦しげに眉まゆ根ねを寄せ、唇くちびるをぎゅっと噛かみしめている。

　机に置かれた小さな燭しよく台だいがまたたき、目尻にこびりついた涙のあとを照らし出した。
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「何を考えているのかね、レギーネ？」

　レギーネは静かに振り返った。銀色の髪がさらりと流れた。暖炉の火がちろちろと揺れ、額ひたいに散った後おくれ髪をかすかな金色に染め変える。

「わたしは何も考えたりしません、お嬢さま」と彼女は言った。

「ただ、少し思い出していただけです――昔のことを。わたしに考えることはできませんが、過去を思い返すことは許されています。ご存じと思っていました」

「ああ、そうだったね。おまえは記憶は持っていても、それに苦しめられることはないのだった。私がそうしてくれと頼んだのにね。どうもここにいると、頭の働きが鈍にぶって困る。こちらへおいで、レギーネ」

　レギーネは両手を組んで跪ひざまずいた姿勢をとき、さらさらと衣きぬ擦ずれの音を引きながら女主人のもとへ進んだ。クリスティーナは金きん襴らん張りのぜいたくな長椅子に横たわり、半なかば腹ばいになって、退屈そうに片方の手をぶらぶらさせていた。

　ぶらつかせていた手をあげて、大儀そうにレギーネを引き寄せる。レギーネはおとなしく身を任せて、女主人の胸に身を寄せた。

　出入り口のない部屋だった。ドアも窓もどこにも存在しない以外、室内の調度には文句のつけようがない。

　大理石作りの暖炉に高価な東洋製のじゅうたん、目の回るような彫刻をほどこした樫かし材ざいの家具に、優雅なクリスタルのランプ、小テーブルには上等のブルゴーニュ・ワインを満たした切り子細工のデカンタがそろえられている。

　確かにこれなら、しがない国家公務員のわびしい一人住まいの部屋とは比べものにならない。住人の出入りが完全に制限されているという一件をのぞけば。

　贅ぜい沢たくな家具の各所にはめだたない形で魔術の護符が刻まれ、部屋の四方と中央にはなにか術の焦点になるらしい球体が鈍くきらめいている。皇帝に飼われたナイチンゲール同様、黄金作りでも檻おりは檻。

「まったく」

　レギーネの髪を撫なでながら、クリスティーナはだるそうに続けた。

「いくらなんでも、もうほとぼりが冷めていいころだと思っていたんだが。ヴァティカンの輩やからというのが、どれだけ盲目かということを計りそこねていたよ。自分じゃ信仰と呼んでる権力と、それから金銭欲マモンに目隠しされて、完全に時代遅れになってることに気づいてない。少なくとも自由主義とイタリア人によってたかって叩たたかれた今さら、プロテスタントの領域まで手を伸ばしてくることもなかろうと思ってたのに。しかも、派遣してくるのが緋ひ十字を身につけた十字軍騎士とは、いやはや、何をかいわんや、だ」

「あの人たちもまた、変われない人たちなのです」

　主人の金髪にそっと頭をすりつけながら、レギーネはささやいた。

「そしてわたしも変われないものです、お嬢さま。でも、あなたは」

「ああ、その話はやめておくれ。どうせまた、うちのあのぼんやりな従じゆう僕ぼくくんがなんとかしてくれる、とかいう話なんだろう」

　いささか乱暴に少女を押しのけて起き直り、クリスティーナはワインのデカンタに手を伸ばした。

「いったいなんだっておまえがあの坊やをそう高く評価しているのか、私には理解できないね。もちろん、彼がお多た華かさんの孫ってことは承知してるが、あの生まれながらの女帝の血を引いてるとは思えないくらいの甘ちゃんぶりじゃないかね。ああいうのは、見ているといらいらする。正直言って不快だよ。なんの力も持ってないはおろか、たとえ戦うときになっても、必要な無情ささえ持てないあんなお子様」

「無力であることこそ、もっとも大きな力となることもあります――あなたはご存じです、お嬢さま」

「ああ、もういいから」

　クリスティーナはうるさげに手を振って、注いだワインを一気に飲み干した。

「今さら思い出させてくれなくてもわかってるよ。今の私の状況こそ、無力そのものさ。

　他人に言ったことが自分に跳ね返ってきた。途方もない間抜けの肖しよう像ぞうってところだ。剣は取り上げられ、〈評議会カウンシル〉総出の魔術で封じ込められ、こうやって、檻おりに入れられたアライグマみたいに飲んだくれてるしか能がない」

　空のグラスを机に置いて、また注ぐ。飲み干す。

「なぜもっと早く自分で出て行って十字軍を始末するか、あるいはいつもみたいにおまえとバイロン卿きようだけ連れてさっさと出て行かなかったのか、自分でも理解に苦しんでるところだ。そうするほうがずっと簡単だったのに」

　レギーネは何か言おうとするように口を開けたが、思い直したように口を閉ざした。クリスティーナは二杯飲み干したばかりのグラスを眉まゆをしかめてにらみつけ、また、デカンタに手を伸ばした。

「あの、すいませんけど、そうがぶがぶ飲まないでくれます？」

　カーテンの陰から実にすまなそうな声がした。

「そのワイン、一本で僕の給料の半分くらいするんですよ。そう水みたいに飲まれちゃ、胸が痛みます。経理課に文句言われるの、僕たちですし」

「知ったことかい。人を檻おりに閉じこめておいて、なんでそこの飼育係の給料のことまで気にしなくちゃならんのかね」

　クリスティーナは遠慮なくデカンタの中身をほとんど空にし、これ見よがしにがぶがぶと飲み干した。

「せっかく黙って檻に入れられてるんだ、飼かい葉ば桶おけの中身くらい自由にさせてくれたっていいだろう。――で、どうなんだね、様子は。〈評議会カウンシル〉として、囚しゆう人じんに教えられる程度の範囲で教えてくれたまえ、ま、そんなものがあるとしてだが」

「ご機嫌斜めですね。まあ、無理もありませんけど」

　シヴィル・セント・クレアはカーテンの陰から出てきて、すっかり空っぽになったデカンタを悲しげな目で見やった。

「いくつかニュースがありますよ。シオン騎士団の四人が姿を現しました」

「ほう」無関心にクリスティーナは言った。

「まあそりゃ、出てくるだろうな。でなきゃわざわざ、イギリスくんだりまでやってきやしないだろう」

「――で、ホルボーンのあなたの家を急襲したそうですよ」

　シヴィルは言った。何でもない風を装いながら、注意深くクリスティーナの様よう子すをうかがっている。クリスティーナは目を伏せて空のグラスをいじっていたが、その指が一瞬、神経質にぴくりと震えたのをシヴィルは見逃さなかった。

「ま、間一髪、あなたはいなかったわけですが」

　と彼は続けた。

「家に残っていたあのかわいいお嬢さんたちや、うちのお坊ちゃん――帰っといてくださいと言っといたのになあ――となにやらごたごたあったみたいですが、最終的には、例の〈女主人クイーン・マザー〉の介入があって、人質を一人とることでひとまず引き上げていったそうです。先ほど、〈影〉の宮廷から連絡がありましてね」

　ちょっと効果を計るように、彼は劇的な間をおいた。

「で、その人質ってのが、あなたんところのあの遼りよう太た郎ろう君だそうですよ。なかなか英雄的じゃありませんか、〈影のロンドン〉の保護を自みずから返上して、仲間たちの代わりにひとり出向いたってことでね。

　その代わり、家に残った女の子たちや、うちの坊ちゃまにはこれ以上手出しをさせないよう、〈女主人〉の権限をもって約束させたそうですが。どうしました？」

「あの小生意気なくそガキめ！」

　叫んで長椅い子すから飛び上がったクリスティーナは、見るからにかんかんになっていた。

「なんでそう怒るんです？　立派なものじゃありませんか。皆のために自らを犠牲に差し出す。誰にでもできることじゃありませんよ、しかも、ほんの十五、六の男の子が」

「やかましい」

　大おお股またに部屋の中を行ったりきたりしながら、クリスティーナは怒ど鳴なり散らした。

「いったい誰がそんなことをしろと言ったんだ？　あのあつかましい、田舎者の、身の程知らずの大馬鹿者が！　くそ度胸だけで世の中が生きていけるとでも思うのか、自己犠牲なんぞくそくらえだ！　力のない者の祈りなど、世界は聞き届けてくれないのだと何度言ったらわかるんだ？　しかも、私をねらってきた奴らの人質になると申し出た？　それで私がほだされて、助けてもらえるとでも思ったのか、あの馬鹿の、お人ひと好よしの、ぼんやりものの大間抜けの――」

「そんなにわめきちらさないでくださいよ。少なくとも、あの少年のおかげで、われわれはシオン騎士団の位置を確かめることができたんですから」

　クリスティーナは振り上げかけた拳こぶしをおろしてぐるりと振り向いた。「なんだって？」

「先日、お宅にお伺うかがいしたときに、お家の方々にまあ、いわば魔術的なベルをつけておいたんですよ。ほら、ネズミが猫の首につけようと言って相談したあれみたいな」

　シヴィルは無邪気そうに目をくるくるさせていた。

「それで、騎士たちが遼りよう太た郎ろう君を連れてってくれたおかげで、根城にしてる場所がわかりました。これからうちの紳士方ジエントルメンを連れて、逆襲の旅に出発です。ああ、何もかもきれいに始末したら、ちゃんとなつかしの我が家にお返ししますからご安心を。けなげな従じゆう僕ぼくくんもしっかり助け出してきてあげますよ、できればですけど。あなたはわが国がカトリックに対して優位を保つための、重要な鍵かぎですからね。不快な思いはおさせしませんよ」

「放ほうっておけばいい、あんな生意気小僧。くそ忌いま々いましいったらない」

　歯をむいてクリスティーナは唸うなった。

　では、と一礼して、シヴィルは立った姿勢を崩さないまま、その場ですうっとかき消えた。

　またレギーネと二人きりになったクリスティーナは苛いら々いらとデカンタに手を伸ばし、空にしてしまったことを思い出して、今にもグラスを壁にたたきつけそうな顔をした。

「不快だ。何もかも、不快なことだらけだ。気に入らない」

　子供のように膝ひざをかかえて吐き捨てる。

「どいつもこいつも、私の手が届かないのをいいことに勝手なことばかりする。あんな子供にかばわれるなんて、屈くつ辱じよくこの上ないよ、そう思わないかレギーネ。こともあろうに私が、この私がだよ、あんな東の端っこの国の、甘ちゃんの子供に……」

「でも、あなたは心配しておいででしょう、彼のことを。それから、家の方々のことも」

「心配？」

　眉まゆをしかめてクリスティーナは言い返した。

「いいや、心配なんかしていないね。なんで私があんな奴らのことを心配するんだい。私が心配するのはおまえだけだよ、レギーネ、それから、私のこの身体からだと……〈私〉自身はどうでもいい、この〈身体〉と、おまえだけが重要なんだ、レギーネ、そうだろう。それだけがあれば、私は、世界の何がどうなったってかまやしない、カトリックもプロテスタントも、英国もローマも教皇も勝手に滅ほろんでしまえ、あんな家も……家だって……」

　ふいにクリスティーナは口をつぐんだ。何かがのどにでも詰まったように、言葉を押し出そうとしてもなかなか声が出てこないことに自分でも困惑しているようだった。

「お嬢さま」

　レギーネはふわりと両腕を広げて女主人を抱きかかえた。

「わたしは生きていません。わたしは人形です。でも、あなたは生きていらっしゃる。

　それが答えです、お嬢さま――あなたもまた生きているもの、そして変わってゆかれるもの、わたしには、それがわかります」

「いやだ」

　低い声でクリスティーナは言った。レギーネの小さな身体からだに両手を回し、銀髪に強く顔を埋める。

「私は、変わったりはしない――いつまでもこのままだ、レギーネ、おまえといっしょに、いつまでもこのままでいる。変わるものか、レギーネ、変わるものか」





　あまり急に立ちあがったので、足首に鎖がついていることを忘れていた。

「あ、わ、うわっ」

　遼りよう太た郎ろうはつんのめり、倒れかけ、ベッドの端に手をつくことで逃れようとしたがよけいにそれで派手な音をたてた。やわなベッドは大きくかしいでドスンと音をたて、少女が、あずけていた手から弾はじかれたようにはっと頭を上げた。

「き、貴様、動くな！」

　立ちあがって叫んだ瞬間に、こちらも大きくよろめいた。椅い子すの脚あしと自分の足との間に置いていた剣がひっ絡まり、前へ飛び出すような形になったのだ。

　遼太郎は水に飛びこむようなスタイルでなんとか脇腹をぶつけるのだけは避け、痛めた膝ひざを撫なでながら肘ひじをついて起き上がった。

　頭を上げるとちょうど正面で、少女騎士が、半分泣きそうな顔で足にからまった剣と格闘していた。手を止めて、ふとこちらを見た。みるみるうちに頬ほおが赤く染まった。

　なんとも間の悪い沈黙が流れた。

「あ、あの」遼太郎はつっかえつっかえ言った。

「あの、ゆっくりしてくれていいから。僕、動けないし。ほら、鎖つけてるから。君、見張り？　名前は？　どうして泣いてたの？」

　ずいぶん馬鹿なことを訊きいたものだ。ピカデリーの警官ではあるまいし。

　少女はますます頬を染めると、やっとはずした剣を引き寄せ、ものすごい勢いでフランス語をまくしたてながら、何度も乱暴に目をこすった。どういう内容だったかはまさに神のみぞ知る。なんとなく、腹を立てたときの美み弥や子こを思い出させる仕し草ぐさだった。

「あっちへ行け」

　やっと英語に戻って、彼女は言った。

「あっちへ行け。下がれ。私に近づくな、異教徒め」

「わかったよ、ごめん。そんなに怒らないで」

　ゆでたようにまっ赤な顔をして剣を抱き寄せている少女に、いつまでも腹を立てていられるわけもない。遼りよう太た郎ろうは両手を上げてゆっくり後ずさりし、ベッドに腰をおろした。

　遼太郎が座ってしまうと、少女の肩から力が抜けた。

　自分もぽてん、と椅い子すに腰を降ろす。ずいぶん疲れているようだった。

　そりゃそうだろうな、と遼太郎は思った。あの鎖かたびらとか、剣だって、ずいぶん重そうだもの。いくら日ごろから鍛きたえているとしても、こんな細い女の子が一日あんな重そうな格好で走りまわって、疲れていないわけがない。

「あの」

　遼太郎が口を開くと、またびくっと身をすくめた。せいいっぱい眉まゆをつり上げ、剣の柄つかに手をかけて、威い嚇かくするように歯をむいてみせる。

「話しかけるな、けがらわしい。切って捨てられたいか、異教徒」

「異教徒異教徒って、やめてくれないかな。僕は跡あと部べ遼太郎だって、さっき、あの……ええと、モーリスって人に言ったじゃないか――うわっ」



    

  
    
      



    

  
    
      　ひゅっと音がして、鋭い切っ先が目の前に突きつけられていた。剣の向こうで、青い瞳ひとみが怒りにぎらついている。

「異教徒が、聖なる騎士の名を軽々しく口にするな」

　少女は押し殺した声で言った。

「騎士モーリスは高潔な、心の広いお方だ。だが、私までが貴様を同じように扱うと思うな、異教徒め。今度あの方の名を声に出したら、その口を左右に切り裂いてやるから、そう思え」

「……わかったよ、ごめん。ごめんってば」

　剣が消えた。

　少女はふいと横を向くと再び乱暴に椅い子すに腰を降ろし、顔をそむけたまま、すねたように唇くちびるをかんであごを手で支えた。「まったく」と呟つぶやく。

「騎士モーリスのお気がしれない。こんな無礼な異教の子供の、いったいどこがお気に召したのやら」

「僕がどうかしたのかい？」

「口をきくなと言ったろう、異教徒」

　とりつくしまもない。

　遼りよう太た郎ろうはしかたなく黙りこみ、具合の悪い思いをしながらベッドの上に足を上げて、膝ひざをかかえこんだ。

　少女は蝋ろう燭そくの明かりに照らされた横顔をこちらに見せて、じっと目を伏せている。何かを考えているようだった。金色の長い睫まつ毛げが青い瞳ひとみにけむるように影を落として、男のように短くまとめた髪の下の細いうなじに、影が揺れる。

「その、さっきの話だけど」沈黙に耐えられなくなって、遼太郎はまた口を開いた。

「なんだか、泣いてたみたいだったけど、どうしたの？　夢でも見てた？」

　じろりと睨にらまれた。

「口をきくなというのがわからないか、貴様」

「それはわかったけど、黙ってるとなんだかむずむずしてくるんだよ。クリスティーナの家っていつもやかましいから、しゃべりっぱなしが普通だったんで」

　そう言ったとたん、いつもの夜の食卓や居間がどれだけにぎやかかを思い出して、思いがけないほどにぎゅっと心臓が痛んだ。

　少女はふんと鼻を鳴らした。

「嫌なら、別に返事してくれなくてもいいから。風が鳴ってるとでも思って無視しててくれればいいよ。なんなら眠けざましにもなるだろうし」

「黙れ馬鹿者」

　眠っていたことを指摘されたと思ったらしく、またかっと頬ほおが赤くなった。

「あ、返事してくれたね。そうだ、名前、なんていうの？　あ、わかってる、口には出さないから」

　憤ふん然ぜんと口を開きかけた少女を、手をあげて制止する。

「ただ、君のこと、なんて考えたらいいのかよくわからないから。うん、これも、嫌なら聞き流してくれていいし。かまわないなら、言ってみておくれよ」

「……シャルロット」

　かなり長いあいだ、無言でいてから、いかにもしぶしぶといった顔で少女は投げ出すように答えた。

「シャルロット・ド・モンセギュールだ、異教徒。だが名を教えたからといって、私が貴様に気を許すと思ったら大間違いだぞ」

「わかってる、わかってるよ」シャルロットか、と遼りよう太た郎ろうは思った。そういえば、クリスティーナの家にいたときにも、そんな風に呼ばれていたような気がする。

「疲れてるんなら、寝てもいいよ。僕は動けないし、この鎖、かなり短いし」

「うるさい。貴様には関係ない」

　また目をこすり、肘ひじをつきかえて、いくらか呆あきれたように遼太郎を見つめた。

「まったく、小うるさい男だな。異教徒の男というのは、みんなそんなにべらべら喋しやべるものなのか？　騎士モーリスとは大違いだ。あの方の言葉はつねに必要なことしか含まず、賢明で、しかも正しい。剣を執とらせれば並ぶ者もない」

　あこがれにも似た口く調ちようがまじった。

「騎士の中の騎士とはああいう方のことを言うのだ。私のような者にさえ、剣を教えてくださった。私も女でなければ、あのような方になりたかった」

「でも君は騎士じゃないの？　だって、騎士団といっしょにここに来てるじゃないか」

　この質問は、なぜかシャルロットの痛いところをついたようだった。しばしゆるんでいた唇くちびるがまたもぎゅっとひきしめられ、突き殺さんばかりに彼女は遼太郎を睨にらんだ。

「貴様ごときの気にすべきことではないといっただろうが、異教徒」

　言い捨てた声は氷の針のようだった。

「もう喋しやべるな。一言でも口をきいたら、次は、問答無用で口を裂いてやる」

　脅おどしか本気かよくわからなかったが、彼女が内心ひどく傷ついているようなのを察して、とにかく遼太郎は黙った。

　しばらく、重苦しい時間が過ぎていった。寝るわけにもいかず、遼太郎はベッドの上で膝ひざをかかえて、蝋ろう燭そくが少しずつ減っていくのを見ていた。

　シャルロットも同じように蝋燭の灯ひに目をそそいで、その中に、何かを見いだそうとするかのようになかば瞼まぶたを降ろしていた。涙のあとが、まだわずかに目尻に残っている。

　遼太郎はさっきの夢の断片を思い出し、ふいに胸が痛むのを覚えた。どうして泣いていたの、とまた訊ききそうになったが、そんなことを口に出したら今度こそ口を横に裂かれそうだったので、我慢した。

　扉がコツコツと鳴った。

「何も問題はないか？　騎士シャルロット」

「騎士モーリス」

　シャルロットは弾はじかれたように立ちあがった。たてつけの悪いドアがきしみながら開き、低い戸口から、騎士モーリスが洞どう窟くつをくぐるようにして姿を見せた。室内をさっと見わたし、ベッドの上にちぢこまった遼りよう太た郎ろうと、椅い子すのそばで直立不動になっているシャルロットを眺めて、口もとをゆるめた。

「そう固くなる必要はない。貴公も楽にしたまえ、リョウタロウ。自ら捕ほ縛ばくを申し出た捕ほ虜りよに鎖をつけるのは礼儀に反しないかと私は指摘したのだが、受け入れてもらえなかった。その点については申し訳ないと思っている。痛むところはないかね？」

「ありません、大丈夫です。ありがとうございます」

　フィリップに蹴けられた脇腹はまだしくしくしていたが、遼太郎は隠して礼を言った。

「ふむ」

　騎士モーリスは遼太郎を上から下まで吟ぎん味みするように眺めたが、指摘するのは控えたようだった。

　かわりにぴんと突っ立っているシャルロットに目を移して、くだけた口く調ちようになり、

「で、彼とは何か話し合えたかね、シャルロット？　おまえにとってはずいぶんめずらしい話も、彼なら知っているだろう」

「異教徒と話し合う言葉など持ちません、騎士モーリス」

　裏腹に、こわばった口調でシャルロットは答えた。

「私はシオン騎士団の一員です。私は神の言葉、神の声しか口にせず、耳にしないように教えられてきました。今さら異教徒の、俗ぞく世せに穢けがれた話など、聞く気は毛頭ありません」

「シャルロット――」

「子供のようにおっしゃらないでください」

　ぴしゃりとシャルロットは言った。

「私は騎士シャルロットです、騎士モーリス。あなたと同じ、あなたとともに戦える、シオンの騎士です」

　なだめるように伸ばされた手を、シャルロットは頭を振って振りはらった。短くまとめた髪から後おくれ毛がいく筋も額ひたいに散りかかって、小さな口をつんととがらせたその顔は、だだをこねている、意地っぱりな女の子のそれだった。

「ほかにご用がないのでしたら、失礼します。騎士ジャンに、引きつづき〈聖杯サン＝グラール〉の居所をさぐるよう、命令を受けていますので。それでは」

　剣をつかんで持ちあげると、騎士モーリスの返事も待たずにさっと出て行ってしまった。取り残された格好の二人はどちらからともなく顔を見合わせ、騎士モーリスがちょっと肩をすくめたのを合図に、遼太郎は場もわきまえずぷっと吹き出してしまった。

「すいません」

　手の甲で笑いを隠しながら遼太郎は詫わびた。

「でも、なんだか僕の知ってる女の子たちとあんまり変わらないなあ、って思って。どうして女の子って、時々あんなふうに意味不明になるんでしょうね」

「さあな。それがわかれば、世界の人間の半分はもう少し幸せになるのかもしれんが」

　彼自身も覚えのあることなのか、苦笑混じりにそう言って、騎士モーリスはシャルロットの座っていた椅い子すにゆったりと腰を降ろした。

　見張りの交代に来たのか、と思われたが、そういうわけでもないようだった。騎士モーリスはくつろいだ様子で足を伸ばし、雨漏りと黴かびでいくつも染みのできた天井を憂ゆう鬱うつそうな顔で見あげた。

「君がさほど気にしてくれていないようで嬉うれしい」

　くだけた口く調ちようのまま、彼はゆっくりと言った。

「騎士ジャンや――フィリップは――こう言うのも何だが、多少視野の狭い部分がある。

　こういうことを口にすると、私自身も責められそうだが、まあひとりごとを言いに来たとでも思ってくれ。彼らに言わせれば私こそシオンの騎士にふさわしくない、不ふ真ま面じ目めきわまりない男に思えるだろうが」

「おかまいなく。でも、シャルロット、でしたっけ、あの子はあなたのこと、だれよりすごい方だって言ってましたよ。彼女に剣を教えたのもあなたなんでしょう、騎士モーリス。とても尊敬しているようでした、あなたのこと」

「モーリスでいい。ここではお互い、ひとりごとを言っているだけだからな、まあそういうことにしておかないか。シャルロット、か」

　騎士モーリス――モーリスの頬ほおに小さく笑みが浮かんだ。

「あの娘こはほとんど誰からも放ほうっておかれて育ったからな。それでいて、行動の自由はほとんど許されなかった。いつも監視され、何かといえば責められて、時にはこれといった理由もなく打たれたりしていた。モンセギュールの生き残りの子孫であることは、彼女自身の罪ではないのにな」

「シャルロット・ド・モンセギュール」

　先ほど彼女が名乗った名を思い出して言った。フランス語に対するわずかな知識をひっくりかえしてみて、

「ええと、確か『モンセギュールのシャルロット』という意味になるんでしたっけ」

「そうだ。われわれ聖騎士団の者は、叙じよ階かいを受けた時に世せ俗ぞくの姓を捨てて名前と出身地を姓として名乗るようになる。私は『ラ・トゥールのモーリス』だな」

　腹の上に手を組み合わせて、モーリスはちょっと遠くを見るような目をした。

「君は知らないかもしれないが、モンセギュールというのは昔、〈聖杯サン＝グラール〉を奉じる異端者が根城にしていた土地の城の名前だ。彼女はそこの者の子孫で、代々その血筋は〈聖杯〉に対して、ある特別な共感能力を持っている。

　そのために彼女は騎士団の一員に数えられている、というより、監視下に置かれている。私が初めて会ったとき、彼女は十歳ほどだったが、ほとんど文字も、言葉すらも教えられておらず、真冬でも麻のシャツ一枚で寒さに震えるまま放っておかれていた」

「どうしてそんなことが」

　遼りよう太た郎ろうは衝撃を受けていた。

「だって、聖騎士団っていうからには、それなりに神様とか、そういうのと関係のあるところなんでしょう？　僕はキリスト教はよくわかりませんけど、でも」

「君に対するフィリップの態度を見ればわかるだろう。彼女は異端者の血を引いている、それだけで、生まれながらに重大な罪を負っていると見なされることになる。本来なら抹殺されるところを、〈聖杯サン＝グラール〉探索のために、細々と血筋をつながされてきた一族なのだ」

　モーリスの口く調ちようは苦かった。

「どこの誰の子供に、どうやって生まれるかなど、選べるものではないというのにな。それはともかく、子供にこれではあまりにひどいと思ったので、私は騎士長――騎士ジャンだが――と教皇庁に抗議して、とにかく最低限の衣服と食物、それに、できれば騎士団の一員としての教育を与えられるように交渉した」

「それで、彼女はあんなに尊敬しているんですね。あなたのこと」

「どのような生まれであれ、幼い子供にはどのような罪もない」

　はっきりとモーリスは言った。

「これもたぶん異端的な発言と見なされるだろうが――かまうものか、どうせひとりごとだからな（彼は片かた頬ほおをゆがめるようにしてにやりとした）。主しゆなるイエスは常に子供たちの友であり、弱い者、悲しむ者のかたわらに立つお方だった。

　私は、剣を手にした修道僧であるシオン騎士もまた、主なるお方のひそみに倣ならうべきだと考えている。戦いを挑まれたならば雄々しく立ち向かうべきだが、抵抗する力のない者をただ無意味に殺さつ戮りくするのは、騎士としても、またキリスト者としても、恥ずべき行為だと感じている。賛成する者があまり多くないのは残念なことだが」

　ふと言葉を切って、しげしげと遼太郎を見つめた。

「妙な気分だな。これまで、こういうことを他人にしゃべったことは一度もないのだが。シャルロットでさえ、私のこういう考えは知らずにいるだろう。君には何か、不思議なものがある、東洋の少年。私のような者の口さえ開かせる何かが」

「ひとりごとだからですよ、きっと」

　なにげなく遼太郎は答えた。

「ひとりごとだから、なんでも好きなことが言えるんです。僕だって、美み弥や子こさんや和かず音ねが殺されると思ったときは夢中だったけど、今はあなたとこうして話しているのも、そこそこ悪くないような気がしてるし。もちろん、クリスティーナのことは心配ですけど」

「クリスティーナ」

　誰だったか、というように眉まゆ根ねにしわを寄せて視線を上に向け、

「ああ。〈聖杯〉のことか。君たちはそう呼んでいるんだな」

「そうですよ。だって彼女は人間ですし。それは、まあ……ちょっと自分勝手だし、変わり者だし、口は悪いし、意地悪なところとかもいっぱいあるけど」

　遼太郎はちょっと口ごもり、

「でも、とにかく、僕にとって彼女はクリスティーナっていう〈人〉で、いろいろ迷惑な部分とか腹の立つことはあっても、やっぱり、いないとちょっと物足りないんです」

「そういうことを指摘されるのは、妙な気分だな」

　思案げにモーリスはあごを撫なでていた。

「われわれにとっては、だいたい察せられるだろうが、〈聖杯サン＝グラール〉は単に〈聖杯〉であって、それ以外のものではなかった。〈聖杯〉が人間でもある、というのは知っていたつもりだが、こうして〈聖あ杯れ〉を人間として語るものがいるということを知ると、実に妙な気分になる」

「でも、ほんとのことですよ」

　遼りよう太た郎ろうは熱心に主張した。

「クリスティーナはあなたたちの言う〈聖杯〉かもしれないけど、それ以前に、僕にとってはちょっと迷惑ではあるけど、欠かせない人なんです。

　そういえば、訊ききたいと思ってたんですけど、どうしてクリスティーナが〈聖杯〉って呼ばれてるんですか？〈聖なる血〉の者って呼ばれてるのも聞いたことありますけど、これ、何か関係があるんですか」

「うむ」

　モーリスはしばらく遼太郎の顔を観察していたが、やがて思いきったように、

「本来なら騎士団の者以外に話すべきではないのだが、君には話しておいたほうがいい――いや、君には聞く権利がある、と私は思う。つまり、こういうことだ……」

　モーリスが話したことは、遼太郎は知らないことだが、シヴィル・セント・クレアが、モンフォーコン邸ていでクリスティーナ自身に語ったのとほぼ変わらない話だった。ほぼ予想のついていた遼太郎はさほど驚きはしなかった。カタリ派に対する虐ぎやく殺さつやキリスト人間説に関するマグダラのマリアの流る浪ろうと〈聖杯〉、シオン騎士団の前身となったテンプル騎士団に関する物語には、強く心を動かされた。

「すると、君は知っていたと言うのかね。君の主人――クリスティーナ――の正体がなんなのかということを」

「知っていたとはいえないと思います。でも、以前にあったいくつかの事件を考え合わせて、もしかしたらそうじゃないかと思っていたとたんに、あなたたちが来たんです。でも、そうすると、クリスティーナを連れ出していったシヴィルさんは、英国の国家機関の人間だっていうんですか？　どうもそうは見えないんですけど、あの人」

「おそらくはそうだろう。君の友人の家庭教師として彼女に近づいていたのも、監視目的か、あるいは、正体を探る算段をしていたのかもしれない。〈聖杯〉の正体は、ローマを含めておそらく英国においても極秘事項だったろう」

　それで、今回のことを知らされたおかげであわてて家にやってきて、クリスティーナを確保していったわけか、と思った。

　急に、猛烈に腹が立ってきた。

　誰も彼も、どうしてクリスティーナを放ほうっておいてやらないんだ？　それはまあ、いろいろとはた迷惑な人だし、腹の立つことも多いっちゃ多いけど、〈聖杯サン＝グラール〉なんて呼ばれてまるで物みたいにやりとりされるようなことがあっていいはずがない。

　そんなこと、誰に対しても許されるはずがない。まるでその力だけが大事で、人間としての心なんてどうでもいいんだなんて扱い、そんなことが。

（――あ）

　一瞬、さきほどの夢の断片が頭の奥底をよぎった。夢の小さなかけらが涙のようにちらりと輝き、脈みやく絡らくのない場面のつながりから一連の痛みの連れん鎖さを掘り起こした。

　それは確かに遼りよう太た郎ろう自身にも覚えのあるものだった。僕はこの家にとって、跡あと部べ家にとって、いったい何の意味があるのだろう？　何の力も持たない当主に、どんな意味が？

　次代に力を伝えることも期待できず、恥さらし、役立たずと呼ばれて、無用の代しろ物ものとして海外へ捨てられる、ゴミのように――

「どうした？　ぼうっとして」

　気がつくと、モーリスが気がかりそうに顔をのぞき込んでいた。

「あ。いえ。すみません、ちょっとぼうっとして」

　あわてて謝ったが、頭の中には、今の一瞬に雷鳴のように鳴り響いていったことの残響がまだ続いていた。

「それで、あなたたちとしては〈聖杯〉を――クリスティーナを奪取して、それでどうするつもりなんですか。また閉じこめるんですか、今、英国側がやっているみたいに」

「それはわれわれ騎士団が関与する部分ではない」

　モーリスの口く調ちようはいくらか固くなった。

「われわれの任務はただ〈聖杯〉の奪還であり、それをいかに扱うかは教皇聖下が裁さい可かなされるべきことだ。われわれは神の剣であり、道具であって、神聖な使命を果たしたのちには鞘さやにしまわれるのが筋なのだから」

「そんなの、おかしいです」

　夢中になって遼太郎は言った。自分の無む謀ぼうさにぞっとしていたが、混乱した頭の中から、言葉はあふれでるように流れ出てとまらなくなった。

「だいたい、〈神〉とか〈聖なる〉って何なんですか。なにがどうなれば〈聖なる〉なんて言えるんですか。さっきあなたも言ったじゃないですか、モーリス、『誰の子にどう生まれるかなんて選べない、小さい子供に罪はない』って。クリスティーナだって好このんで〈聖杯〉なんてものになったわけじゃない、だからこそ、逃げ出してこの英国に隠れ住んでいたのに、どうして今さらほじくり返したりするんです、それも、たったひとりの人間が命令したからって」

「教皇は神の代理人だ。教皇は間違うことができない、間違うことがそもそも不可能なのだ。その言葉は必ず守られ、その命令は必ず執行されねばならない」

「そんなこと、いったい誰が決めたんです。教皇自身が自分で決めたっていうんなら、そんなずるいことってないと思います。僕はあなたの言うとおり、遠い国で生まれた、キリスト教なんてろくに知らない異教徒だけど、あなたみたいな人がどうして、そんな馬鹿みたいな命令に黙って従ってるのかわかりません。シャルロットにだってあんなに優しくしてあげて、僕にもきちんと接してくれてるあなたが、どうして」

「あまり調子に乗らない方がいい、少年」

　ゆったりとモーリスは言ったが、その口く調ちようは微妙に変化していた。落ち着いた鳶とび色いろの目は笑いではない何かに細められ、危険な光が浮かびはじめていた。

「私は聖騎士であり、剣を持つ修道僧としてキリストと教皇庁に仕える身であることに変わりはない。一度誓いを立てたならば、それが破られることは背はい教きようを意味する。神に対する侮ぶ辱じよくを耳にして聞き流したときも同じくだ。これがお互いひとりごとでなければ、君はいまごろ頭をなくしているころだぞ」

「でも、僕の頭はまだ肩の上にのってる、そうでしょう」

　息苦しいほどに胸が早鐘を打っていたが、遼りよう太た郎ろうは懸命に言い返した。

「僕には何が正しくて、何が間違ってるのか、全部がわかってるわけじゃない。たぶんあなたも、そして、あなたの仲間たちや、きっとあなたに命令を下した教皇も、みんなわかってるわけじゃないんでしょう。

　なのにどうして、〈神〉だとか、〈聖なる〉なんて言葉の下で、すべてを隠してしまえるんです。異教徒のたわごとだと、思うなら思ってください。僕だって自信があっていってるわけじゃない、ただ、どうしても、納得がいかないだけなんだ……」

　息が切れてきて、遼太郎は言葉を切った。

　モーリスはもはや、笑っていなかった。蝋ろう燭そくの光を受けた顔は鷹たかのようにきびしく引き締まり、肩で息をする少年の顔を凝ぎよう視ししていた。まるで槍やりで突き刺されているような強い視線に、遼太郎は全身に震えが走るのをおぼえた。

「騎士モーリス。そこにおいでになりますか」

　厳しい顔のままモーリスが口を開こうとしたとき、扉が乱暴に叩たたかれた。騎士フィリップの声があわてたように、

「英国の手の者にここを発見されたようです。工作員らしき人間が十名ほど、周囲を取り囲んで接近中です。騎士ジャンはすでに出られました、あなたも、迎げい撃げきのご用意を」

「わかった」

　短く答えて、モーリスは――騎士モーリスは立ち上がった。くつろいでいたときとは別人のような、抜き身の剣の冷たさと鋭さを身にまとっていた。軽く衣服を整え、出て行きかけて、ベッドの上の遼太郎をふと振り返った。

「楽しいひとりごとだった。礼を言う、――リョウタロウ」

　どぎまぎして遼太郎はまばたいた。騎士モーリスは言葉を続け、

「だが、私はやはり神の剣としてこの身を捧ささげた男だ。君の言う言葉には正直心を動かされた、だが、私は私の信じる世界を守らねばならん。君が、君の大切に思うものを守りたいと願うようにだ、少年、それはわかるだろうな」

「わかります」

「よろしい」

　またあの片かた頬ほおだけの笑みを、騎士モーリスはわずかに浮かべた。

「私は私の戦いの道を選ぶ。君は君の戦いの道を選ぶがいい、少年。もしもそれがぶつかったときには、また、全力で相手をさせてもらうぞ」

「はい。わかっています」

　それ以上何も言わず、騎士モーリスは部屋を出て行った。最後までかすかな笑みは消えず、扉が閉まったあとも、しばらく遼りよう太た郎ろうの目に残っていた。





　部屋に誰もいなくなると、遼太郎はそろそろと足を伸ばして床の上に立った。

　足首につながれた鎖がじゃらりと音をたてた。ずっとたぐっていって調べてみると、鎖の先はベッドの壁側の足に打ち込まれた釘くぎにしっかり通されており、そう簡単にははずれそうもないことがわかった。

　さほど落胆はしなかった。次の手を探さなければ、と簡単に思っただけだった。

　さまざまなことで頭は混乱していたが、いくつかはっきりしていることがあった。

　自分はここから出て、クリスティーナを捜さなければならないこと、捜して、できれば救出しなければならないこと（彼女が自分のプライドという観点からだけでも嫌がるだろうことは予測がついたが）、そして、みんなで家に帰ること。しかも無事に。

　騎士モーリスは『君は君の戦いの道を選べ』と言った。それは、遼太郎は遼太郎にとっての聖なるものを、〈神〉を、守るために戦えということだ。

　騎士モーリスは自らの誇りと信仰をかけて、キリストと〈神〉のために戦うことに身を捧ささげている。だがその一方で、この東洋の異教徒の少年が、自分の大切なものを守ろうとすることもまた認めてくれた。たとえそれが、彼の信じる〈神〉と〈聖なるもの〉にまっこうから反対しようと、だ。

　それが遼太郎への彼なりの敬意の示しかたであり、遼太郎としては、それに応こたえるためにも必ずクリスティーナを見つけ出し、シオン騎士団にも、むろん英国の手の者にも、渡さずに無事にホルボーンのあの家に、一緒に戻らなければならない。

〈聖なる〉という言葉が何を意味するのか、今もって遼太郎にはよくわからない。

　だが、クリスティーナは故郷をなくした遼太郎が、ここで見つけた家族フアミリーの一員であり、それを守ることが、今の遼太郎にとってもっとも正しいこと――そういっていいなら〈聖なる〉任務――でさえあるのだ。

　騎士モーリスはおそらくそれを理解してくれた。遼太郎としてはなんとしてもここを脱出し、彼の理解に、おそらくはその信頼に、応えなくてはならない。

　鎖の長さの許す限り歩き回り、室内を探す。

　鎖自体はあわてて探してきたものらしく、さほど太くも、丈夫そうでもなかったが、手だけで引きちぎるにはさすがに無理があった。ベッドの足に打ち込まれた釘くぎも、深々と差し込まれている上に、奥すぎて、手を伸ばしてもやっと指先がかすめるくらいだ。もしつかめても、曲げられるほどの力が入れられるとは思えない。

　蝋ろう燭そくは机の上でまだ燃えていた。あの燭しよく台だいを持ってきて、蝋燭立てのとがった部分で鎖を何とかできないかと考えたが、鎖の長さを試してみて断念せざるを得なかった。考えてみれば、あの机のところには届かないように長さが調整されているのだ。

　テーブルの上にはまだパンと水が入った水差しが置かれている。だめでもともとで、あの水差しを割って破片で鎖がどうにかできないかどうか、せめて足首に巻かれた部分の詰め物を削りとって足を抜き取れないかどうか考えていると、頭上で、カサリと音がした。

「ん？」

　上を向いた。細く月明かりの入ってくる小窓から、毛の生えた細いしっぽがたらりと垂れていた。

　しっぽはじれったそうに二、三度と振られると、むくむくした毛玉のようなものになって落ちてきた。床に衝突する寸前になって、ぱっと膜質の黒い翼が開いた。

　ガチャンと床に何か細長いものが落ちた。

「バイロン卿きよう！」

　思わず遼りよう太た郎ろうは叫んだ。

　蝙蝠羽こうもりばねの小猿はぱたぱたと床に舞い降りると、赤い石のついた仕込みステッキを前に、白い牙きばをむきだしていらだったようにきいっと鳴いた。
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　ロンドン橋のたもとに、ひとりの青年が両手をポケットに突っこんで、暇そうに街灯にもたれていた。ガス灯の投げる長い影を見つめながら、いかにも手持ちぶさたそうに軽く口笛を吹いている。



　ロンドン橋落ちる、落ちる、落ちるLondon-Bridge is falling-down,falling-down,falling-down,

　ロンドン橋落ちる、私のかわいいお嬢さんLondon-Bridge is falling-down,my fair lady.



　背後から別の影がさしてきたときも、彼は口笛をやめようとはしなかった。川から流れてくる冷えた霧きりに首をすくめているような風ふ情ぜいで、コートの襟えりに首を埋めながら、



　粘土と木clay and woodとで　作ろうよ　作ろうよ　作ろうよ

　粘土と木clay and woodとで　作ろうよ　私のかわいいお嬢さん



「粘土と木clay and wood」と彼は言った。

「君たちが剣を捧ささげているカトリックもまあこれと同じようなものだな。初めは石ペテロでできていたかもしれないが、今はもう、粘土と木とでできたまがい物にすぎない。

　この下げ賤せんな時代の、自由主義という濁だく流りゆうに流されてしまうのもあたりまえだね。で、まだうちのかわいいお嬢さんmy fair ladyのことはあきらめないつもりかな？」

「黙れ、プロテスタントの犬が」

　薄うす闇やみの中から、銀色に光る鎖かたびらと緋ひ十字を縫い取った長い上衣サーコートがゆっくりと姿を現してきた。

「貴様らに〈聖杯サン＝グラール〉を手にする資格など初めからなかったのだ。この破門された王国で、いったい何人のカトリックの血が流れたかを考えたことがあるか？」

「それを言うなら、例の〈血まみれメアリブラデイ・メアリ〉女王のことも思い出してもらいたいものだね」

　からかうように彼は言い返した。

「彼女は臣しん民みんに自分の信仰――カトリック――を押しつけるために、新教徒を何千人となく焼き殺したんだよ。お互い様さ、どっちにしても。そんなことを言えば、このイングランドにキリスト教が入ってきた当初から、すでに血は川のように流れ続けている。神聖なる、神の名のもとに」

　シヴィル・セント・クレアは両手をポケットから出し、ゆっくりと相手に向きなおった。騎士たちの影は三つあった。小柄で若い騎士フィリップ、大柄で金髪の騎士モーリス、長身で沈着な顔立ちの騎士ジャン。

「三名。ひとり少ないな」

　匂においを嗅かぐようにひくひくと鼻をうごめかしてシヴィルは言った。

「まあいい。うちのお嬢さんには、安全なところにお引き取り願っているからね。あとは君たちにもお引き取り願うだけだ。言っておくけど」

　ポケットから出した両手をゆっくりと肩の高さに上げる。

　長く伸びた影が、身震いするようにしめった石畳の上でざわりと蠢うごめいた。

「ヴァティカン宮は、君たちのことについては何一つ知らないと断言してきたよ。つまり、君たちは成功しようが失敗しようが、公式には何の支援も受けられないし、お褒ほめの言葉もいただけないというわけ。むろん、殺されちゃってもあちらは知らん顔」

　ざわり、ざわり、と周囲に重苦しい空気が寄りあつまってくる。

「昇級もなければ、残業手当もなし、恩おん賜し休暇もなければ、恩給も出張旅費も、何もなし。よくまあ、そんな薄情なところで働けるよね？　僕としては、そういう恩知らずな雇い主のところに献身できる君たちの気が知れないんだけど」

「言うな、イヌめが」

　先頭にいた騎士フィリップが、まっすぐ剣を突きだして威い嚇かくした。

「キリストの戦士は献身と従順、それのみが究極の報ほう償しようであり歓よろこびであるのだ。貴様のようなうす汚れた悪魔の使い手と同列にするな、けがらわしい。さっさと〈聖杯〉を義ただしき者の手に渡すのだ、ウジ虫め。〈聖杯〉は、ただ神聖なる目的のためだけに使用されねばならない」

「いつも思うけど、その〈神聖なる〉っていうの、便利な言葉だよね」

　シヴィルは軽く肩をすくめた。

「とりあえずつけとけば自分は安心できるし、まわりもまあ、なんとなく説得できるような気分になる。

　――そんじゃまあ、僕の神聖なるお給料と特別俸ほう給きゆうと、あと、残業手当のために」

　白くとがった歯を見せて、シヴィルはにやっと笑った。

「お行き、メリュジーヌ」

　ぐわっと闇やみが水面のように盛りあがった。

　白くぬめる鱗うろこがきらめき、大だい蛇じゃの下半身を持った黒髪の美女が針のような牙きばをきらめかせて襲いかかった。

『聖なるキリストの名において！』

　聖騎士たちは剣をたてて口々にとなえ、すさまじい勢いで切っ先を揃そろえて迎え撃った。

「紳士諸君！Gentlemen!」

　シヴィルの叱しつ咤たが飛ぶ。闇の中から、何人もの男たちが溶け出すように現れた。

　同時に、闇が振動し、メリュジーヌに続いて、人間大のバッタの手足を持った生き物、数えきれないほどの骸がい骨こつを組み合わせて身体からだを形づくった怪物、ふくれた腹に鳥の顔をくっつけた巨大なカエル、真紅の羽をはためかせた火蜥蜴ひとかげなど、ほかにもボッシュの地獄を描いた絵画にしか見られないような異様な姿の怪物どもが、主人の呼び声に応じてぞろぞろと姿を見せる。

「やはり異教徒どもの国だな、イヌども！　キリストの戦士に、悪魔をけしかけるとは」

「すいませんけど、これが仕事でしてね。メリュジーヌ、そいつを止めろ！」

　しゃあっと寒気のするような声をあげてメリュジーヌが地面をすべる。まっ先に突き進んできた騎士フィリップにあっという間に巻きつき、首もとにむかって鋭い牙を突き立てた。ガチッと音をたてて、かたびらが牙を撥はね返す。

　フィリップは身震いして唸うなり声をあげ、一声聖句を唱えると、大きく腕を振って水すい妖ようを切り払った。ぬめる鱗の上を剣がすべる。すばやく飛びすさったメリュジーヌは、獣の顔でごうっと吠ほえた。

　別の場所で、騎士モーリスが火を噴ふく火蜥蜴を相手にしていた。噴きつけられる火か焔えんを落ち着きはらってかわし、口の中で祈りを唱えながら、力任せに大剣を振りおろす。

　火蜥蜴の首が飛び、ひとかたまりの火となって消え失うせるとともに、〈評議会カウンシル〉の紳士のひとりが絞め殺されるような悲鳴をあげて地にのたうった。召しよう喚かんされた魔物と召喚した主あるじは、ある程度の共感性を持つ。使い魔を消滅させられた紳士は、倒れたままぴくりとも動かなかった。

　もっともめざましい働きを見せていたのは騎士ジャンだった。彼が指揮官と見て、右から左から、息つく間もなく飛びかかる魔物どもを縦横無尽に切りまくり、剣の一振りで、五、六匹の魔物と数名の紳士たちを地面に打ちたおすのもたびたびだった。

　ぐっと口を引き結び、ほかの二人と違って、祈りを口にする様子すらない。その正確な動きはただ殺し、殺し続け、それ以外には何も考えていないかのようだった。

「下がれ、メリュジーヌ！」

　かなり魔物が減ったと見て、シヴィルは叫んだ。水の妖よう女じよがするすると足もとの影へ入りこむのを見届けると、音高く指笛を吹き鳴らす。周囲の建物の屋根の上に、ぬっといくつかの人影が立った。影は手に手に、銃身の長いライフルを構えていた。

「撃て！」

　シヴィルの手の一振りとともに、銃声が夜空に連続した。四方から銃弾が、雨のように三人の聖騎士に降りそそいだ。

　騎士フィリップが殴られたように倒れた。じわりと、石畳の上に赤いものがにじみ出す。騎士ジャン、騎士モーリスも、首や胸を押さえてその場に崩れおちた。かたびらの鎖の間を伝って、血のしたたりが濡ぬれた石畳をさらに濡らす。

「聖なる騎士でも、人間は人間」

　意い気き揚よう々ようとシヴィルは言った。

「無ぶ粋すいなことは承知の上ですけど、あなたがたのその時代遅れの騎士装束じゃ、うちの最新式の銃と弾丸にはとってもかなわな――」

　言葉を途中でとぎらせたのは、頭を打ち抜かれて即死したかと思われた騎士フィリップがもぞりと動き、地の底からわき上がるような含み笑いをひびかせはじめたからだった。

　血まみれの顔に物もの凄すごい笑みを浮かべて、騎士フィリップが立ちあがる。いったんは膝ひざをついたジャン、モーリス両騎士も、ゆっくりと身を起こす。

　撃たれた場所にあてた手を離すと、穴のあいた鎖かたびらから、ちりんと音をたてて銃弾が落ちた。

「ああ。そうか。忘れていましたよ」

　二、三歩あとずさりながら、シヴィルは呟つぶやいた。

「あなたがたシオン騎士団の前身の、テンプル騎士団――彼らに対する異端の告発には、錬金術の実践という一件もあったんでしたっけね」

「これは異端ではない。神の戦士に与えられた、祝福されし〈生命の水アクア・ウイタエ〉の力だ」

　にやにやしながら、騎士フィリップが血でべとつく髪を顔からかきのけた。打ち砕かれたはずの頭ず蓋がい骨こつは、まったくその痕こん跡せきもとどめていなかった。

「われわれを殺すのは容易ではないぞ、異端の魔術師ども。キリストの権力の前に跪ひざまずき、さっさと〈聖杯サン＝グラール〉をわれらに差し出すがいい」

「だから、それをさせないのがこっちの仕事だって、さっきから言ってるんですけどね。ああもう、物わかりの悪い人って嫌だなあ。

　でもまあ、そういうことなら、こっちにもまた方法がありますから」

　シヴィルは音高く指を鳴らした。

　メリュジーヌが再び姿を現し、炎のような舌をひらめかせる。

「では、紳士諸君――構えてアン・ギヤルド！」





「ああもう、うるさいな。これでも急いでるんだってば！」

　そのころ遼りよう太た郎ろうは、監禁された部屋の床石の上に座りこみ、両手で握った仕込み杖づえの剣の刃先を、必死になって足あし枷かせのつなぎ目に叩たたきつけていた。

　そばではバイロン卿きようが興奮しきって跳び上がり、さかんにキイキイ鳴き立てては、何度も両手で剣を叩きつけるしぐさをくり返す。家から剣をかかえて騎士たちのあとをつけてきたらしいバイロン卿は、彼らがいなくなるのを見きわめて、主人の剣をたずさえて遼太郎のもとへ舞い降りてきたのだった。

　細くてきゃしゃに見える剣はどんなに力をこめて叩いても折れるどころか、欠ける気配すらなく、鉄の鎖を確実に削りつつあった。

　がつっ、と刃先が床に当たり、鎖はついに屈して床に転がり落ちた。

「やった！」

　遼太郎はさっと立ちあがったが、そのとたん、くらくらとめまいが来た。

　しばらく壁にもたれて、息をととのえる。その間にも、バイロン卿は怒ってさらにキイキイいい、歯を剥むきだし、今にも遼太郎につかみかからんばかりにしてせきたてた。その意味するところはあきらかだった。

「わかってるよ、クリスティーナだろう？」

　肩で息をしながら遼太郎は手を振った。

「僕もそう思ってるところだ……ちょっと待って……もう少し……うん、大丈夫だ」

　努力して身体からだをまっすぐ立てる。まだ少しくらくらしたが、あまり時間を無駄にできる状況ではなかった。

　シオンの騎士たちは今ごろ、クリスティーナを連れていった英国の政府機関の者と戦っているところだろう。彼らが両方ともそちらに気を取られているあいだに、なんとかして、クリスティーナを見つけださなければならない。

「バイロン卿、おまえ、知ってるのかい？　クリスティーナがどこにいるか」

　バイロン卿は憤然としてくるりと空中を回り、当然だ、と言いたげに胸をそっくりかえらせると、身をひるがえして扉にとりつき、鋭い鳴き声をたてた。

「ああ、そうだ、まずは外へ出なきゃね」

　鍵かぎがかかっているか、と思われた扉は、意外にもあっさり開いた。襲撃の報に鍵をかけ忘れたのか、それとも、鍵などなくてもどうせ鎖がそこまで届かないと思っていたのか――もしかしたら、騎士モーリスがわざとかけずにおいてくれたのかもしれないとの考えも頭をよぎったが、吟ぎん味みしている暇はない。

　頬ほおに、腕にかかえた杖つえの赤い石が当たるのを感じながら、部屋を出、見つけた階段を一気に駆けのぼる。バイロン卿きようは猛然と羽ばたいて、先に立って飛んでいった。

　外へ出る。しめっぽい空気と、テムズの悪臭がより強くどっと鼻に流れこんできた。

　思わず息をつめてあたりを見回す。すすけたロンドンの夜空を背景に、椀わんを伏せたような半球形の影と、とがった教会の塔が見えた。通りの端まで駆けていってのぞくと、レンガ造りの駅舎と鉄橋が目の前を通っていた。

　たぶん、あれはチャリング・クロス線の駅のどれかだ。するとあの丸天井はボロウ・マーケット、教会は聖ザビエル教会だと思われる。

　イースト・エンドのうちでも南側の、魚市場や小さな船宿がごたごたと軒を並べている一角らしい。振り向いてみると、傾きかけた差し掛け小屋のような建物の正面に、斜めに曲がった十字架がかけてあるのが目に入った。だれか果か敢かんな聖職者が貧民階級にも神の教えを与えようとして、失敗に終わったあとのようだった。

　バイロン卿が頭上をぐるぐる飛びまわりながらしきりに鳴き声をたてる。遼りよう太た郎ろうはちらっと上を見あげ、うんとうなずくと、抱えた杖をしっかり握りなおして、夜のロンドンをいっさんに走り出した。
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「レギーネ、レギーネ、そこで何をしているんだね？」

　クリスティーナの声は半分夢の中のもののようだった。

　長椅い子すにぐったりと横たわり、もはや手をあげるのさえ大たい儀ぎそうに、金髪を床の上までたらしてがっくりと頭をのけぞらせている。

　デカンタは空っぽで、もう一滴の酒も残っていない。暖炉の火は消えかけて、ちろちろと燃える熾おき火びだけになっていた。うすく開いた目には、ほとんど何も映っていない。

「レギーネ、何をしているの、そこで？」

「待っています」

　返事はごく小さな声でなされた。レギーネはふたたび豪華な檻おりの壁ぎわに跪ひざまずき、両手を組み合わせて膝ひざの上においていた。目を閉じ、頭を垂れて、遠いどこかの気配に耳をすますように、ひっそりと静止している。

「何だって？　よく聞こえない――レギーネ、何をしているんだね、レギーネ」

「待っています」

　レギーネはくり返した。

「もう来ます――近づいています――そこに。駆けてきます。ここに。すぐ、ここに」





　場所の推測が正しいとすると、今いる横丁を出て南側へ曲がればすぐにロンドン橋があるはずだった。とにかくそこへ出てきちんとした位置を確認しようと飛びだしかけた瞬間、異様な気配に、遼りよう太た郎ろうの足はその場に釘くぎ付づけになった。

　目をこらすと、ロンドン橋の端の街灯と、その近辺の建物がぼうっと浮かびあがって見える。

　その一帯の空気が、なぜか、蜃しん気き楼ろうのようにぼんやりとにじんで見えた。中では影のようなものがさかんにゆらめき、交こう錯さくしており、肌に、強い炭酸を垂らされたようなぴりぴりとした感覚が走って、背筋が粟あわ立だった。

　あそこに近づいてはいけない。それは本能的な警告だった。バイロン卿きようが大急ぎで飛んできて、その感覚を裏づけるように、ぐいぐいと襟えりをつかんで引っぱる。

　遼太郎は長いあいだ立ち止まることはせず、急いで踵きびすを返して、ロンドン橋とは逆方向へ、息せき切って走り出した。

　バイロン卿がキイッと高く鳴いて先に立った。通りをまっすぐ、弾丸のように飛んでいき、曲がり角に達するたびに速度を落として、足の遅い遼太郎を叱しかりつけるかのように空中で足をばたつかせ、尻尾しつぽを振りまわして何度もくるくると円を描く。

　蝙蝠猿こうもりざるに導かれるまま、遼太郎は夜のロンドンを走りに走って、走りつづけた。途中で誰にも会わなかったのは、もしかしたら、〈影のロンドン〉に類するある種の超自然的な道を、バイロン卿によって歩かされていたからかもしれない。



    

  
    
      



    

  
    
      　左右にはまっ暗な建物、頭上にはすすだらけの夜空がえんえんと続き、自分の激しい息づかいと靴音と、手の中でクリスティーナの仕込み杖づえがかちゃかちゃと揺れる音しか聞こえない。もはやどこを走っているのか、どこへむかって走っているのかも、まったくわからなくなっていた。

　見えるのは小さな蝙蝠猿こうもりざるの毛むくじゃらの背中と膜質の翼だけで、それさえ、汗で曇りがちな視界ではともすれば見失いそうになる。

　何度も額ひたいと目をぬぐいながら、遼りよう太た郎ろうは必死に小猿の道案内にしがみついた。この案内者とはぐれたら、クリスティーナといっしょに〈影のロンドン〉に入ったときと同様、二度と帰れなくなるのだろうから。

　ふっと、何かの幕を抜けたような気がした。ほんの一瞬、薄い膜のようなものが身体からだにまとわりつき、すぐに消え去る。

　とつぜん、風が耳元を吹き抜けた。

　急速に音がもどってきた。遼太郎はやっと人二人が並んで立てる程度の細い路地に、ぜいぜいと喉のどを鳴らしながら片手をついて立っていた。

　バイロン卿きようがさっと飛んできて、どんと頭の上に乗って翼をたたんだ。

　どうやら、目的地に着いたということらしい。バイロン卿はじれったげにしきりに耳を引っぱるが、遼太郎にはここからどうすればいいのか、そもそもここがどこなのか、見当もつかなかった。

「ちょっと待ってよ……ここ、どこ？　あれ、ヴィクトリア・タワー……？」

　まだテムズ川からはそう離れてはいないようだった。悪臭はまだ鼻をつくが、少し上流へ来たらしく、いくらかましになっている。

　立ち止まって息をととのえているうちに、荘そう重ちような時計の音が鳴りはじめてびくっとした。国会議事堂の時計塔だ。

　どうやら、ロンドン橋からずっとテムズ沿いに遡さかのぼって、ウェストミンスター寺院と国会議事堂のある、ロンドンの官庁街とでもいうべきあたりへ来てしまったらしい。

　時計は午前二時の四し半はん刻ときを告げて、ゆったりと鳴りやんだ。

　ふと、どれくらい自分はあの部屋に閉じこめられていたのだろうというあたりが気になった。空腹具合や身体の調子からして一日、長くても二日ほどかと思われたが、それだけ、美み弥や子こや和かず音ねたちを心配させているということだ。

　クリスティーナは、と考えて、急に猛烈に腹が立ってきた。

　だいたい、クリスティーナが最初から、連れていかれるのを拒否するか何かしていればこんな騒ぎにならなかったではないか。いつものようなあの人を見下げた態度で、シヴィルさん（まだ彼のことはアレックスの家庭教師と考えるのをやめられなかった）くらい、鼻先であしらってやればよかったのに。

　あるいはせめて、出かける理由と行き先くらいみんなに告げてから行くべきだ。何もいわずに黙って出ていって、それでこっちも黙っていろなんてあまりにも虫がよすぎる。

　もしかしたら自分が出ていけば家の者には迷惑がかからないと思ったのかもしれないが、実際、大いに迷惑がかかっているではないか（この従じゆう僕ぼくを筆頭に）。

　仮にも僕を従僕だとかなんだとか呼ぶのであれば、それくらいちゃんと話してから行くべきだ。なってない。ほんとに、なってない。ラドルさんに言わせれば、使用人にだって、主人に遵じゆん守しゆしてもらうべきマナーというものがあるんだぞ。

「ああもう、まったくもう」

　コツコツ歩いてきた夜警から身を隠しながら、遼りよう太た郎ろうは声をひそめてぼやいた。

「世話が焼けるったらないじゃないか、人のこといつも馬鹿にしてばかりいるくせに――馬鹿なのはどっちだよ、ほんとにもう。まったく、もう」

　カンテラの光が通りすぎる。足音が遠ざかり、消え去る。

　ほっと息をつき、また人ひと気けのなくなったウェストミンスター・ホールの前へそっと滑り出ようとして、びくっと足が止まった。

　金髪の、中世の絵物語から抜け出たような騎士姿のほっそりした少女が、一見なんの変へん哲てつもない建物の壁を一心になって何か調べている。

「シャルロット！」

　思わず大声が出た。

　シャルロットは思いがけず「きゃっ」とかわいらしい悲鳴をあげて跳び上がり、倒れそうになりながら後ろを向いた。

　そこに遼太郎がバイロン卿きようを肩に乗せて立っているのを認めた。青い瞳ひとみが大きく見開かれ、たちまち顔が怒りと狼ろう狽ばいに赤く染まる。

「き、きさま、異教徒！　どうやってあの部屋を抜けだしてきた？　なぜここがわかった！　そこに連れている、その猿の悪魔のしわざか！」

「……あ、まあ、そういえばそうかな……」

　バイロン卿がこの剣を持ってきてくれて鎖を切らせ、ここまで道案内をしてくれたのは、否定しようのない事実である。この小猿が悪魔かあるいは、そのたぐいの超自然の生き物であろう点もふくめて。

「異教徒！」

　音を立ててシャルロットは剣を引き抜いた。

「この期におよんで私の〈聖杯サン＝グラール〉奪還の任務を邪魔するつもりか!?　許さんぞ！　私はただ、この時、この任務のためだけに生きてきたのだ！　そこをどけ、異教徒、どかねば――斬る！」

「ちょ、ちょっと待って。待ってよ」

　両手をあげて遼太郎は進み出た。仕込み杖づえは脇の下にはさんで、戦う意志のないところを見せる。警戒もあらわに、シャルロットは鼻筋にしわを寄せて後ろに下がった。

「僕は別に、〈聖杯〉だとかなんとか、そういうのはどうでもいいんだ。ほんとだよ。きみの任務とかいうのも、邪魔するつもりは全然ない。僕はただ、クリスティーナに忘れ物をとどけに来ただけだよ」

「クリスティーナ？　忘れ物……？」

　眉まゆをひそめてシャルロットはわずかに肩の力を抜いた。

「そう。これ」

　赤い石のついたステッキをかざしてみせる。

「だから、君の邪魔をするつもりはちっともない。ただ、クリスティーナを捜してるのは僕も同じだよ、君がいってる〈聖杯サン＝グラール〉が、クリスティーナのことで間違いなければだけど。クリスティーナ、そこの中なのかい？」

　騎士モーリスが、『シャルロットは〈聖杯〉を捜すためにだけ育てられてきた』と言っていたことを思いだして、遼りよう太た郎ろうは彼女に近づいた。シャルロットはびくっとしてまた剣を持ち直そうとしたが、相手があまりに無防備なのにかえって毒気をぬかれたようで、剣を降ろし、あとずさって、それまで調べていた壁の前の場所を遼太郎に譲った。

　遼太郎は壁を注意深く調べてみた。

　どこからどう見てもただの壁で、なんの建物かわからないが、通りにそってずっと長く続いている。冒険小説に出てくるような、どんでん返しの仕掛けや、どこかのレンガを押せば開く扉が現れるというような、そんな兆ちよう候こうはどこにもない。

　上はスレート葺ぶきの屋根で、とても乗りこえられるような場所ではない。このあたりにあるということはどうせ政府関係の建物だろうが、そんなものに正面から侵入するというのは、考える前から論外だ。

「ほんとにここなのかい、バイロン卿きよう？」

　困りきって頭上の猿に相談してみたが、歯をむいてキーッと叱しかられ、髪の毛を引っぱられただけに終わった。

「痛！　痛い！　わかったよ、わかったって……でも、それじゃどうすればいいんだ？　どうやって中に入れば――」

「おい！　おまえたち、そこで何をしている！」

　いきなり建物の角から現れた人影が、大声をあげた。

「まずい！」

　遼太郎の顔から血の気が引いた。自分ひとりならまだしも、蝙蝠羽こうもりばねのバイロン卿と、中世そのままの騎士姿の少女までかかえていては、相手が誰だろうと申しひらきが面倒なことになる。

「バカ、そんなの相手にしちゃいけない！　とにかく隠れるんだ、早く！」

　人影に剣を向けかけたシャルロットをあわてて引っぱり、どこか身を隠すところはないかとむなしくあたりをきょろきょろしたとき、突然、胸もとに火を押しつけられたような熱が走った。

「熱っ!?」

　思わず手をあててみる。指先にさわったのは、あのジンジャーからもらった、月を踏む女神のメダルだった。

　鎖を持って引き出してみる。加護が解かれた今はなんの力もないはずなのに、メダルは内側から炎に炙あぶられているように赤々と輝き、小さな心臓のように脈打っていた。

「これ……いったい――」

　バイロン卿きようが警告するように鳴いた。

　いくつもの靴音と怒鳴り声が、こちらに近づいてくる。

「まずい！」

　遼りよう太た郎ろうはシャルロットをつかんでぐいと引き寄せ、メダルをつかみ、少しでも身を隠そうと、壁に強く背を押しつけた。





　レギーネがふと目を見開いた。

「――来た」





　ふっと身体からだが浮いたような気がした。

　次の瞬間、遼太郎はものすごい音をたてて、シャルロットもろともぴかぴかの樫かし材ざいの床の上に転げ落ちていた。

　ちょうど鼻の所にあった細いうなじから甘い匂においが鼻をくすぐり、ぎょっとして、もがきながら立ちあがろうとする。

「ご、ごめん、怪け我がしなかった？　いったいこれ……」

「跡あと部べ遼太郎」

　あまりにも聞きなれた、にもかかわらず、聞くとは思ってもいなかった声が、呆あきれたように言った。

「いったいまあ、こんなところで何をしているんだね、君は？」
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「いったいまあ、こんなところで何をしているんだね、遼りよう太た郎ろう君？」

「……それは、こっちのセリフです！」

　暖炉の残り火を背に、ぽかんと口を開けて立っている相手の姿を見たとたん、溜ために溜めていた憤ふん懣まんが一気に腹の底からこみあげてきた。

　シャルロットのことも一瞬にして頭から飛び去り、ぼうっとしている彼女を押しのけて飛びあがると、両足をふんばってクリスティーナの前に立った。

「まったくもう、こんなところで何してるんですかあなたは！　出かけるんなら出かけるって、ちゃんと言っといてくれないと困るって、僕いつも言ってるでしょう!?　ラドルさんが夕食の準備するのにも困るし、ラドルさんが困ると文句言われるのはいつも僕なんですから、お願いですからちょっとくらいは人のこと考えてくださいよ！」

　クリスティーナは面食らったように目をぱちくりしていた。

　こんな顔をする彼女は、おそらく『世界はじめて物語』に収録される価値があっただろう。いつもおどおどしていて口ごもりがちな従じゆう僕ぼくの突然の爆発に、目を白黒させている。

「それに、〈聖杯サン＝グラール〉だか何だか知りませんけど、シヴィルさんに黙って連れていかれたりして、あれいったい何のつもりだったんですか？　そりゃ行くなら行くで勝手ですけど、ちゃんと事情とか、そういうのも話しといてくれないと駄目じゃないですか！　ほんとにもう、美み弥や子こも和かず音ねもずいぶん怖い思いしたし、シシィは泣くし、ジンジャーにまで迷惑かけちゃうし、ああそれから、玄関の絨じゆう毯たんをアレックスが花火で焦がしちゃいましたけど、あれは僕は弁償するつもりありませんから、そのつもりでいてくださいね！　とにかく今回のことは何もかも、あなたが黙って連れていかれたりするのが悪いんです！　ちゃんと事情を話してくれなきゃ何もわからないじゃないですか、おかげで僕は鎖につながれて、臭い地下室にひと晩監禁されたあげく、このむかつく猿に髪の毛引っぱられながら、一晩中ロンドンの夜道を走りまわったんですよ！」

　憤ふん然ぜんとバイロン卿きようを指さす。

　さしもの生意気小猿もあまりの遼太郎の剣幕におそれをなしたのか、つやつやした目を怯おびえたように見開きながら床にぺたんと尻をついていた。

　ようやく見つけたレギーネのところへ哀れっぽい鳴き声を立てながら飛んでいき、腕にしがみつく。その時にはすでに裾すそをはらって立ちあがっていたレギーネは、音も立てずに遼太郎に近づいて、大きく上下している肩にそっと手を置いた。

「本当に申しわけありません、遼りよう太た郎ろうさま」

　レギーネはなだめるように言った。

「もう、そのくらいで許してあげてくださいまし。きっとお嬢さまも、これからは気をおつけになりますから」

「気をつける、だって？」

　やっとクリスティーナはいつもの尊大さをいくらか取りもどした。腰に手をあてて鼻の横から遼太郎をねめつけながら、

「どうやら私の従じゆう僕ぼく教育が行き届いていなかったようだねえ。いいかね、君は私の従僕でかつうちの居い候そうろうであって、雇い主かつ家の主人である私に今みたいな生意気な長ちよう広こう舌ぜつをふるう権利なんぞは爪つめの先ほどもないことがわかってないようだ。私は私の判断で動くし、それをほかの人間に言う義務なんぞかけらも感じないね、ましてやそいつが、小生意気な極東の片田舎から来た、口のきき方も知らなければ事情という言葉の意味すら知らない、物知らずの大間抜けもいいところの小僧っ子だと」

「勝手に何とでも言っててください」

　遼太郎は言い返した。

「とにかく、僕が迷惑するのはいいとしても、美み弥や子こや和かず音ねやシシィまで困らせていい筋合いはないでしょう。みんな心配してるんです。アレックスだって、あなたが帰ってくるまでうちに泊まるんだって言って帰ろうとしないし、みんな、あなたのこと待ってるんですよ。急に消えたりするからそういうことになるんです。帰ったらちゃんとみんなに謝ってくださいよ、いいですか？　僕はもう慣れてますからいいですけど、美弥子さんとかアレックスとか、特にシシィなんか、機嫌を直すのにはフォトナムのチョコレート、それも大箱ひとつくらいじゃ足りないかもしれない」

「で、君はその代表として、私を助けに来た英雄というわけかね？　後ろにいるのはシオン騎士団のひとりらしいが」

　ますますふくれっ面になって、クリスティーナは顎あごをしゃくった。床の上でぼうっとしていたシャルロットは、注意が自分に向いたのを感じてびくっと頭をあげた。

　青い瞳ひとみは信じられないというように大きく見開かれ、豪華な檻おりのまん中に傲ごう然ぜんと立っている長身の男装の美女を見つめている。

「どうしたね、お嬢さん。自分の眼めが信じられないかね」

　猫ねこ撫なで声でクリスティーナは言った。人をおもちゃにするときに出す、いちばんたちの悪い声だった。

「ここでいったい何を見ると思っていたんだね？〈聖杯サン＝グラール〉？　そう、私が〈聖杯〉と呼ばれている者だ、少なくとも君たちのあいだでは。

　いったいどんなものを想像していたんだね？　人であることくらいは聞いていただろうが、頭を丸めた尼に僧そうか、それともしとやかな黒衣に身を固めた処女か、飼かい葉ば桶おけの中のキリストのような無む垢くな赤ん坊か、そんなものか。まさか、私のような罰ばち当あたりな格好をした妙ちきりんな代しろ物ものだとは思っていなかったんだろう、そうじゃないか？」

　シャルロットは視線をクリスティーナに据えたまま、声もなく首を振った。

　その頭でどんな考えが渦うず巻まいているかはわからなかったが、少なくとも彼女が〈聖杯サン＝グラール〉という名に何を想像していたにせよ、男物のシャツと粋いきな細身のズボンにブーツ、片眼鏡モノクルに金の鎖を揺らした男装の美女が、小柄な東洋の少年と、夕食のことや絨じゆう毯たんやチョコレートについて口々にわめきあうのは含まれていなかったはずだ。

「私が人間であることすら信じられない、という顔だな」

　苦々しげにクリスティーナは言った。

「まあいい。昔からずっとそうだった。〈聖杯〉は〈聖杯〉、それ以外の何者でもないし、何者かであってはならないというのが君たちの態度で、それはずっと変わらなかった。どうやら、今でも変わっていないらしい。彼女がなぜ、君たちのもとを逃げ出したのか、考えたこともないんだろう。どうぞ、ずっとそのままでいればいい。私は彼女をどこかへやるつもりは絶対にないし、ましてや、カトリックのもとへなどは二度とごめんだ。あのペテロの後継者を名乗る詐欺師どもにまた利用されるのかと思うと吐き気がする。まあ、その意味では英国国教会も同じことだが」

「動くな！」

　国教会、のひとことで、自分がどこに、どういう使命をもって送りこまれたか思い出したらしい。シャルロットははっとしたように剣を構え、腰を落としたまま突きだした。

「殺すかね？」

　クリスティーナは冷笑した。

「どうせ、思うようにならないならプロテスタントの手に渡す前に殺してしまえとでも命令を受けているんだろう。残念だが、その手つきでは私は殺せないよ、お嬢さん。君からはちょっと妙な気配がする。もしかして君、モンセギュールの末まつ裔えいかね？　それなら、ここを探し当てた理由もわかる気がするんだが」

　シャルロットは大きく音を立てて息をのんだ。

「当たりか」

　憂ゆう鬱うつそうにクリスティーナは額ひたいに手をあてて首を振った。

「カタリ派の生き残りが〈聖杯〉追跡の猟りよう犬けんとして飼われているという話は聞いていたが。本当に送りこまれてくるとは驚いた。しかもそれなりに優秀らしい。あの英国の紳士方が、総出で封印の術をかけたこの部屋にもぐり込んでくるとはね」

「私は……」

　シャルロットが口を開きかけたが、また閉じた。おそらく、どうしてここに入れたか、自分でもよくわからないのだろう。

　それは、遼太郎にしても同じことだった。思いあたるのはあのメダルの赤い輝きだけだが、服の上に下がったままのメダルに指を触れてみても、あの赤い輝きの片へん鱗りんも今はなく、銀の表面はひんやりとした感触しか伝えてこない。

（いったい、どういうことだったんだろう……）

　だが、ぐずぐずしている時間はないはずだ。

「さ、行きますよ」

　遼りよう太た郎ろうは気を取りなおし、クリスティーナに近づいた。

「あなたならどうせ、ここから力ずくでも出る方法を知ってるんでしょう。早く帰らないと朝ご飯にラドルさんが来て、人数が足りないのばれちゃいます。あ、でももうひと晩たってるのかな……まあいいや、とにかく、帰りましょう。みんな、あなたのこと待ってるんですから」

「いやだ」

「なんですって!?」

「私は行かないよ。行くもんか」

　すねたように唇くちびるを突きだすと、クリスティーナはくるりと踵きびすを返して火の前の長椅い子すに戻り、音を立てて身を投げ出した。

「君みたいな馬鹿者に迎えに来られたからってほいほい帰るなんて、私のプライドが許さないね。君は勝手に帰りたまえ、出たいなら出してやるから、私のことは放ほうっておけばいいじゃないか。放っておけば迷惑だってかからないさ、そうだろう？　私は私の思った通りにしかしないんだ、今までも、そしてこれからもね。確かにここにいるのは私にしては不本意ではあるんだが、だからといって、たかが極東の田舎者のチビすけに、好きなように指さし図ずされるなんて我慢できないね」

　一気に頭に血がのぼった。

「ちょっと、何なんですかほんとにもう！」

　遼太郎は拗すねたシシィのように、その場でじだんだ踏みたい衝動に駆られた。

「子供はどっちですか、僕ですか、それともあなたなんですか!?　さっき僕、夜じゅうそこの猿に追い立てられてロンドン中走りまわったって言いましたよね！　そんなこと、理由もなしにやると思うんですか。あなたを捜して必死になってたのに、よくそんな勝手なこと平気で言えますよね！」

「私が極めて子供っぽくてわがまま勝手な上に、へそまがり、かつ気まぐれもいいところなのは十分承知してると思ってたけどね。特に君は」

　クリスティーナは鼻で笑った。長椅子の上でそっくりかえる。

「とにかく、これで君が私に振りまわされた記録にもう一つ新しい桂けい冠かんが加わったわけだよ。おめでとう、従じゆう僕ぼく君、帰りたまえ、そしてその気があるなら、ほかの者に心配しないように伝えておいてくれたまえ。ここのもてなしは十分とはいえないが、とにかく、君が、もし夜中にバビロンまで蝋ろう燭そくをともして行って帰ってきたとしても、それくらいじゃ私の気持ちは動かせないね」

「ああもう、じゃあわかりました」

　どたどたと遼太郎は長椅子のクリスティーナに詰め寄った。

「それじゃもう別にいいです。迎えに来たとかそういう話も忘れてください。僕はただ、従じゆう僕ぼくとして職務を果たしに来たと思ってくだされば結構です」

「従僕の職務？　へえ、君の口から職務なんて単語が出るとは世も末だ」

　すねたように壁に向けていた顔に、あざけるような笑みを浮かべてクリスティーナは向きなおった。

「で、その『従僕の職務』ってのはいったい何なんだね？」

「これです」

　遼太郎は脇にはさんでいた仕込み杖づえをとりだし、クリスティーナの鼻先に突きつけた。

「忘れ物ですよ」

　乱暴に彼は言った。

「ほんとにもう、僕、出かけるときに渡そうとしたのに持っていかないで、困るじゃないですか。忘れ物とどけるのは従僕の仕事だと思いますけど、違います？　それから家族からの伝言を届けるのも。とにかくみんなは心配してるし、怖がってるし、あなたの帰りを待ってるんです。いいですか、伝えましたからね。――みんな、あなたのこと、心配して待ってるんですよ」

　クリスティーナはいささか茫ぼう然ぜんとした顔でステッキを受け取った。

　まさか、『忘れ物』という言い方でそれが手渡されるとは思ってもいなかったらしい。少なくともそんな、まるで雨の日に雨傘を忘れたときのような、ありふれた表現で渡されるとは。

　使い慣れたなめらかな表面に指を滑らせ、昏くらく光る赤い石を手のひらで愛あい撫ぶする。柄つかをつかんで、ほんの少し鞘さやを払った。冴さえた氷のように光る刀とう身しんがわずかに姿を見せた。

　何も言わずに、クリスティーナはぱちんと音を立てて刀を戻した。

「お嬢さま」

　いつのまにか、レギーネがそっと寄りそってきていた。

「帰りましょう、家へ。わたしたちの家へ。皆さま、お待ちです」

　クリスティーナはのろのろと頭をあげた。

　その顔はまだ何ごとかの物思いにしずんでいる者の顔で、明るい緑の瞳ひとみは少しばかり翳かげをおび、唇くちびるはわずかに開いていた。

「……ああ」

　かなり長い間があってから、クリスティーナはぽつりと言った。

「そうだな。帰ろうか、レギーネ。家へ――私たちの、家ホームへ」





「ちょっと待ってくださいよ。それは困るんです」

　あわてたような声が降ってきた。

　と同時に、部屋のまん中ににじんだような光が揺れ、その中から、シヴィル・セント・クレアがあわてたように転がりだしてきた。

「結界が破れて侵入者があったって聞いて、あわてて戻ってきてみれば！」

　と彼はぶつぶつ言った。

「なんですか、遼りよう太た郎ろう君、それにそっちのはシオン騎士団の四人目ですかね？　まさか君が彼らと通じているとは思いませんでしたよ。まったく、世の中油断も隙すきもないなあ」

「油断も隙もないのはあなたのことでしょう、シヴィルさん」

　クリスティーナのほうへじりじり近づきながら遼太郎は言い返した。

「僕はその、シオン騎士とは別に関係はないです。一時つかまってたし、彼女とは偶然ここでいっしょになったけど、それだけで。でもあなたは、英国の――ええと、なんだっけ、なんとかいう組織の諜ちよう報ほう員いんで、クリスティーナに近づくためにアレックスの家庭教師をしてたってこと、ちゃんと聞いたんですから」

「やっ、こりゃまずい。ばれましたか」

　あまりまずいと思っていない顔で、おおげさにシヴィルは慨がい嘆たんしてみせた。

「でもねえ、遼太郎君、どうやら事情はぜんぶ聞いちゃってるみたいだからぶっちゃけて言いますけど、これ全部、そこにいるシオン騎士団の人たちが悪いんですよ？」

　口をとがらせて言い張る。茫ぼう然ぜんとしているシャルロットを顎あごでさし、

「この人たちさえ君のご主人を狙ねらって英国にもぐり込んでこなかったら、天地は平和、僕も平和、何ごともなしにそのままやっていけたはずなんですけどねえ」

「英国の手の者か！」

　この時になってやっとシャルロットがわれに返った。もがくように立ちあがって、剣を構え、戦うようすを見せるが、シヴィルは意にも介さず手を振って、

「ああ、駄目駄目。ここじゃ止よしてくださいよ、お嬢さん、ここの備品に傷がついちゃう。で、クリスティーナ、あなた本当に帰るんですか？」

「ああ、残念ながらね」

　レギーネが着せかけた愛用のインヴァネスをさっと払って、クリスティーナは言った。

　いつも通りの粋いきなスタイルにシルクハット、細いステッキを手にした姿は、先ほどまで寝椅い子すにぐったりと伸びていた力ない何かとは別人のように颯さつ爽そうとしていた。

「君たちのおもてなしに不満は、まあ敬意を払ってここでは口にしないでおいてあげる。だがまあ、何しろ気ままな生まれつきなもんだからね。窓もなければ本もないような場所に押しこめられて過ごすのは、やっぱり好かないんだ。それにどうやらワインもみんな呑のんでしまったようだし、そろそろ退散する潮時かなあと思ってさ」

「そりゃひどい」

　シヴィルが慨嘆すると同時に、シャルロットが、高い声をあげて突進してきた。立ったままの無防備なシヴィルの首筋に、剣が迫る。

　火花が散った。シヴィルの影から白くきらめく真珠色の腕が伸び、少女の一撃をあっさりと受けとめていた。

　影から瞳ひとみを炎と燃やしたメリュジーヌの顔が浮かびあがり、しゅっと息を吐いて威い嚇かくする。シャルロットは低い悲鳴をあげて飛びのいた。

「少なくとも、引きあげる時期はこちらに決めさせてもらえませんかね」

　シヴィルはそちらへ目を向けもしなかった。

「できれば、引きあげたあとで住む場所も、こちらで用意させてもらえないかと思ってるんですけど。実を言えば、もう二つ三つ候補は挙がってますし。正直、〈評議会うち〉としては、あなたを野放し、失礼、保護の手もないまま置いておくのは危険なんじゃないかという考えなんです。あなたにとっても、むろん、英国にとってもね。そんなわけで、もう少しこちらでおとなしくしていて欲しいんですけど」

「お断りだね」

　クリスティーナは言い返した。

「こっちだって喜んで連れてこられたんじゃない、飽きたら出て行かせてくれるのが招待者のマナーってわけじゃないのかね。まったくお上というものは、書類上の形式は口うるさく言うくせに社交上の礼儀ごとには無視を決めてかかるから困るな」

「弱ったな。平行線ですね」

　シヴィルはため息をついた。

「それじゃ、申しわけありませんけど、ちょっと実力行使するしかないんでしょうかね」

「やってみたまえ。やれるものなら」

　クリスティーナがそう言い返したとたんに、壁に何か重いものがぶつかる音が響きわたった。

　たちまち更さら紗さと樫かしの羽は目め板いたにめりめりと裂け目が走り、そこから、騎士の大剣が巨大な獣の角のようにぬっと突きだしてきた。

　バイロン卿きようがシーッと歯を鳴らして身を乗りだす。

「千客万来だな」

　シヴィルがさっとそちらへ向きなおるのを見て、クリスティーナがあざけった。

「君たちがこちらへ走るのを、騎士たちのほうも見逃さなかったようじゃないかね」

　剣はみしみしと音を立てながら壁を切り裂き、やがて、大音響とともに石とレンガを吹き飛ばした。あとから長身の、無表情な騎士がぬっと姿を現した。

　騎士ジャンはガラス玉のような目であたりを見回し、シヴィルのそばでうずくまっているシャルロットに目をとめて、かすかに眉まゆをひそめた。

「どうやら〈聖杯サン＝グラール〉の位置は探し当てていたようだな、騎士シャルロット。しかし、なぜもっと早くわれわれに知らせない。そうするのが君の任務であり、義務だろうが」

「も、申しわけありません、騎士ジャン」

　シャルロットは口ごもった。「でも、私は――」

「言い訳不要だ、異端者の子供め」

　あとから出てきた騎士フィリップが、喉のどを鳴らして冷笑した。

「どうせそこの英国の手先に丸めこまれたか何かして、われわれを裏切る算段でもしていたんだろう」

「ち、違う！　私、私は――」

「よさないか、騎士フィリップ」

　最後にゆっくりと入ってきた騎士モーリスが止めた。三人とも激しい戦闘で長い上衣サーコートは破れ、焦げ、あちこちに鮮血のしぶきや明らかに人間ではないものの体液が飛び散っているが、肉体には見た目上、傷一つなかった。騎士モーリスの顔は青ざめていた。

「今は仲間のひとりが無事に見つかったこと、そして、〈聖杯サン＝グラール〉をついに見いだしたことを喜ぶべき時だ。あまり余裕はないようだが。大丈夫か、騎士シャルロット？」

「は、はい！」

　シャルロットは飛びたつように立って、騎士モーリスの隣に駆け寄った。新たな敵意を燃やした顔で剣を構えなおし、シヴィルと、身を寄せあっているクリスティーナたち三人に視線を向ける。

「ようやくお目にかかれましたな、〈聖杯〉」

　騎士ジャンが荘そう重ちような声で言った。

「われらはシオンの聖騎士、〈聖杯〉を守護する者としてペテロの後継者たる教皇聖下より、あなたの発見と保護とを命じられた使者です。われらとともに、在るべき場所にお戻りを。あなたの存在こそが正しき教えの主しゆを支え、強め、揺るぎなきものにするのです」

「さっきも言ったけど、それもお断り」

　からかうようにクリスティーナは答えた。緑の瞳ひとみはすっかりいつもの強さを取りもどし、猫科の獣のあの獰どう猛もうさを完かん璧ぺきにそなえている。

「ごらんの通り、この〈聖杯〉には二本の足と手と、おまけに牙きばまでついててね。自分の足で気ままにどこへでも行くが、気に入らないところは行きたくない。ヴァティチカンはその筆頭だ。どうやらそこの英国の紳士も私をどこかへ閉じこめたいようだが」とシヴィルのほうへ顎あごをしゃくり、「ヴァティカンへ同行した場合、こことは比べものにならない、贅ぜい沢たくだが厳重な檻おりに封じ込められそうな気がするんだ」

「では、われわれとは来ていただけないと？」

「そう聞こえなかったかい？　わりとはっきり言ったつもりなんだがな」

「では、力ずくでも」

　騎士ジャンは提さげていた剣をゆっくりと上げた。

　騎士フィリップが喜々としてあとに従う。騎士モーリスは一瞬苦く渋じゆうの表情を浮かべてクリスティーナと、そのそばに立つ遼りよう太た郎ろうを見やったが、唇くちびるをひきしめ、決然とした表情で自分も剣をひきぬいた。

「ちょっとちょっと、うちのことも忘れてもらっちゃ困りますよ」

　シヴィルが不吉な笑みを浮かべて両手を上げた。

「もうこうなったら、経理課にはうんと泣いてもらうことにしましょう。わが紳士方ジエントルメン、こちらへ！」

　ごうっと部屋が揺れ、黒いスーツや山やま高たか帽ぼうに身を固めた男たちが次々と部屋に姿を現した。手に手に魔術的な武器であるらしい短剣や銅の杖ワンド、六ろく芒ぼう星せいなどをかかげて、完全に臨戦態勢をととのえている。

　蛇身のメリュジーヌがするりと姿を現し、主人の身体からだに愛あい撫ぶするように身をすり寄せて、しゅーっと全員にむかって威い嚇かくした。

「ふむ、そう来るかね。では、私だって負けてはいない。さっきも言ったとおり、私には手がある――そして牙きば、するどい牙が。レギーネ！」

　命令と同時に、仕込み杖づえをひきぬいた。青い光条が鞘さや走ばしるとともに、進み出たレギーネの両腕から、彎わん曲きよくした刀とう身しんがじゃきんと音を立ててのびる。バイロン卿きようが小猿のまま、くわっと脅おどすように牙をむいてみせた。

「ちょっとちょっと、ちょっと、待ってください！」

　遼りよう太た郎ろうは必死になって叫んだ。両手を広げてにらみ合いのまん中へ飛び出そうとする。

「待ってください、どうしてこんな風になるんですか？　クリスティーナはただ、自分の行きたいところへ行って、そこで静かにしていればそれでいいんじゃないんですか？　ただそれだけのことなのに、どうしてこんなところで、大勢でもって喧けん嘩かしなくちゃいけないんです！　こんなの意味ないじゃないですか、なにもかも、全然！」

「以前、言ったはずだよ、遼太郎」

　冷たい声でクリスティーナが吐き捨てた。

「力なきものの声を世界が聞くことはない、と。これがまさにその典型だ。今回、君はよくやった、それは褒ほめてやるが、結果はこの有様だ。人間というのは結局、力と力のぶつかり合いでしか物事を決することができない動物なんだ、あきらめたまえ、少年」

「君の努力は尊敬に値あたいする、リョウタロウ」

　騎士モーリスが静かに口を添えた。

「君の言葉は確かに私の心を揺るがした、それは認めよう。しかし私はやはりキリストの戦士であって、その権威の前に跪ひざまずくと誓いをたてたものだ。修道者として、また騎士として、その誓いを破ることはできない。どきたまえ、リョウタロウ、私は君を殺したくはないのだ」

「ま、そういうことらしいですよ、遼太郎君」

　無関心そうにシヴィルが言って、メリュジーヌの髪を撫なでた。

「いい子だから、邪魔しないでくださいね。でないと、どうなっても知りませんよ」

　リョウタロウはよろよろと後ずさった。しだいに高まっていく室内の緊張感に、押しだされるような感覚だった。自分はここには入れない、介入するどころか、触れることすらできないのだと痛切に感じた。

　無力感と、胸をつらぬくような悲しみが強烈に襲ってきた。ただ誰もが武器を置いて、それぞれが行きたいところへ行けばいいだけのことなのに、どうしてそれができないのだろう。さまざまな理由が、世界と人間社会という巨大な機械を組み立てている歯車が、そうさせないのはわかっている。

　ただ、理不尽だという強い想おもいは消えなかった。どうして戦わねばならないのか、クリスティーナは僕の家族フアミリーだ、そして騎士モーリスは立派な人だし、シャルロットはいくら意地をはっても美み弥や子こや和かず音ねとそんなに変わらない女の子でしかない。

　シヴィルにしても、スパイだったことがわかった今も、そう嫌う気にはなれない。彼がいなくなったら、実際のところかなりの寂しがりやなアレックスはどんなに傷つくことだろう。つまりは遼りよう太た郎ろうは誰にも傷ついてほしくないし、傷つけたくはないのだ。

　もしも僕に力があったら、とちらりと頭を考えがかすめる。

　もしも僕に力が、ここの誰をも屈服させられるだけの強大な力があったら、この争いを止めさせることができるだろうか。

　しかし、それは間違いだとすぐにわかった。力で目の前の状況を抑えつけることができても、すぐまた、別の場所から別の争いが噴出してくるだけだろう。またその力で、逆に傷つけたくない人まで傷つけてしまうかもしれない。ここでは、力は意味はないのだ、少なくとも、いまの遼太郎にとっては。

　抑えつけるための力ではなく、なだめ、ことほぎ、融和させる力。

　今、必要なのはそれだった。燃えあがろうとしている争いの火を鎮め、人の心をなぐさめ静めさせる力。

　だが、そんなものがどこにあるのだろう。どうすればいいのだろう。

　ちりっと、胸に痛みを感じた。

　ちょうど、あの銀のメダルが当たっているはずの位置だった。あわてて引っぱり出してみる。メダルが、光っていた。この部屋に引っぱり込まれた時と同じように、赤く、何かの鼓こ動どうのように、ゆっくりと明めい滅めつしながらしだいに強さを増して光り始めている。

　何かにみちびかれるように、遼太郎はメダルをはずし、両手に包みこんで、その上に顔を伏せた。

　低い声で唱えはじめる。

『……喚かん起きせよ・喚起せよ・そは裂く刃やいばにして鉄てつ槌ついなり・雷らい電でんなり・野獣なり・汝なんじ駆ける者・汝強き者・汝意志する者・あまねき権能を汝に付与せん・』

　いつだったか、クリスティーナに教えられた呪じゆ文もんだ。今のところ、遼太郎が覚えている魔術らしきものといったらこれだけしかない。

　こんなときに合っている呪文なのかどうかすら、判断がつかなかった。それでも、言葉は流れるようにするすると遼太郎の口をついて流れ出した。

『乾きし地の霊・流るる水の霊・揺らめく風の霊・突き刺す炎の霊・』

　そういえば逆さロンドン塔の奥底で唱えたのもこの呪文だった、とうっすら思い出す。

　あの時はアレックスと美弥子、ジンジャー、それに遼太郎四人の力をつなぎあわせて、大地に空いた〈穴〉を修復した。つなぎ合った手から〈力〉がびりびりと流れ、溶けあい、大地の奥底にまっすぐ注ぎこまれていくのをはっきりと感じた。

　目を閉じる。あの時と同じ感覚が、ふたたび遼りよう太た郎ろうの中にもどってきていた。誰かとつながっている、つながれている感覚。

　力が流れこみ、集まり、溶けあう。遼太郎はほとんど何も考えてはいなかった。ただ体と心にうずまく白い〈力〉の流れに身をひたし、それが手の中のメダルに、いや、その中に埋め込まれた小さな赤い結晶に、流れこんでいくのを歓喜とともに見つめていた。



〈非在の館ノーウエア・ハウス〉の書斎で、館やかたの主あるじは読んでいた本を不意に取り落とした。

　落ち着きはらったいつもの態度からは想像もできない急ぎ足で、壁の一隅に駆け寄る。積みあげられた山ほどの品物の中から、小さな手のひらに載のるほどの小箱を取りだした。

　蓋を開ける。中に入ったガラスの小瓶が、まっ赤に燃えていた。中を充みたした真しん紅くの液体が、ひとつの心臓と化したかのように、とくとくと脈打って輝いていた。

「これは……」

　館の主の唇くちびるから、呻うめくような声が漏れた。



　ジンジャーはふと顔をあげた。

　美弥子や和音たちは自分の部屋へ戻して休ませ、彼女ひとりが、主人のいないモンフォーコン邸ていの居間で見張り番をしている。

　赤い髪を揺らしてひくひくと鼻を動かし、窓際へ走り寄ってカーテンを引きあける。何もなかった。いつも通りのロンドンの夜が、ぽつぽつと街灯の光を散らしてそこにあるばかりだった。

　だが、魔女姫の瞳ひとみには何かが映っていた。ジンジャーは蒼そう白はくになり、唇を噛かみしめながらぎゅっとカーテンを握りしめた。小さな拳こぶしが、わずかに震えていた。



「力が」

〈逆さロンドン塔〉の奥底で、〈女主人クイーン・マザー〉は呟つぶやいた。彼女の座する玉座は、また、ロンドンの地脈すべてが集結する一点でもある。そのパワーが引かれ、なびき、どこかへ吸いこまれていくのが、彼女にとってはわが身に起こったことのようにわかるのだった。

「力が吸いこまれていく……けれども、奪われるのではない。溶けあい、結びあっていく……まったく別の、だが、けして異質ではないもの……結ぶもの、結び合うもの……〈むすぶ〉もの……ああ！」

「ああ！」と宮廷の者たちが唱和する。

〈影のロンドン〉の女王は頭を垂れ、骨とがらくたの王おう錫しやくの上にじっと頭をあずけた。



『――ツェ・カウェ・ユケパロン、トヴ・クティバルタ・イグ・カイ・オパヴォヴ、トヴ・クティバルタ・ヴクタ・カイ・ヌスウェパス・ソルス――』

　手を開く。メダルはひとりでに、ゆっくりと上昇をはじめた。

　まわりを囲む銀が溶けてしたたり落ち、光り輝く赤い結晶が姿を見せる。それは一個の炎のように、赤々と部屋中を真しん紅くの光で照らし出した。

　変事に気づいたシヴィルが、あっと声をあげる。

「な、なんだ！　いったいどうしたんだ!?」

　周囲で何かの壊れる音がした。部屋中に仕掛けられていた魔術的封印が、一つ、また一つと、はじけて飛ぶ音だった。紳士方ジエントルメンの何人かが、うわっと声をあげて持ち物を落とす。光を失い、刻まれた文様をすっかり消された魔術具がごとんと床に転がる。

　遼りよう太た郎ろうの耳にはもうほとんど何も届いていなかった。自分が何を言っているのか、何をしているのかという意識もなかった。全身を光の導管と化す力の流れにしたがって、ゆっくりと両手を上げる。

　手のひらのあいだに脈打っていた光が、さらに上昇をはじめた。その場にいるものすべての上に暖かな光輝を充みちわたらせながら、それは殻を脱ぐ蝶ちようのさなぎのように、刻々と膨らみ、明るくあざやかに燃え、光の翼を広げていった。

「〈聖心臓セイクリツド・ハート〉」

　うめくように誰かが言った。

「キリストの、慈愛の、象徴……」

　それは一見薔ば薇らのように、またはばたく鳥のように、空中に大きく輝いていた。

　子供の頭ほどある、またとない紅玉のように美しく透明で、中では炎が踊っていた。両手を合わせたようにやわらかな曲面で形づくられたその表面には、様式化された傷が走り、そこから、涙のように赤い鮮血がしたたり落ちていた。

　血は空中で固まり、小さな赤いジルコンのように床に散らばっていた。甘い香気が、触れたものの心をなだめ落ちつかせずにはいない馥ふく郁いくたる香が、そこからは漂ってきた。

『……どうか、私の名のもとに、争うことはやめてほしい』

　その声は遼太郎の口から出ていたが、むしろ、もっと遠いところから届いているような、不思議な反響をおびていた。

『私は一度としてそのようなことを望まなかった。私はただ、私と、私の愛する世界が永久に平穏であるようにと願っただけだった。なのに、あなたがたはなぜ、その私の名を借りて争おうとするのか。どうかやめてほしい、そして、わが愛するものの血を受けしものを自由にしてほしい。私はただ愛と赦ゆるしを、そして平和を求める、ただそれだけを』

「主しゆよ」

　耐えかねたように、騎士モーリスが膝ひざを折った。剣を投げだし、深々と身を折って、空中に浮かぶ血を流す聖心臓セイクリツド・ハートに叩こう頭とうする。

「主よ。わが主よ。平和と慈愛の主にして、わが忠誠を捧ささげる王、主イエスよ」

　シャルロットは畏おそれと驚きよう愕がくとで身動きもできないようだった。

　クリスティーナでさえ愕がく然ぜんとして遼太郎を見つめ、レギーネとバイロン卿きようは、どちらもひっそりと息をひそめて光を見あげている。シヴィルは出方をはかろうとでもするように、砕け散った室内の魔術的封印と、役立たずになった武器をちらちら見ている。

「……こんな、こんなことがあってたまるか！」

　ひとり歯ぎしりしていた騎士フィリップが、はねるように立ちあがった。手には剣を握りしめていた。

「こんな、こんな異教徒が、キリストの聖なる徴しるしをあらわすなんてことがあってたまるか！　こんなもの、みんな妄もう想そうだ、悪魔のもたらした幻術だ！　僕はこんなものに引っかからないぞ、この悪魔め、異端の魔術師め、死ね！」

「フィリップ、やめろ！」

　騎士モーリスがはね起きて叫んだ。

　だがその時にはすでに、騎士フィリップは狂ったような笑いをひびかせながら、振りあげた剣を動かない遼りよう太た郎ろうの頭上に打ち下ろしていた。

　肉と骨の砕ける音がした。

　遼太郎ははっと目を開き、それと同時に、聖心臓セイクリツド・ハートは消滅した。

　ちりんと音を立てて、足もとに小さな結晶が落ちる。それは吸血鬼事件の時、サー・マクスウェルがメダルの中に仕込んでくれた、あの不思議な液体の結晶だった。

「騎……士……ジャン」

　血を吐きながら騎士フィリップがもがいた。



    

  
    
      



    

  
    
      　突き立てられた剣は背から腹を貫通し、彼の身体からだを完全に床に縫ぬい止めていた。じわじわと広がる血ち溜だまりには、〈生命の水アクア・ウイタエ〉の、かすかな銀色の輝きがまじっていた。

「この者を殺されては困るのだ、騎士フィリップ」

　騎士ジャンは言った。

　だが、その声も口調も、微妙に変化していた。ほとんど石のようだった表情にどこか不快感をそそるものがまじり、目に、爬は虫ちゆう類るいを思わせる冷たい光が宿っている。

　ゆがんだ唇くちびるに、笑みが貼はりついていた。背筋をぞっとさせるような、異様な笑みだった。

「まさか、こんな場所で見いだすことになろうとはな。教皇のじじいめには感謝せねば。〈聖杯サン＝グラール〉を見いだした先で〈産む霊すぶ者〉を見つけるとは、思いもよらなかったぞ」

「いったい……何、を」

　さらに続けようとして、騎士フィリップは喉のどを絞られるような悲鳴をあげた。背中に突き立てられた剣がどくりと蠢うごめき、犠牲者の身体から何かを吸いとっていく。

　バイロン卿きようがシャーッと吠ほえた。

　騎士フィリップはなおも口をぱくぱくさせたが、それ以上声をたてることはできず、ずるりと床に崩れた。その身体はみるみるうちにミイラのようにひからび、枯れ木のようになって横たわった。

「何者だ、貴様」

　剣を向けて、クリスティーナが鋭く言った。この場の誰よりも、この男が危険であることを彼女は敏感に察知したようだった。

　騎士ジャンは楽しげに笑い声をあげた。

「冷たいではないか、〈聖杯〉、いや、クリスティーナ。この声で私がわからないほどの時が流れてしまったのか？　まあいい、この顔では、確かにわからないこともあるだろう。少し待つがいい」

　そう言ったとたん、騎士ジャンの顔からすべての表情が抜け落ちた。

　粘土の仮面のようになった顔の口が、だらんと開く。その内側から、白い五本の指が、すいとのぞいて顎あごを――内側から――つかんだ。

　嫌な音が響いた。肉と骨がきしみ、引き裂かれた。血が雨のように降り、磨き立てた床の上に肉片まじりの血溜まりとなって広がった。

　まるで全身をおおう布を脱ぐかのように、それは騎士ジャンを「脱いだ」。

　引き裂かれた口はほとんど耳まで達し、切り離されたも同然の耳から上はだらんと後ろへ垂れさがって、まるで出来の悪いフードのように背中の上に垂れさがった。

　シャルロットがぐっと声をあげて口を押さえた。

　全員が魅み入いられたように見守る中、ほとんどからっぽになった人間の残ざん骸がいが、血と肉と骨の山となって床に投げ出された。

　抜け出てきたそれは、軽い嫌けん悪おの表情を浮かべて指先についた血のしずくを払い落とすと、うってかわったほがらかな笑顔をクリスティーナに向けた。

「さあ、これでわかってもらえるか？　ほぼ三百年ぶりになるかな、クリスティーナ？」



　　　２



「〈魔術師シモンシモン・マグス〉！」

　雷鳴のようにその声は響きわたった。

　これまで誰も訊きいたことのない、激げつ昂こうしたクリスティーナの咆ほう哮こう。彼女は誰が動く暇も与えず、剣の鞘さやを投げすてて闇やみ雲くもに相手に突きかかった。

　うたれたようにその動きが止まった。

「おいおい」

　あきれたように相手は言った。軽く片手を上げただけで、まったくその場から動いてはいない。

　クリスティーナの両手と肩は、あまりにも強く力をこめたがためにわなわなと震えていた。振りおろそうとした剣は相手の手のひらの髪の毛一本すきまをあけた上で止められ、鎖につながれた獣のように、持ち主の憤ふん怒ぬを移して身震いしていた。

「三百年ぶりに会ったというのに、いきなりこの扱いは酷ひどくないかね？　しかしまあ、君がその名で呼ぶとするなら、私もこのまま、君のことはクリスティーナと呼び続けようか。クリスティーナ・モンフォーコン。たしか今はそう名乗っているのだったね、愛いとしきわが友よ？」

「貴様になど友と呼ばれてたまるか。この腐った、裏切り者の、口にするのもけがらわしい怪物が」

　怒りに震える声でクリスティーナは吐き捨てた。

「シオン騎士団などにもぐり込んで、いったい何をたくらんでいる？〈産む霊すぶ者〉とはどういう意味だ？　うちのあのなまくらな従じゆう僕ぼくは確かに、役立たずな上に気が利かなくて小生意気でぼんくらこの上ないどうしようもない代しろ物ものだが、それでもあれは私の従僕だ。他人が手を出すことは許さん」

「ほう、どうやら君は気がつかなかったと見た。ずいぶん腕が落ちたものだな、クリスティーナ、〈パラケルススの娘〉」

　シモンと呼ばれた男は軽く手を払うようにした。

　それだけで、クリスティーナはなぎ払われたように大きく横に吹き飛ばされた。床に叩たたきつけられ、苦痛のうめき声をもらす。

「お嬢さま！」

　すぐにレギーネが駆け寄った。

　大きな怪け我ががないことをたしかめると、さっと敵に向きなおって身がまえる。両腕と腰、両肩から、凶暴な刀とう身しんがいくつも音を立てて伸びた。バイロン卿きようはぱたぱたと飛び上がり、倒れた主人のもとに座って、心配そうに身体からだをゆすっている。

　遼りよう太た郎ろうは頭を振って、視界にかかった霧きりをいくらかでも払おうと努力した。いまだに身体からだを流れていた力の残ざん滓しが残っていて、指先や手足が電気をおびているようにぴりぴりする。頭を振り、目をこすって、傲ごう然ぜんと立っている新たな敵に目をやり、愕がく然ぜんとした。

（あれは……！）

　その顔には見覚えがあった。しかし、そんなはずがあるだろうか。サー・マクスウェルの、〈非在館ノーウエア・ハウス〉の書斎の机にあった、小さな男女の細密画。クリスティーナにそっくりだった女性と、もう一人、若い男がいて――

　その若い男に、目の前にいる男はうり二つなのだった。

　白い面おも長ながの、寒気のするような美び貌ぼうだった。長い銀髪を房ふさのついたタッセルでまとめている。黒い、身にぴったりと添う影のような衣服をまとい、銀の鎖と、いくつかの指環をはめているほかはほとんど黒一色の装いだった。

　ただ、瞳ひとみの色は違っている。あの絵の男はクリスティーナと同じ鮮やかな緑の瞳をしていたが、目の前にいる男は、まるでルビーをはめ込んだような、真しん紅くの瞳をしていた。

　その鮮やかな色は、いま遼太郎が手にし、そして、クリスティーナが魔を消滅させたときに出現するあの真紅の結晶の色とおなじだった。

　遼太郎は思わず手のひらの上に目を落とした。あの結晶は銀のメダルから解き放たれて、いくつもの切り子面に光を散乱させながらなおもきらきらと輝いていた。

「〈聖杯〉――〈器〉――そして〈産霊者〉」

　夢見るように男は言った。

「三つがそろえば、私の究極の夢が叶かなえられる。夢だよ、〈パラケルススの娘〉、もう少しでわれわれはそれを見つけるところだったのに、君が土壇場のところでいらぬ後込しりごみをして逃げ出してしまったおかげで、われわれはこんなことになってるんじゃないか。少しは謝罪の気持ちってものがないのかね」

「何が謝罪だ」

　肩で息をしながらクリスティーナは唸うなった。腕をひねったか何かしたのか、肩を押さえて顔をゆがめている。剣を握ろうと手で床をさぐっているが、ようやく探りあてた剣は、力なく床に転がった。

「確かに最初はおまえの理想に賛同はしたさ。だが、私が馬鹿だった。おまえなどの口車に乗せられるべきではなかったんだ。後込みだと？　私は最初からすべきだったことをしたまでだ、わかったら、とっとと私の剣にかかってこの世から消え失うせろ」

「いいのかね？」

　男はにやりと笑った。見るものの肌を粟あわ立だたせる、冷酷さといやらしさのまじったぞっとするような笑みだった。

「そうすると君は、君自身を殺してしまうことになるのだが？」

　クリスティーナは再び咆ほう哮こうした。

　もはや怒りのあまり、言葉にもなっていなかった。

「お嬢さま、いけません！」レギーネが急いで止めようとしたが、その手を振りはらって、力の入らない身体からだのまま相手にぶつかっていく。

　男はちょっと肩をすくめただけだった。見えない壁にクリスティーナははじき飛ばされ、ふたたび転がった。

　呻うめき声をたてたが、もはや動けないようだった。男は余裕たっぷりに首を振り、いたずらな子供にするように舌を鳴らすと、ゆっくりと足を踏み出した。

「〈聖杯〉、〈器〉、〈産霊者〉」

　唄うたうように彼はくり返した。

「まったく幸運だ。せめて〈聖杯〉と〈器〉だけでも手に入れておこうと思ったら、そこに〈産霊者〉までそろっていたなんてね。一石二鳥、いや、三鳥とはこのことじゃないか。これで一気に夢がかなう。君たちには感謝の言葉もないよ」

「近づかないでください」

　喘あえいでいるクリスティーナを背に、しゃりん、とレギーネが刃やいばをかまえた。

「おや、けなげなことだね、お人形さん」

　男はあざ笑った。

「だが、さっき私が言ったことを忘れないようにね。私を殺せば、君の大事なご主人もいっしょに殺すことになるんだよ？　そのことはよく考えたほうがいい、だからこそ、君も思いきって討って出られずにいるんだろうが」



    

  
    
      



    

  
    
      　突きだした刃先がぴくりと揺れる。

「かまわない、レギーネ」

　苦しげな息の下からクリスティーナが囁ささやく。

「そいつの首を落としてやれ。全身をずたずたに引き裂くがいい。構うもんか。どうせいつかは、そうなるのがふさわしい運命なんだ、私も、奴も」

「いいえ、お嬢さま」

　レギーネの返事は小さかったが、強かった。

「そんなことはできません、お嬢さま。できません、私には、できません」

「まあ、そっちはそれでいいとして」

　クリスティーナのほうにはもう興味をなくしたように、男はふらりと遼りよう太た郎ろうのほうに向きなおった。

　遼太郎はおもわず身を固くした。真しん紅くの瞳ひとみが笑っている。

　こいつは、と遼太郎は思った。

　これは、サー・マクスウェルの机の絵の男じゃない。何か、別のものだ。

　違う人間が、あの姿の中に入っている。あの絵の男は、傲ごう慢まんそうではあったけれど、けっしてこんな笑い方はしていなかった。自分のことだけしか頭にない、そのためなら、他人のことなどアリ以下にしか思っていない、爬は虫ちゆう類るいのようなこんな笑みは。

「さあ、君もこっちへ来てくれるかね、〈産霊者〉の少年？　まさかアジアの果てに君のような少年がいたとはうかつだった。まったく運がよかったよ、うん、私は運がいい。三百年間待ったかいがあった。君はきっとすばらしい働きをしてくれる、そうじゃないかね？　こっちへ来て、私の手を取りたまえ。さあ。ほら」

　お断りだ、という言葉が喉のどでつっかえて止まった。蛇のような真紅の瞳が、遼太郎の全身を見えない鎖で縛りつけていた。声も出ずに遼太郎は、銀の指環で飾られた手がするするとこちらへ伸びてくるのを、ただ見ていた。

「さあ、〈産霊者〉の少年、こちらへ……」

　伸びてきた手が今にも遼太郎の肩をつかみそうになったとき、ひゅっと耳元で何かが鳴った。

　男が苛いら立だったような声をたてて身を引いた。いつの間にか目を閉じていた遼太郎は、顔をあげ、そこに、破れた鎖かたびらをまとった広い背中を認めた。

「モ、モーリス――さん!?」

「この少年に触れるな、怪物め」

　騎士モーリスの静かな声は、抑えた怒りに燃えていた。

　横からもっとほっそりした姿が寄りそってきて、同じように剣を構えて立つ。シャルロットはちらりと遼太郎を振り返り、すぐに前を向いた。

「貴様が何者か、私は知らぬ。知りたいとも思うまい。だが、この少年に手を触れることは、主しゆイエス・キリストの名にかけてこの騎士モーリス・ド・ラ・トゥールが許さぬ。私はキリストの騎士であり、その慈愛を受けしものすべての守護者となることを誓った。たとえわが身が滅ほろぼうとも、この少年に、貴様の穢けがれた手は掛けさせぬ」

「僕らもいるってこと、忘れちゃ困りますよ？」

　場違いなほどのんびりとした声がかかった。

　シヴィル・セント・クレアが、片手に拳けん銃じゆうを構え、後ろに何人かの紳士方ジエントルメンを従えて狙ねらいをつけていた。足もとでは忠実なメリュジーヌが、白はく蛇じやの胴体を主人のかたわらに折りたたみ、命令があればすぐにとびかかれるよう、長い牙きばと爪つめを精いっぱいにむきだしている。

「どうもあなたの言うことは、〈評議会うち〉の大導師方の興味もひどくそそりそうなんでね。現れ方もなかなか興味深かったですし。そんなわけで、多勢に無ぶ勢ぜいってことで、ここはひとつ、僕たちとご同道ねがえませんかね？　悪いようにはしない――とは、お約束できないのが残念ですけど」

「ああ、なるほど。敬けい虔けんなるシオン騎士団に、英国の忠実なる臣しん民みん諸君か」

　どうでもよさそうに男は言った。

　騎士モーリスの一刀は、遼太郎に伸ばしていた彼の右手の肘ひじから先をすっぱりと切り落としていた。血は一滴も出ていない。切り口は肉ではなく、ただ、灰色の石のような断面を見せているばかりだった。

　男が床に落ちた自分の手にむかって顎あごをしゃくると、手は、ふっと靄もやのようにぼやけ、小さな竜巻のようになってもとあった場所に吸いついた。

　くっついたことをたしかめるように何度か振ってみてから、男は肩をすくめた。

「ふむ。まあ、どうやら今回は旧交を温めるには少し邪魔者が多すぎるような気がしてきた。ひとまず退散するよ、クリスティーナ。近いうちにまた会いたいものだ、そこの〈産霊者〉君もごいっしょに。是非楽しみにしていてくれたまえ。心待ちにしている」

「待て！」

　クリスティーナが声をふりしぼると同時に、騎士モーリスとレギーネの刃やいばが同時につきだされ、交錯した。二本の刃は男の首を貫通したが、そこにはすでに、煙のようにもやもやした何かしかなかった。

『ああ、そうだ』

　しだいに薄れていきながら、あざけるような声が遠くからひびいてきた。

『せっかく再会できたのに贈り物もしないのも何だから、ひとつ、プレゼントを置いていくよ――みんなで楽しんでくれたまえ。愛しているよ、わが心なるクリスティーナ、今も、昔も永遠に』

「ふざけた口を！」

　クリスティーナは唸うなった。高らかな哄こう笑しようがわずかな残響となって響き、消えると同時に、室内からおそろしい絶叫があがった。

「な、なんだこいつは！　たすけてく――」

　肉と骨が砕ける音があとに続き、ぺちゃぺちゃという舌を鳴らすような物音が響いた。騎士モーリスはさっと身をひるがえし、厳しい顔をさらに厳しくして、剣をまっすぐに取りなおした。

「騎士ジャン。いや、彼だったもの、か」

　銀髪の魔術師に脱ぎ捨てられた肉の衣装が、今や生命を持って動き始めていた。

　ぐつぐつと鍋なべの煮立つような物音をさせながら床から盛りあがり、偽ぎ足そくを広げ、のろのろした動きで床の上を這はいはじめている。

〈評議会カウンシル〉の紳士のひとりが肉の鞭むちのような偽足につかまり、喉のども裂けんばかりの悲鳴をあげていた。手にした魔術道具の短剣を何度も相手に突き立てるが、灰色のゼリー状の堆たい積せき物ぶつと化した肉体には何の役にも立たなかった。

　見る間に足から腰へ、胸へ、肩へと呑のみこまれていき、やがて、恐怖を刻みつけた仮面のような顔が呑みこまれる。怪物は不定形の身をふるわせ、ため息をつくかのようにかすれた音を立てた。肉の山のてっぺんには口を開けたままの騎士ジャンの顔が、まるで子供のいたずらのようにちょこんと貼はりついてうつろな目で宙を見あげていた。

「紳士方Gentlemenよ！」

　銃を上げてシヴィルが命令する。残った紳士たちの手からいっせいに拳けん銃じゆうが、雷らい電でんが、炎の雨が放はなたれた。

　だが、怪物には何の役にもたたなかった。肉の焼ける悪臭が立ちこめたが、ゼリー状の半透明の肉が少し削れた程度で、それもすぐに内側から盛りあがってきた肉に埋められてしまう。

　シヴィルは舌打ちし、「メリュジーヌ！」と命じて手にした拳銃を何度も発射した。

　騎士ジャンの顔の額ひたいに穴が空いた。しゃあっと吠ほえて飛びかかったメリュジーヌは不定形の相手にきりきりと巻きつき、そのすぐ下の喉のどに当たる部分にかぶりつく。

　怪物はまた身震いしたが、それだけだった。額に空いた穴がみるみるふさがっていく。

　巻きついた白はく蛇じやの身体からだがじわじわと呑みこまれかけるのを見て、シヴィルはあわてて「もどれ、メリュジーヌ！」と叫んだ。

　メリュジーヌはもがくようにして身をもぎはなし、口いっぱいに噛かみとった灰色のぶよぶよした肉をぺっと床に吐き出した。

「君たちは下がれ。これは、われわれが始末すべき相手だ！」

　騎士モーリスが一声叫び、鬨ときの声をあげて斬きりかかっていった。

　大剣がまともに騎士ジャンの顔面に食い込む。あとに続いたシャルロットが、脇腹から背中にあたる部分をまっすぐに突き通した。一瞬、怪物の動きが止まる。

　やったのか、と思われた瞬間、爆発するように怪物の身体が膨らんだ。

「シャルロット！」

　はっとしたように、騎士モーリスがシャルロットを遠くへ突きとばした。

　次の瞬間、鮮血がどっと吹き出して壁を彩いろどった。怪物のぶよぶよした身体から何本もの棘とげが飛びだし、騎士モーリスの胸と腹を突きぬけたのだ。

　シャルロットは顔を覆い、長い悲鳴をあげた。





「遼りよう太た郎ろう……遼太郎……聞こえるか」

　目の前で繰り広げられる凄せい惨さんな戦闘に魅み入いられたように動けずにいた遼太郎は、はっとわれに返った。

　身体からだを折り曲げ、ぐったりと床に横たわったクリスティーナが、こちらを見ていた。バイロン卿きようが枕まくらのようになって、ようやく主人の身体を支えている。片眼鏡モノクルの奥の緑の瞳ひとみは爛らん々らんと燃え、心を貫きとおすようないつもの強さをたたえていた。

「あれはシモンによって〈生命の水アクア・ウイタエ〉を与えられている……あれを体内に入れた者は、心臓を破壊しないかぎり、傷を受けて死ぬことはない。性質は違うが、吸血鬼と同じようなものだ。あの怪物を止めるためには、あいつのぶよぶよした身体のどこかにある、心臓をその剣で貫くしかない……」

　目で示されたのは、クリスティーナの手のそばに転がっている彼女の赤い石のついた仕込み杖づえだった。抜き身のまま、持ち主の手を待つように赤い石を光らせている。

「わ、わかりました、でもどうやって!?　あんなぶくぶくした怪物のいったいどこに、心臓なんてものが」

「よく見ろ……よく見るんだ。今、私は動けない。君の代わりに見て位置を教えてやることもできない。今の君になら、奴の心臓の位置がわかるはずだ。さっきの赤い石をしっかりと持て。そして、目をこらせ。〈聖心臓セイクリツド・ハート〉を顕けん現げんさせることができるのなら、まだ、その力のかけらはどこかに残っているはず……」

　それだけ話すのさえ、かなりの努力を要するようだった。クリスティーナは咳せきこみ、わずかに血を吐いた。

　猶ゆう予よはない。遼太郎はあわててうなずき、飛びつくようにして仕込み杖を拾いあげた。細い刀身が氷のように光る。

「よく見ろ……見るんだ」クリスティーナの声は細い。

「見えるはずだ……赤い光が。その手の中のものと同じ、ルビーのような赤い色が。そいつが奴の心臓だ。それを貫け……その剣で……レギーネが援護してくれる……」

　遼太郎は剣を引き寄せ、額ひたいに力を集めて、けんめいに目をこらした。

　初めのうちはなにも見えなかった。入り乱れる人間と火花、雷らい電でん、血と交こう錯さくする叫び声に邪魔されて、なかなか意識を集中することができない。

　だが、そのうちに、少しずつ視界が澄んできた。どことなく視力が鋭くなった、または、まったく別の視力を獲得したかのように、物質的なものは視界の外に薄れてゆき、ちかちかとまたたく赤い光がぼんやりと目の中に浮かんできた。染みのようなぼやけた怪物の肉の輪りん郭かくの奥に、それだけが、小さな太陽のようにぎらついている。

「――見えた。あれだ！」

「行け、レギーネ！」間髪入れず、クリスティーナが叫んだ。苦痛に顔をゆがめながら半身を持ちあげ、命令を発する。

「レギーネ、印形シジル、〈智天使Cherubim〉！」

　たちまち銀髪の少女の背に、鋼鉄の翼が広がる。鋼はがねの天使と化したレギーネは、さっと遼りよう太た郎ろうの腰に手を回すと、大きく羽ばたいて滑かつ空くうしながら怪物に迫った。

　襲いかかってくる棘とげや偽ぎ足そくは、すべて鋼鉄の天使の翼と剣に粉砕される。肉の堆たい積せきのてっぺんに貼りついた顔が洞どう窟くつの奥から響くような吠ほえ声を上げると、かっと口を開いてどろどろした液を吐きつけてきた。しぶきの当たった家具や絨じゆう毯たんが、きつい臭においの煙をあげて溶け失うせる。

「印形シジル、〈座天使Thrones〉！〈主天使Dominions〉！」

　鋼鉄の天使から光の槍やりが降り、次々と怪物を貫いた。さしもの怪物が、大きく身を震わせてごうごうと獣の咆ほう哮こうを上げる。

　赤く光る心臓は目の前だった。遼太郎はレギーネの腕を払って飛び降り、悪臭を放つ怪物の肉体に近づいた。

　騎士モーリスのそばですすり泣いているシャルロットが顔をあげ、涙のたまった目で遼太郎を見あげた。

　遼太郎は強く見返し、頭をあげた。呆ほうけたような、騎士ジャンの顔と目が合った。

（この人も、こうなる前は人間だったんだ）



    

  
    
      



    

  
    
      　それをたぶん、あの魔術師シモンシモン・マグスとかいう男に、こんな風に変えられたんだ。

「ごめんよ」

　遼りよう太た郎ろうは低く呟つぶやいた。

「でも――今、楽にしてあげるから」

　そして両手でクリスティーナの剣を構え、赤く光る心臓をまっすぐ見つめて、全体重をかけて切っ先を押し込んだ。

　手て応ごたえがあった。

　怪物の全身が波のように揺れた。

　遼太郎は吹き飛ばされ、剣を手から放して尻もちをついた。

　クリスティーナの剣はまだ怪物の心臓を貫いたまま、そこにつき立って震えていた。赤い光はますます明めい滅めつを早くし、壊れかけたボイラーのようにゆれ動いていた。

「印形シジル――〈熾天使Seraphim〉！」

　真っ白な光がすべてを包みこんだ。

　遼太郎は眼めを覆い、そして、開けた。

　怪物はその輪りん郭かくをまだ空中にとどめていたが、風の吹き抜けるような鳴き声とともに、薄れた姿は吹き消されるように宙に溶け失うせていった。

　赤い心臓が最後のまたたきを放はなって、消えた。カタン、と剣が床に落ちると同時に、赤い小さな結晶が一つ、ちかりと光って転がった。

　急に静かになった室内に、シャルロットのすすり泣きが低く響いていた。





「泣かなくてもいい、シャルロット」

　騎士モーリスは静かに言った。

「われわれの使命は終わった――〈聖杯サン＝グラール〉は見いだされ、私は主しゆイエスその方のお声を耳にした――その慈愛のお姿も。〈聖杯〉を持ち帰ることはあるまいが、もとより、これは間違った任務だったのだということが今にしてわかった。われらは皆、迷える子羊なのだということを、人間はすぐに忘れてしまう――そうではないか、〈聖杯〉殿。いや、クリスティーナ殿、と呼ぶべきか、今は」

「ああ、その通りだ。われわれはいつも迷っている」

　シャルロットは泣いて返事もできなかった。レギーネに支えられてそばに座ったクリスティーナは、さしのべられた騎士のごつごつした手を取り、そっと囁ささやいた。

「そして迷っている事実を自分自身の目から隠そうとして、自分に都合のよい地図を他人にも押しつけようとする。だがおそらく、あなたは正しい地図を持っていた、自分自身の中に。あなた自身が信じて歩いてゆくための、本当の道を示す地図を」

「本当の道」

　騎士モーリスは呟き、目を閉じた。

　すでに部屋には五人以外誰もいない。愁しゆう嘆たん場ばは嫌いなんですよ、という理由でシヴィルは部下たちを連れて出ていき、あとには、クリスティーナ主従と遼太郎、騎士モーリスとシャルロットが残った。すでに死相のはっきりしているシオンの騎士ひとりよりも、〈評議会カウンシル〉は、今回の事件のあとしまつと、新しく現れた〈魔術師シモンシモン・マグス〉なる謎なぞの人物の方が気になるようすだった。

「そこにいるのかね、リョウタロウ」

　目を閉じたまま、騎士モーリスは呟つぶやいた。

「はい」

　涙をこらえて遼りよう太た郎ろうは答えた。

　騎士モーリスの傷は深く、心臓を貫かれた肉体は、たとえ〈生命の水アクア・ウイタエ〉の効力があってももはや治ち癒ゆにはいたらぬようだった。何カ所も開いた傷から流れ出す血は、しだいに勢いを弱めはじめていた。

「君には感謝している。そして、どうか謝罪を受け容いれてほしい。君は私にわが真まことの主しゆの存在を気づかせてくれた。心の中でいつも求めていた、平和と、慈愛の王を。迷惑をかけたことを許してほしい、そして、君の家族の方々にも。私はあやまった目的に従っていた、迷ってはいないと自分自身を説得しながら」

「許すことなんて、何もないです」

　鼻声にならないよう、遼太郎は懸命にしっかりした声を保った。

「あなたは立派な人です、騎士モーリス。僕も、もっと別の時にあなたと会えればよかった、そうしたら、きっといろいろ教えてもらえたのに」

　騎士モーリスはかすかに微笑ほほえむと、目を開け、クリスティーナのほうを向いた。

「あなたにこんなことを頼むのは筋違いかもしれないが」

　すでにかすれ始めた声で騎士モーリスは言った。

「どうか、シャルロットの扱いがきちんとされるように手を打ってはもらえまいか。彼女にはローマに戻っても、ろくな運命は待っていない。どうか、この娘が人並みに、幸福に暮らせるように、手を貸してやってほしい。勝手な願いだとわかってはいるが……」

「そんな、騎士モーリス」

　シャルロットはまっ赤に腫はれた目で師である騎士にすがりついた。

「私はいやです。私は、私はあなたといっしょにどこへでも行きます、あなたがいなければいやです、騎士モーリス……私はまだ――あなたに教えてもらわなければならないことが、たくさん――」

「シャルロット。可愛かわいいシャルロット」

　力を振りしぼってあげた手で、騎士モーリスは少女の濡ぬれた頬ほおをそっと撫なでた。

「私のあとをどこへでもついてくる、小さな女の子だったおまえが眼に浮かぶよ。しかし、誰もいつまでも、同じままではいられない。私はもう、行かなくてはならない。おまえは自由だよ、シャルロット、もう誰も、何もおまえを縛りはしない。自由に生きるのだ、シャルロット、自由に。それが私がおまえに告げる、最後の教えだ」

「いやです、騎士モーリス……モーリス、いや」

　血に汚れた手をとって額ひたいに押しあて、シャルロットはむせび泣いた。

「お願いです、どこへも行かないで――あなたが好きです、モーリス、愛しています……だから行かないで、モーリス、私を一人にしないで……一人に、しないでください――」

「彼女の身柄は〈評議会カウンシル〉が引き取ることになると思うが」

　平へい坦たんな声でクリスティーナが言った。

「私にできるかぎりの力で、彼女がまっとうな扱いを受けられるようにさせる。もしそうならなければ、私自身で〈評議会〉に殴り込みをかけてやる。だから安心するといい、騎士モーリス、あなたのシャルロットは大丈夫だ」

　騎士モーリスはもう一度、かすかに笑った。

　そして力の抜けた手でシャルロットの短い金髪を撫なで、ゆっくりと手を落とした。

　レギーネの腕にとまっていたバイロン卿きようが、悲しげな短い鳴き声をたてた。

「モーリス!?」

　悲鳴のような声をあげてシャルロットが取りすがる。

「ここに臨りん終じゆうの秘ひ蹟せきを与える資格のあるものはいないが」

　クリスティーナが低く言った。モーリスにすがりつくシャルロットから、なぜか彼女は目をそむけていた。見ているのがつらいという風ふ情ぜいだった。そばに寄りそうレギーネが手を伸ばし、主人の金髪をそっと抱き寄せた。

「――だが、彼は自らの主しゆを見た。永遠の救い主、イエス・キリストを。もはや秘蹟は必要ないだろう。彼は、キリストの本質がこの世界に在るものすべてへの、愛と赦ゆるしであることを知ったのだから」

　シャルロットは声をあげて泣きじゃくっていた。遼りよう太た郎ろうは手を開き、握りしめていた真しん紅くのあの結晶を見つめた。

　そして騎士モーリスの手の中にそっと結晶をすべり込ませ、握りしめさせた。シャルロットはまだ泣いていた。これまで抑えていたすべての感情を出しつくすように、しゃくり上げ、身を震わせて、全身全霊で恋した人の上に身を投げかけて。



    

  
    
      


　　終幕　Home, Sweet Home





　――その男は〈魔術師シモンシモン・マグス〉――確かにそう名乗ったというのだな？

「はい、大導師グランドマスター」

　暗黒の中にシヴィル・セント・クレアは立っていた。彼の立つ周囲だけがほんのりと明るく、ほかのあらゆる部分は闇やみに沈んでいる。

　闇にひびく声は低く、かすれがちだったが、男とも女とも、また若者とも老人とも、なんとも見当のつかぬ響きを持っていた。ところどころ、ちらちらと揺れるかがり火の明かりはあったが、その光は、この場に充満する圧倒的な闇の質量に押しひしがれたかのようにほとんどあたりを照らすことがなかった。

「しかも、〈聖杯サン＝グラール〉――〈パラケルススの娘〉、クリスティーナ・モンフォーコンとは浅からぬ関係を持っているように見られました。お望みでしたら、あとでメリュジーヌに命じて、一部始終を再現させましょう。彼らの関係を読み解くことによって、我らに、そして英国にもまた、相応の利益がはかれるのではないかと僕は考えています。もちろん、最終的な判断は大導師のご判断にお任せすることですが」

　闇の中で、しばらく声のない意見交換が行われた。

　辛抱強くシヴィルは待った。

　――ひとまず、汝なんじにはこれまで通り、〈パラケルススの娘〉の身辺にあって彼女を監視することを命ずる。

　ついに意思の統一を見たのか、再びあの性別も、年齢も感じさせない声がシヴィルに語りかけた。

　――我らもまた、彼女と〈魔術師シモン〉については調査を開始する。汝はそのままグリムズビー家の家庭教師として、〈パラケルススの娘〉に関する情報を収集せよ。

「御ぎよ意いのままに、大導師」

　片腕を胸に当てて、シヴィルは深々と一礼した。

「大英帝国に栄光あれ」

　――栄光あれ。

　かがり火が一つずつ消えていき、シヴィルを照らしていた小さな明かりの輪も弱まって、ついには消えた。

「〈魔術師シモン〉」

　暗くら闇やみの中で、シヴィルは低く呟つぶやいた。

「聖書ではキリストの教えに対抗して人々をたぶらかした魔術師の名だ。しかし、そんなことがあるものなのか？　偶然の一致か、それとも――」

　続く言葉は闇やみに消え、暗黒と静寂があとに残った。





「お茶が渋い」

　仏頂面で、クリスティーナが言った。

「そんなこと、僕の知ったこっちゃありません。僕はいつも通りに淹いれただけです」

　遼りよう太た郎ろうは言い返した。

　朝のモンフォーコン邸てい、クリスティーナの寝室だった。中国の絹張りの衝つい立たてのむこうでは、レギーネがいい香りのバスソルトとタオルとブラシを準備している。クリスティーナはいつもの習慣通りベッドで盆を膝ひざにのせ、朝食をとっていたが、遼太郎が運んできたその内容に関しては、ことさら文句たらたらだった。

「だいたいそんなに文句言うんだったら、下へ降りてきて自分で淹れたらいいじゃないですか。ちゃんと歩けるの、こっちはもうわかってるんですからね。まったくもう、いつまでも子供みたいに卵が固いだのベーコンが焼きすぎだだのマフィンが冷めてるだの、ぶつぶつぶつぶつ言うのはなしです。レギーネが風ふ呂ろの準備に手をとられてるから、代わりに朝食を持ってきてくれって僕に言ったの、あなたじゃないですか」

「だからって言って文句を言わないとは言ってないだろう。ああ、渋い」

　これ見よがしに眉まゆをしかめて、また一口。

「私はお茶はもうちょっと薄いのが好みなんだよ。こう渋いのを呑むと頭が痛くなるんだ。レギーネだったらいつも完かん璧ぺきに私好ごのみにしてくれるのに、ねえレギーネ」

「はい？」

　衝立のむこうから、手を泡だらけにしたレギーネが顔をのぞかせた。背中にバイロン卿きようが、おんぶするようにぷらんとくっついている。

「何かご用でしょうか、お嬢さま」

「いいや、なんでもない。ただ、使用人としての技量がいかに仕事の質に表れるかという実例を前にして、感かん慨がいにふけっているだけでね。そのまま作業を続けていいよ、いい子だね。ああ、それにしても渋い」

「渋くっても我慢してください。我慢できなきゃ風呂の湯でも足たして呑のむんですね」

　これ以上つき合ってはいられない。階下ではラドル夫人が、大声をあげてわが家の従じゆう僕ぼく兼たった一人の下げ男なんを呼んでいる。

「ちょいと、洗濯屋が来てるよ！　シーツやらタオルやら、出さなくていいのかい！」

「うわっ、しまった」

　今朝はクリスティーナの朝食やら何やらで、まだ各部屋のベッドメイキングがぜんぶできていないのだ。

　顔をしかめながらカップを口に運んでいるクリスティーナは放ほうりだしておいて寝室を飛びだし、猛烈なスピードで各部屋を駆けまわる。

　腕いっぱいにシーツやタオルやその他の洗濯物をかかえて廊下を走っていると、いきなり隣を何か小さいものが、歓声をあげて駆けぬけた。

「シシィちゃん、これ！　いけません！」

　和かず音ねの声だ。

「あ、遼りよう兄さま、すみません、シシィちゃんがまた服を着るのをいやがって」

「やーだーもーんー!!」

　階段をすべり降りた下の方から、勝ちほこった叫び声が聞こえてくる。

「シシィやーだーもーんー！　そんな服きないのー！　こーれーでーいーいーの――!!」

「ちょっと、駄目だよ、シシィ！　……ごめん、和音、ちょっとこれ持ってて」

　和音に洗濯物の山をあずけてシシィを追いまわし、やっと捕まえて引き渡すまで約十分。さらに残っていた部屋を超特急で回って、外に出てみると、残念ながら、洗濯屋の荷車はずっと先のほうへ行ってしまっていた。

「何をしてるんだね、まったく朝からどたばたがたがたと」

　スープストックの鍋なべをかき回しながら、ラドル夫人がこちらを睨にらんだ。

「洗濯屋ならもうとっくに行っちまったよ。たぶん、もうオールド・ベイリーあたりまで行っちまったんじゃないかね」

　そうは言われても、洗濯物を出さないことには次の火曜日までに各部屋に敷くシーツがなくなってしまう。山盛りの洗濯物を抱えてふらふらと外に出て、通行人の視線を浴びながら洗濯屋の荷車を捜して歩くと、うまい具合に、通り一本へだてただけの小さな集合フラットの前に、見慣れた荷車が止まっているのに追いついた。

「なかなか出てこないから、今日はないのかと思ってさ」

　なじみの洗濯屋は汗だくの遼りよう太た郎ろうに、同どう朋ほうとしての情をうかべて肩を叩たたいた。

「まったく、ラドルのおかみさんも一言言ってくれりゃあいいのになあ。そんじゃあ、洗い物はこんだけでいいのかい」

「はい、お願いします。あ、それから、牛乳屋のウォリックさんにもし会ったら、明日はうちにあと半パイント分、牛乳を多めに届けてほしいって伝えといてくれませんか。ラドルさんが昨日、パイを冷まそうとして窓を開けといたらそこから猫が入って、すっかり舐なめちゃったらしいんです」

「ああ、わかった。ウォリーの奴ならいつも夕方パブでいっしょになるからな、確かに伝えとくよ」

「ありがとうございます。それじゃ」

「ああ、じゃな」

　洗濯屋はシーツやリネンを満載した荷車をごろごろ引いていく。遼太郎はほっと一息、頭の中で、まだ焦げたままの玄関ホールの絨じゆう毯たんと、くっついたままの煤すすをどうしようか考えながら、モンフォーコン邸ていまで駆け戻った。

　いつものように裏側へ回ろうとして、ふと足を止める。

　家を見あげた。

　とがった屋根に石造りの古風なタウンハウスは、朝日の中できらきらと輝いていた。

　空が青い。表に向いた部屋のピンクのカーテンが少し開いている。緑ろく青しようの吹いた雨あま樋どいのはしで雀すずめが跳びはね、どこかで鳩はとがくぐもった鳴き声をたてている。

　家、と遼りよう太た郎ろうは思った。

　僕の、僕たちの、家ホーム。

　こんな異郷で、しかも、追放されたと信じていた先で、見いだそうとは思ってもいなかった言葉だった。僕たちの家ホーム、僕たちの家族フアミリー。生まれた国では一度も実感したことのなかったものが、たしかに今、ここにある。

　彼女は家ホームを見つけられるだろうか、と遼太郎は思った。

　シャルロットは予想通り、〈評議会カウンシル〉に身柄を引き取られることになった。

　だが、クリスティーナがどういう手を使ったか、監視はつくにしても、きちんとした部屋とプライバシーは与えられ、まずはそこそこの自由を確保できることになった。

　最後に会ったときの彼女はまだ髪は短いままだったが、鎖かたびらを脱ぎ、娘らしいあっさりした青いドレスを着て、いささか恥ずかしそうに下を向いていた。胸には鞘さやに入った剣を抱いていた。誰のものかは、訊きかなくてもわかった。

「あなたには謝ります、リョウタ……ロウ」

　舌足らずに遼太郎の名前を口にし、おずおずと微笑ほほえんだ。

「彼が……モーリスが、安らかな眠りを得たのはあなたのおかげでした。まだ、私も混乱しています。いろいろ、考えなければならないこともたくさんあるけれど……それでも、今はお礼を言います。ごめんなさい、そして、ありがとう、リョウタロウ。クリスティーナにも、よろしく伝えてください」

　シャルロットはここで、家を見つけられるだろうか。これまで、一度も家を持たなかった彼女が、新しい家を、家族を、ここでまた見いだすことができるだろうか。

　きっとできる、と遼太郎は思った。彼女もまた、〈聖心臓セイクリツド・ハート〉の顕けん現げんを見た者のひとりなのだ。あの時のことは遼太郎の記憶の中ではぼんやりと霞かすみがかかっているが、暖かな力の脈みやく動どうは少し耳をすませばいつでも感じられるように思う。恋した男の形見がそばにあるなら、きっと彼女は、間違えずに道を乗りこえていけるだろう。

〈魔術師シモンシモン・マグス〉の暗い影は、まだ心のどこかに落ちている。

　だが、この家ホームと家族フアミリーだけはきっと守り抜いてみせる、遼太郎は胸をそらして高い屋根を見あげ、差してきた陽光に目を細めた。

　その時、ちょいちょいと上着の裾すそを引かれた。

　おや、と見おろしてみると、すり切れた繻しゆ子すの服を着た小さな猿が、ちょこんと小首をかしげてこちらを見あげている。

「おや、おまえ――こないだ市場にいた、オルガン弾きの猿じゃないか？」

　猿はそうだ、というように反対側にまたちょこんと小首をかしげてみせ、手に持った折りたたんだ紙をこちらへ差しだした。

「なんだい、これ？　カード？　あ、こら」

　カードを渡すと、用はすんだとばかりに猿は尻尾しつぽを振りたて振りたて、ちょろちょろと街路を走っていってしまった。

　遼りよう太た郎ろうはなんだか化かされたような気分で手に持ったカードを開いてみた。カードはピンク色のきれいな紙で、薔ば薇らかスミレのいい匂においがした。

　そこに大きく輪を描くような独特の筆跡で、一行こうあった。





『　約束、忘れるなよ



――ジンジャー』





　約束？

　……約束って、なんの？



「兄さま、朝ご飯の用意ができました。……あら、それ、何ですの？」

「あ、うわっ、和かず音ね、いや」

　あわてて隠そうとしたが、遅かった。ポケットへ突っこむ暇もないうちに、すぐあとから美み弥や子こがドアから顔を出し、ピンクの紙と女文字とをばっちり見られてしまったのだ。

　たちまち美弥子の眉まゆが吊つり上がる。

「まあ、何ですの、いったいそれは！　ちょっとお見せなさい、お見せなさいったら！　――まあっ、『約束』ですって！『約束』ってなんのことですの、遼太郎さん！　ジンジャーってこのあいだのあの赤い髪の方ですわね、いったいまあ、何の『約束』があるっていうんですの！　それもこんな朝からこっそり、こ、こんな、いやらしい桃色の文ふみなんか渡してきて！」

「わたしもお聞きしたいです、遼兄さま」

　和音まで、ぎゅっと袂たもとをにぎって上目づかいで迫ってくる。

「なんのお約束をなさいましたの、兄さま。それも、わたしたちに内緒にしなくてはならないようなお約束ですの、そのあたりは、和音も、どうしてもはっきりしていただかないといけませんわ」

「な、なんでもないよ、なんでもないったら！　ただ――」

「ただ？」

「ただ――ああもう！　なんでもないよ、なんでもないんだったら！」

「お待ちなさい、遼りよう太た郎ろうさん！　逃げるなんて男らしくありませんわ、堂々とここで申し開きをなさい！　遼太郎さん！」

「ねえ兄さま、内緒の約束ってなんなんですの！　和かず音ねにも言えないようなことですの？わたし気になります、兄さま！　遼兄さま！」

「わーい、またおいかけっこだー。シシィもシシィもー」

「あんたたち、朝っぱらから何やってんだい！　スープが冷めちまうじゃないか！」

「頼むから勘弁してくれ――――――!!」





「Home, My Sweet Home」

　階下の騒ぎを聞きながら、ベッドの上でクリスティーナはそっと口ずさんだ。

「愛いとしきわが家、楽しきわが家……だな。ねえレギーネ」

「はい」

　レギーネが手をふきながらまた衝つい立たてのかげから頭を出した。

「なんでしょうか、お嬢さま？」

　クリスティーナは唇くちびるを結んで半分飲み残したカップを睨にらみつけた。

　琥こ珀はく色の紅茶が、きれいな金色の輪を周囲に浮かせて揺れている。ゴールデン・リングと言って、上手にお茶が淹いれられているとき現れる美お味いしいお茶の目印のようなものだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「……なんでもない」

　呟つぶやいて、クリスティーナは渋い顔のまま紅茶を一気に、底まで飲み干した。



    

  
    
      


　　あとがき





　ある日の編集さんとの会話。





「いや無理。無理無理無理ってば無理。物理的にどう考えても無理。無理」

「いやしかしもう書店さんとか注文とっちゃってますしー。印刷所も押さえてますからー」

「いや駄目駄目物理的に無理なものはどう考えても駄目。無理。死んじゃう」





　……そんなわけでいつもお世話になっております。五ご代だいゆうでございます。

　今回から新章突入ということで、いきなりさまざまなことが明らかになったり、でもまだいろいろ謎なぞは残っていたり、新たな敵が出てきたりとあっちこっち急展開しておりますが、頼りなかった遼りよう太た郎ろう君も多少ながらも成長の兆きざしを見せているようでもあり、書き手としては心強いことです。

　これからまたたくさんの事件や試練が彼らには降りかかってくると思いますが（女難も含めて＞∨笑）彼にはぜひ頑張っていってもらいたいものであります。





　で、ちょっとこれは書いておいた方がいいと思うのですが、今回登場の、ダン・ブラウン『ダ・ヴィンチ・コード』でえらい有名になってしまったシオン騎士団もしくは「シオン修道会プリウレ・ド・シオン」

　あれは本来は存在しない、まったくのフィクションであるということを強調しときます。日本ではなぜかあれ、史実だと勘違いされてる方が多いみたいなので。

　あれはピエール・プランタールという秘密結社マニアの妙なおっちゃんが友達と適当に作った集団で、ダ・ヴィンチとかとの関係も、ましてやキリスト教となんぞぜんぜんまったくつながりなんぞありゃしないのですな。（詳しくは皆みな神かみ龍りゆう太た郎ろう氏の解説本をどうぞ）

　てか『ダ・ヴィンチ・コード』のネタ元（であろうと思われる）本、全部うちの本棚に十年も前から転がってたってーの。どこが秘密だどこが。

　って言うかダンさんずるい。うらやましい。（←本音）





　えー、で、次巻はちょっと一息ついて短編集ということで、キャラクターたちのゆかいな日常（？）を扱った一冊になる予定です。

　まったく編集Ｏ氏とイラストの岸きし田だメルさまにはお世話のかけっぱなしで（がくり）

　今後はもうちょっと改善します。いや本気で。

　……でも正直三か月に一冊ってやっぱちょっときついですせんせい（こっそり）





　それではまた六巻にてお会いできたらと思います。よろしくお願いいたします！



    

  
    
      



　著者

　五代ゆう（ごだい・ゆう）

　　１９７０年生まれ。１９９１年「はじまりの骨の物語」（富士見ファンタジア文庫）で第四回富士見ファンタジア長編小説大賞を受賞し作家デビュー。代表作「〈骨牌使い〉の鏡」（富士見書房）「清明鬼伝」（角川ホラー文庫）「ゴールドベルク変奏曲」（ＨＪ文庫）「風と暁の娘　パンツァードラグーンオルタ」（メディアファクトリー）などがある。

　　ｗｅｂページＵＲＬ

　　http://www011.upp.so-net.ne.jp/godai/



　イラスト

　岸田メル（きしだ・める）

　　名古屋在住のイラストレーター。

　　好きな食べ物はラーメン、好きな髪型はみつあみ。

　　好きなテレビは教育テレビ。

　　ｗｅｂページＵＲＬ　http://maigo.jp/
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